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序章  
 
                                
  
1．問題の所在  
 教育現場において授業研究とは，学習の内容や方法，或いはその背
景にある理念について議論することである。どういうねらいで授業を
行い，どういった手順で進行するのか，またその際の発問はどのよう
なものか，評価のポイントは何かといった学習指導案と実践内容との
比較の検討が中心に行われている。そこでは言語的コミュニケーショ
ンに重点を置いて教え方の善し悪しが問われてきたが，多くの教師は
経験や研究の中で，手立てや促し・助言・発問といった言語的なもの
と，所作や間などの非言語によるものとを取り入れながら実践が行わ
れていることも認識している。また，教育研究として行われる日々の
授業実践などにおいて，同じ内容で指導していても教師の教授行為に
よって子ども達の反応や学習効果が違ってくるということも感じてい
る。また造形活動では表現技法や道具の用法を子ども達に伝えたり習
得させたりする際に，言葉だけでは説明し難いような場面でも図画工
作科の授業を巧みに進める教師は，五感を刺激するような独特の教授
行為を授業に取り入れたり，わざ言語 1 )といわれるような比喩的な言
い回しを使ったりして子ども達の気づきを促すこともある。それは，
ある限られた教師だけがもつ特別なものと言えるかもしれない。  
 しかし，上條が示したように「教える行為におけるパフォーマンス
とは教える内容がより適切に伝わるようにするための小さな配慮の積
み重ね」 2） だとするならば，それは特別なものではなく，教師誰もが
授業に取り入れることで伝わり方に差が出てくることになる。特に，
材料・用具や技術・技法といったものを指導する際に言語だけでは伝
えきれないことが多い図画工作科では，そういった教師の教授行為を
「教師のパフォーマンス」と捉え，具体を示す必要性があると考えて
2 
 
いる。  
 パフォーマンスは，性能・才能・能力・表現など扱う分野によって
捉え方に違いがみられるが，この研究では授業の中で教師が指導言と
して用いる言語，声の大きさや抑揚，表情や身振り，間，作例の示し
方など学習者に対して行う教授行為を「教師のパフォーマンス」と捉
えている。修士課程では「感性」を働かせながら子どもが活動できる
授業の要件や構成を明らかにするために研究を進めてきたが，詳細な
授業記録を取りながら分析する中で，教師の手立てや促し・助言・発
問といった言語的なものと，所作や間などの非言語によるものとを取
り入れながら実践が行われていることを再確認した。授業における教
師の教授行為に焦点を当て本論においては，図画工作科ならではの「教
師のパフォーマンス」とはどういうものなのかを明確にしたい。  
今回の研究では小学校で行われている図画工作科の授業を中心に調
査を行う。文部科学省が 2015 年 3 月に公表した学校教員統計調査 3）
の結果（表 1）を見ると，小学校教員の 7 割が学級担任であることが
分かる。東京都や神戸市のように中高の美術教員免許状を有する図画
工作科の専科教員を設置している自治体もある。しかし，それは一部
の地域であり，あくまでも一般的な公立の小学校では学級担任が担当
する教科の一つとして図画工作科の授業に携わっている。この研究の
成果を還元する対象は学級担任であると考え，今回は美術教育への関
心や実技経験の有無を問うことなく調査対象を選定している。  
 図画工作科の授業において教師のどのようなパフォーマンスが子ど
も達の感性や活動に有効に働きかけ授業が活性化するのか調査や授業
分析から明らかにした上で，「教師のパフォーマンス」の構造や特性を
明確にする。また，自己省察に効果的な新たな授業評価システムを「教
師のパフォーマンス」に着目して考案していきたい。  
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表 1．学校教員統計調査の結果  
 
2．本研究の目的  
 本研究は，図画工作科の授業における「教師のパフォーマンス」に
ついて，調査研究と授業分析を通して明らかにすることを目的として
いる。  
 本研究の具体的な取り組みは，以下のとおりである。  
 
 第１に，「教師のパフォーマンス」の捉え方を先行研究や調査を通し
て明確にすることである。  
 第２に，授業分析より，図画工作科の授業で有効な 「教師のパフォ
ーマンス」を検討することである。  
 第３に，「教師のパフォーマンス」の具体的な構造や特性を明確にす
ることである。  
 第４に，授業分析から「教師のパフォーマンス」の様相を分析する
研究方法を確立し，教師の自己省察に効果的な新たな授業評価システ
ムを考案することである。  
 第５に，第４において確立した自己省察の授業評価システムを実際
の授業に導入し，その効果を検証することである。  
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３．論文の構成  
 上記の研究目的を踏まえ本研究の各章では，以下の点について論じ
ていく。  
 序章では，問題の所在，研究の目的，論文の構成を述べ，本研究で
用いる用語と先行研究の整理を行う。  
 第 1 章は「教師のパフォーマンスの定義」とし，教師の意識調査，
学習者の意識調査から「教師のパフォーマンス」の定義を明確にした
上で，図画工作科の授業で必要とされる「教師のパフォーマンス」に
ついて述べる。  
 第 2 章は「教師のパフォーマンスの効果」とし，授業比較の実施や
授業の分析から「教師のパフォーマンス」の効果について述べる。  
 第 3 章は「教師のパフォーマンスの特性」とし，授業の調査や実施
内容，それぞれの実践の考察から「教師のパフォーマンス」の特性に
ついて述べる。  
 第 4 章は「教師のパフォーマンスの事例分析」とし，事例の分析記
述や考察，トランスクリプトの比較について述べる。  
 第 5 章は「自己省察に効果的な授業評価システムの開発」とし，シ
ステムの試行モデルや検証の視点と方法，検証の内容や考察について
述べる。  
 第 6 章は結論とし，本研究の意義や成果，今後の課題について述べ
る。  
 
 
5 
 
４．論文の概要  
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５．用語の整理  
 ここで，本研究で使用する主要な用語「教師のパフォーマンス」に
ついて整理する。  
 まず，「パフォーマンス」という言葉だけでは，①見世物，楽曲を演
奏すること，ダンスを披露すること，映画を上演すること，身体が作
品の構成物である芸術などの表現，②機械や道具などの特性を大きさ
で示したもの，人や組織が持つ能力や才能などの性能，③マイクパフ
ォーマンスやゴールパフォーマンスなど観衆・聴衆を意識した行動や
振る舞いといったものなど扱う分野によって捉え方に違いがみられる。
「教師のパフォーマンス」とした場合には，教師の行動や振る舞いを
指すこととなり，この研究では学習者に対して行う教授行為を「教師
のパフォーマンス」とし位置づける。そこでは，教師が指導言として
用いる言語，声の大きさや抑揚，表情や身振り，間，作例の示し方な
どをパフォーマンスとして扱っていく。  
 
６．先行研究の整理  
 次に，本研究における「教師のパフォーマンス」の概念を明確にす
るために，他の研究者が用いる用語と比較しながら整理する。  
 1 点目は国内におけるパフォーマンスの研究， 2 点目は国外におけ
るノンバーバーバルの研究，3 点目は教師の発話の構造や特性の研究，
4 点目は授業分析の手法の研究，である。  
 なお，本研究は教師を対象にしているが，先行研究では教師以外の
職種も対象として取り扱っている。また，国外ではパフォーマンスの
研究がノンバーバルコミュニケーション理論と結び付けて行われてい
ることが多いため，ノンバーバルについて取り扱っている研究を本研
究に関係する研究として対象としている。  
 
（１）国内におけるパフォーマンスの研究  
 近年，パフォーマンス理論や非言語コミュニケーション理論が教育
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現場に取り入れられるようになっている。パフォーマンス学という研
究分野は，佐藤綾子によれば 1970 年代にアメリカで盛んになった新
しい学問領域であり，主として心理学・スピーチコミュニケーション
学・文化人類学・演劇学の 4 つの分野にわたるとしている 4 )。佐藤は，
パフォーマンスの例として人間の好意がどのように伝わるか，マレー
ビアンの好意の総計モデル「好意の総計＝言語（ 7%）＋声などの周辺
言語（ 38%）＋表情（ 55%）」 5 )を示し，顔の表情が言葉よりも何倍も
強くその人のもつ好意を伝えることを説明している。  
 また，人が言語的なものと様々な非言語的なものでコミュニケーシ
ョンをしていることを，バードウィステルの研究やアンケート調査な
どから，パフォーマンスの構成要素として図 1 のよう に示している。 
 また上條は，教師のためのパフォーマンス術として学び手への働き
かけが言語的コミュニケーションと非言語的コミュニケーションの 2
つに分かれ，言葉をどのような非言語的な要素とともに発するかが大
切になるとして次のように述べている。  
図 1．パフォーマンスの構成要素 (佐藤綾子 ) 6 )  
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 同じ言葉を口にしていても，教室にいる人たちにすっと入るよ
うに話せる人と，すっと入っていくように話せない人がいる。  
違いが発生するのは「言語的」な要素による違いではなく，「非
言語－ノンバーバル－」な要素の違いが働くからである 7 )。  
 
（２）国外におけるノンバーバルコミュニケーションの研究  
 ノンバーバルコミュニケーションの研究は，1970 年代から海外で盛
んに行われるようになった。マーク・Ｌ・ナップは，非言語伝達に関
する理論的研究や論文は，次の 7 つの領域に下位分類できるとしてい
る。それは，「（ 1）からだの動き，すなわち動作学（表象，イラスト
レーター，感情表出，レギュレーター，アダプター），（ 2）からだの
特徴，（ 3）接触行動，（ 4）準言語（声の質と音声化），（ 5）近接学，（ 6）
人工品，（ 7）環境」 8 )である。  
 また，非言語コミュニケーション研究のリーダーの一人，レイ・ L・
バードウィステルは，対人コミュニケーションに関して「二者の対話
では，ことばによって伝えられるメッセージ（コミュニケーションの
内容）は，全体の 35%に過ぎず，残りの 65%は，話しぶり，動作，ジ
ェスチャー，相手との間のとり方など，ことば以外の手段によって伝
えられる」 9 )と分析し，言葉以外の数多くの方法が対人 コミュニケー
ション用の信号として使われていることを示した。  
 マジョリー・Ｆ・ヴァーガスは，人間のあらゆるコミュニケーショ
ンに寄与する大いなるものとして次の 9 つの非言語メディア 1 0 )を挙げ
ている。  
 
（ 1）人体（コミュニケーション当事者の遺伝因子に関るもろも
ろの身体的特徴中で，何らかのメッセージを表すもの。たとえば
性別，年齢，体格，皮膚の色など） THE HUMAN BODY,  those  
genet i ca l ly  re lated  phys i ca l  charac ter i s t i c s  o f  the  sender  or  
rece iver  that  g ive  a  message ,  such  as  sex ,  age ,  phys ique ,  or  
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sk in  co lor  
（ 2）動作（人体の姿勢や動きで表現されるもの）KINESICS,  the  
language  o f  body  pos i t i on  and  movement  
（ 3）目（「視線交差（アイ・コンタクト）」）と目つき）THE EYE,  
the i r  contac t  and  use  
（ 4）周辺言語（話しことばに付随する音声上の性状と特徴）
PARALANGUAGE,  those  vo i ce  qual i t i es  and  charac ter is t i c s  
that  accompany spoken  words  
（ 5）沈黙 SILENCE 
（ 6）身体接触（相手の身体に接触すること，またはその代替行
為による表現） TACESICS AND STROKING,  the  language  o f  
t ouch  and  i t s  subst i tutes  
（ 7）対人的空間（コミュニケーションのために人間が利用する
空間） PROXEMICS,  the  way  that  humans  use  space  to  
communicate  
（ 8）時間（文化形態と生理学の 2 つの次元での時間）
CHRONEMICS,  t ime  in  both  i t s  cu l tura l  and  phys io log i ca l  
d imens ions  
（ 9）色彩 COLOR  
 
 これらの先行研究を概観すると，1970 年代に海外で盛んになった非
言語コミュニケーションの研究が，1990 年代に佐藤らの手によってパ
フォーマンス学という研究分野として日本に持ち込まれたと言える。  
 また，パフォーマンスの構成要素として挙げられているものは，非
言語コミュニケーションの研究であれ，パフォーマンス学の研究であ
れ，重なっている。それは，「教師のパフォーマンス」を考察する時に
も援用できるのではないであろうか。図画工作科の授業で必要になる
教師のパフォーマンスの要素を，これらの先行研究などの知見を踏ま
えて考えることができる。  
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（３）教師の発話の構造や特性の研究  
 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と し て の 教 師 の 発 話 を 研 究 し た も の と し て は
山下政俊の研究がある 1 1 )。山下は「授業の中で教師が子どもに働きか
ける言葉」を「教育言語」と呼び，それを機能と役割から「第 1 教育
言語」と「第 2 教育言語」に区分している。「第 1 教育言語」とは，
授業の導入場面や学習の展開や転換の場面，学習の終末場面などの基
本的な授業過程で必要となる子どもたちの学びと彼らとのコミュニケ
ーションを直接「リード」する言葉を指している。それに対して「第
2 教育言語」とは，第 1 教育言語によってもたらされた子どもたちの
表現する学びのプロセスや成果を「フォロー」しながらコミュニケー
ションを「深める」言葉を指している。つまり前者は，教師から「み
んな」に投げかける言葉であり，教師が授業を進めるうえで必要とな
る指示や発問を指す。それに対して後者は，個々の子どもの学びを捉
え，「エンパワー」する言語，評価や注釈，支援に用いられる言葉だと
している。また，図画工作科の授業における教師の発話の構造や特性
に焦点を当て，「第 3 教育言語」という新たな概念を導き出した大泉
義一 1 2 )の研究がある。図画工作科の授業で教師が用いる言語に「第 1
教育言語」にも「第 2 教育言語」にも属さないものがあるとし，子ど
もと同等の立場，あるいは逆転的な立場に基づく発話であると規定し
「第 3 教育言語」と位置付けた。教師が無自覚的・無意図的に発した
発話が子どもの学習活動に対して有効に働くものであることを「第 3
教育言語」としての前提としている。子ども達との日常的・臨床的な
関係から授業を捉え直そうとしている点においては方向性が同じであ
るが，本研究は言語と共に発せられる非言語的な教師の教授行為に焦
点化し，図画工作科特有の「教師のパフォーマンス」を導出すること
を目指す。  
 
（４）授業分析の研究  
 本研究では，授業分析の手法として「トランスクリプト」を用いる。
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トランスクリプトは，会話分析の手法で会話の正確な転写を意味する。
ビデオやレコーダに録音された音声としての話し言葉を抑揚や間など
と共に文字に起こしたものである。「トランスクリプト」に用いる記号
は， G.  ジェファソン（ Gai l  Je f f erson）によって，おもにヨーロッパ
語の会話分析のために開発された転写のためのシステムを，日本語の
会話分析のために西阪仰が整理したもの (表 2)を使用する 1 3 )。  
 さらに「トランスクリプト」による授業分析の方法については，本
間美里が示した子どもともの，他者との間に起こる表現行為（目線，
指差し，つぶやき，身振り）を静止画像上に矢印や丸などで囲い書き
表し発話や行為の記述と併記した「トランスクリプト」（図 2） 1 4 )を使
う。  
 
      表 2．トランスクリプトに用いる記号  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1． [　] 複数の参加者の発する音声の重なり始めと
終わりを示す。
2． ＝ 2つの発話が途切れなく密着している。
3． （　） 聞き取り不可能であることを示す。空白の大
きさは，聞き取り不可能な音声の相対的な長
さに対応
4． （1.0）音声が途絶えている状態にあるときの秒数。
5． （．） 0.2秒以下の短い間合いを示す。
6． あ：： 直前の音が引き延ばされていることを示す。
コロンの数は，引き延ばしの相対的な長さに
対応。
7． あ－ 言葉が不完全なまま途切れていることを示
す。
8． h　 呼吸音は，hhで示す。hの数は，それぞれの
音の相対的な長さに対応。
9． あ 音の強さを示す。
10． ↑ 語尾の音が極端に上がっていることを示す。
11． ↓ 語尾が極端に下がっていることを示す。
12． 〔　〕 指し示すものやことを筆者が補っている。
13． ｛　｝ 筆者による補足
14． 見ているものを示す。
15． 視線が別のものに移っていることを示す。
16． 映像から外れて確認できないことを示す。
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図 2．トランスクリプトの例 1 5）  
                          
1）科学的な言語では表現できない ,身体に根ざした感覚の共有を促す
言葉。 生田久美子，北村勝朗『わざ言語  感覚の共有を通しての ｢学
び ｣へ』慶應義塾大学出版会 , 2011 年など。  
2）上條晴夫『教師のためのパフォーマンス術』金子書房 , 2011 年 , p .5 .  
3 )ht tp : / /www.e - s tat .go . jp /SG1/es tat /NewLis t .do? t id=000001016172
政府統計の総合窓口ページより，学校教員統計調査，年次統計，平
成 25 年度，学校調査，教員個人調査，小学校より抜粋したもの。
2015 年 3 月 27 日公表。  
4）佐藤綾子『教師のパフォーマンス学入門』金子書房 , 1996 年 , p .2 .  
5）同 p .19 .   
6）同 p .46 .  
7）上條晴夫，前掲 , p .4 .  
8）マーク・Ｌ・ナップ  牧野成一・牧野泰子共訳「人間関係におけ
る 非 言 語 情 報 伝 達 （ Nonverbal  communicat ion  in  human  
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interac t ion 1972）』東海大学出版会 , 1979 年 , p .25 .  
9 )原著には「 Our  present  guess  i s  that  in  pseudos tat i s t ic s  probably  
no  more  than 30  to  35  per  cent  o f  the  soc ia l  meaning  o f  a  
conversat ion  or  an  interac t ion  i s  carr ied  by  the  words .  
Microcul tura l  analys i s  o f f ers  ob jec t ive  measures  o f  a t  l eas t  a  
por t ion  o f  the  remainder.」と記されている。  
  RAY L.  BIRD WHISTELL ,  K ines i cs  and  Context   Essays  on 
Body  Mot ion  Communicat ion ,  UNIVERSITY OF PENNSYLVANIA 
PRESS,  1970 年， pp .157 -158 .   
引 用 文 は ,MARJORIE FINK VARGAS,  Louder  Than Words  –AN 
INTRODUCTION TO NONVERBL COMMUNICATIO N ,   THE 
IOWA STATE UN IVERS ITY PRESS/  AMES， 1986 年， p .10 の「 In  
a  conversat ion  between two  peop le ,  on ly  35  percent  o f  the  s oc ia l  
message  i s  conveyed  by  the  words .  The  remaining  65  percent  i s  
communicated  nonverba l ly,  by  how they  speak ,  move ,  ges ture ,  
and  handle  spat ia l  re lat ionships .」の邦訳書からのもの。  
マジョリー・Ｆ・ヴァーガス  石丸正訳『非言語コミュニケーショ
ン (An Introduct ion  to  Nonverbal  Com municat ion  1987)』新潮社，
1987 年 , p .15 .  
10 )MARJORIE FINK VARGAS,  Louder  Than Words  –AN 
INTRODUCTION TO NONVERBL COMMUNICATIO N ,   THE 
IOWA STATE UNIVERS ITY PRESS/  AMES， 1986 年， p .10 .  
11）山下政俊『学びをひらく第 2 教育言語の力』明治図書， 2003，
pp .13 -16 .  
12 )大泉義一が図画工作科・美術科の授業における教師の発話に着目し
た研究として，次のものがある。  
「図画工作科・美術科の授業における教師の発話に関する実践研究
‐図画工作科・美術科の授業を構成する『第 3 教育言語』への着目
‐」『美術教育学』 ,第 32 号， 2011， p p .69 -83 .  
14 
 
「図画工作科・美術科の授業における教師の発話に関する実践研究 ･
Ⅱ‐教職キャリアと『第 3 教育言語』の関係から‐」『美術教育学』,
第 33 号， 2012， p p .135 -147 .  
「図画工作科・美術科の授業における教師の発話に関する実践研究
（ 3）‐ 中学 校美 術 科の 授業 分析 と美 術教 師論 ‐」『美 術 教育 学』 ,
第 34 号， 2013， p p .107 -120 .  
「図画工作科・美術科の授業における教師の発話に関する実践研究
（ 4）‐深沢アート研究所『子ども造形教室』と図画工作科・美術
科の授業の比較から‐」『美術教育学』,第 35 号，2014，pp .165 -178 .  
13 )  西阪仰『相互行為分析という視点―文化と心の社会学的記述』金
子書房 , 1997 年 , pp .ⅶ -ⅸ .  
14）ここで利用する「トランスクリプト」は，本間美里「対話による
鑑賞授業における学習過程の触発性について」『美術教育学』第 35
号， 2014， pp .457 - 470 .の研究を参 考 に，発言の抑揚 な ど教師の様
相が視覚的に確認できるように修正を加えたもの。  
15 )  トランスクリプトの例の図は，本間の研究から引用したもの。  
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第 1 章  
 
 教師のパフォーマンスの定義  
 
                                
  
 本章では，小学校の教員が図画工作科の授業の中でのパフォーマン
スをどのように考えているかについてアンケート調査を行い，その回
答を統計分析の手法を用いて考察する。それとともに，小学校の児童
を対象に教師イメージに対しての意識調査を行い，「教師のパフォーマ
ンス」の必要性を考察する。  
 第１節で教員に対して行った記述式のアンケートの調査内容や分析
方法，分析結果を述べる。また，第２節においては，学習者である小
学校の児童に対して行った５件法によるアンケートの調査内容や分析
方法，分析結果について論述する。  
  
１．教員の意識調査  
 小学校の教員が，「教師のパフォーマンス」について持っているイメ
ージを知るため 2014 年 4 月に，兵庫県の公立小学校に勤務する全科
担任 19 名と図画工作科の専科教員 20 名， 5 月に全科担任 21 名と専
科教員 5 名の計 65 名にアンケートを実施した。  
(1)  調査内容  
 対象：兵庫県 A 市の公立小学校に勤務する教員 65 名  
 質問項目：  
 ①「教師のパフォーマンス」には，どのようなものがあると考えて
いますか？どんなことで子ども達をひきつけているのか具体例を
お答えください。  
 ②図画工作科の学習に限った場合には，どんなことが考えられます
か。  
16 
 
(2)  分析方法  
 それぞれの質問項目について自由記述による回答を，ソフトウェア
KHCo de 1）を用いて「計量テキスト分析 (テキストマイニング )」 2 )を行
い，自由記述を可視化する。そして，どのような傾向が見られるかを
原文と照合しながら確認する。  
(3) テキストマイニングによる分析  
 質問①のすべての回答を入力し，語句要素に分節して出現数が多か
った語句を集約したものを表 1 に示した。 4 回以上出現していた語を
用いて，同じ回答の中によく一緒に出現する語，すなわち共起する語
を線で結んで「共起ネットワーク（図 1）」を作成した。ここでは円が
大きいほど語の出現回数が多いことを示す。また，それぞれの語句の
出現頻度と関連性を定義して，頻度や関連性の高いものをクラスター
（集団，群）に分類し樹形図を作成する「階層クラスター分析」 3） を
行ったものを図 2 に示した。  
質問①で，「表情」・「話術」の語が出現する自由記述を以下に示す。 
「話術  会話力  顔の表情」  
「表情（やさしく，時にはオーバーに）話し方（抑揚のある話し方）。
授業のテンポ（リズムよく進める）」  
「滅多に見ら れない具 体物を提 示する。 映像や画 像の提示  話術  
語るときの表情」  
 可視化した結果からは，「表情」・「話術」の語が関連性を持ち，デー
タの中でも「話し方」や「表情」に集約できるような強い相関関係を
示している。このことからは，回答者が「話し方」や「表情」が「教
師のパフォーマンス」として子ども達を引き付けていると考えている
傾向が読み取れる。  
 可視化した図や自由記述から他の語の関連性も見ていくと，回答者
が，「教師のパフォーマンス」として捉えているものが次の 5 つに集
約できた。  
①  表情 
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②  話し方（言葉の使い方）  
③  話の内容  
④  板書の工夫（文字や絵）  
⑤  準備（提示物，見本，環境）  
 
表 1．質問①において出現数が高かった語  
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図 1．質問①の共起ネットワーク図  
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図 2．質問①の階層クラスター図  
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 さらに，質問②についても同様に分析を行った。出現数が多かった
語を集約したものを表 2 に示した。質問①の場合と同じように，語句
間の関係を見るために共起ネットワーク図を描いたものが図 3 になり，
階層クラスター分析を行ったものが図 4 である。  
 可視化した結果からは，「教師」･「作品」･「見せる」の語が関連性
を示す結果となっている。回答者が「教師」自身や子ども達の「作品」
を「見せる」ことを「教師のパフォーマンス」と考えていることが読
み取れる。それらの語が出現する自由記述を以下に示す。  
 「教師が見本の作品をつくっておき見せる。」  
  「話だけでは理解しにくいことが多いので，適切な資料を用意する。
実際に実技を教師がしてみせる。」  
 この結果は当初から予想されたものであり当然の結果と言えるが，
材料や用具・技法について，実際にやって見せることが重要だと考え
られていることが再確認できた。  
可視化した図や自由記述から読み取れたものをまとめると図画工作
科の授業で重要視されている「教師のパフォーマンス」として，次の
ものが挙げられる。  
①  実演（材料，用具，技法）  
②  作例の提示（児童の作例，教師の作例，完成のイメージ）  
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表 2．質問②において出現頻度が高かった語  
図 3．質問②の共起ネットワーク図  
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図 4．質問②の階層クラスター図  
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 これらの視点は，従来から図画工作科の授業で問題視されている，
作例の示し方や実演の仕方といった実践上の課題と一致している。ど
のようなタイミングで作例を示すのか，どの程度の実演が有効である
のかなどの教師の働きかけが，図画工作科の授業で重要であるという
課題認識が反映されたものであると考えられる。図画工作科の授業で
の実演や作例の提示といったパフォーマンスの在り方を，具体的かつ
明確に示すことの意義が確認できたと言える。  
 
２．学習者の意識調査  
 次に，「教師のパフォーマンス」を受け止める側になる児童が，教師
の教授行為に対してどのような意識を持っているかを知るため，2014
年 4 月に筆者の勤務校の 4・ 6 年生児童を対象に次のような調査を行
った。  
(1)  調査内容  
 対象：勤務校の児童（ 4・ 6 年生）  178 名  
 質問項目：  
どんな先生（図画工作を教えてくれる先生）が好きですか。  
 ①やさしい表情で話す  
 ②話し方がおもしろい  
 ③身ぶりや手ぶりを使う  
 ④よくほめる  
 ⑤説明が分かりやすい  
 ⑥話と話のつなぎ方がうまい  
 ⑦たとえかたがうまい   
 ⑧やり方をよく知っている  
 ⑨授業中に何度も声をかけてくれる  
 ⑩絵をかいたり，ものをつくったりするのがうまい  
 ⑪こまった時や，まよったりしたときにアドバイスしてくれる  
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選択肢：  
 1．大変そう思う  
 2．そう思う  
 3．どちらともいえない  
 4．あまり思わない  
 5．思わない  
 これらの質問項目は，先行研究で挙げられているパフォーマンスの
構成要素をもとに，図画工作科の授業における教師の教授行為の様相
を児童にわかりやすい文言を用いて作成したものである。  
  
(2)  分析方法  
 項目についての信頼性係数を算出した上で，それぞれの項目につい
て積算集計し回答の傾向を分析した。  
 
(3) 結果  
 まず項目の信頼性係数は，スピアマン－ブラウンの公式に当てはめ
クロンバックのα係数は全項目 (α =.87)となった。目安となる 0.80 以
上の値が得られているので回答への信頼性は高いと言える。図 6 に示
した集計結果からは，回答傾向が大きく３つに分かれた。「大変そう思
う」が 70~80%，「そう思う」が 10~20%，両方で約 90%になる「⑤説
明がわかりやすい」「⑧やり方をよく知っている」「⑩絵をかいたりも
のをつくったりするのがうまい」「⑪こまった時やまよったりしたとき
にアドバイスしてくれる」の４つの項目については，児童が理想とす
る図画工作科の教師に必要なものであると言える。また，「大変そう思
う」が 40~55%，「そう思う」が 30~40%，両方で 70~80%になる「①
やさしい表情で話す」「②話し方がおもしろい」「④よくほめる」「⑥話
と話のつなぎ方がうまい」「⑦たとえ方がうまい」については，表情や
話し方がどう影響しているか問いかけたものになるが，ある程度必要
だと思っていると解釈できる。「③身ぶりや手ぶりを使う」「⑨授業中  
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図 5．児童アンケートの集計結果  
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に何度も声をかけてくれる」は，回答にばらつきがみられ受け止め方
に違いがみられた。  
 この結果から，児童が図画工作科を教える教師に求めているパフォ
ーマンスの要素として，次の 2 つを重視していることがわかった。  
①  教師自身が教材をよりよく理解し，製作のポイントをわかりやすく
説明できる。  
②  児童が必要だと感じるときに的確なアドバイスができる。  
 この調査からは，上記の 2 つの要素が「教師のパフォーマンス」を
考えていくときに欠かせないものであり，児童が表情や話し方に加え
て，技法・技術や材料・用具の示し方といった教師の言語以外の動作
に着目していることが明確になった。  
 
３．図画工作科の授業で必要とされる「教師のパフォーマンス」とは  
 一般的に言われている「話し方」や「表情」とともに，図画工作科
の授業を行う「教師のパフォーマンス」としてどのように「作例」や
「実演」を示すことが必要なのかということを本章では，教師・児童
への調査によって確認できた。図画工作科の授業では，教師が指導言
として用いる言語，声の大きさや抑揚，表情や身振り，間，作例の示
し方というようなパフォーマンスの要素の関係性を見ることで，望ま
しい「教師のパフォーマンス」の在り方が見えてくるのではないだろ
うか。  
 ここでは，佐藤が示したパフォーマンスの構成要素，マジョリー・
Ｆ・ヴァーガスがまとめた 9 つの非言語メディアなどの先行研究やこ
れまでの教師や児童への調査結果をもとに，図画工作科の授業におけ
る教師のパフォーマンスの構成要素を，次の 8 項目に集約させた。  
 ①言葉の使い方（わざ言語などの特徴的な言い回しを含める）  
 ②周辺言語（声の大きさ，高低，話す速さなど，音声に関るものす
べて）  
 ③表情  
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 ④身振り  
 ⑤間（タイミング）  
 ⑥間（空間）  
 ⑦示範（技法・技術）  
 ⑧示範（材料・用具）  
 この 8 項目を用いて授業を観察し「教師のパフォーマンス」の効果
を検証すれば，どの視点を意識すると児童に伝えたい内容が伝わりや
すくなるのか確かめられることになる。また，この 8 項目は視点とし
てだけでなく，教師が授業を活性化させるための重要な要素となる。  
次に， 8 項目を用いて実際の授業で検証を進める。  
 
 
                            
1） KH Co der は， 立命館大学産業 社会学部准教授 の樋口耕一氏等 が   
開発した内容分析（計量テキスト分析）もしくはテキストマイニン
グのためのソフトウェア。新聞記事・質問紙調査における自由回答・
インタビュー記録など，社会調査によって得られる様々な日本語テ
キスト型データを計量的に分析することができる。  
2）内容分析の方法に依拠しつつ，質的データの中でも特にテキスト
型ないしは文章型・文字型のデータを計量的に分析する方法。定型
化されていない文章の集まりを自然言語解析の手法を使って単語や
フレーズに分割し，それらの出現頻度や相関関係を分析して有用な
情報を抽出する手法やシステムのことである。  
3)  階層クラスター分析とは，対象間の距離を定義して，距離の近さに
よって対象を分類する統計手法の一つである。なおクラスターとは，
集団，群などの意味を持つ。階層クラスター分析では，結果は樹状
図（デンドログラム）として表される。  
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第２章  
 
授業における教師のパフォーマンス  
 
                                
  
 前章で導出した図画工作科における「教師のパフォーマンス」を構
成する 8 つの要素を窓口にして，異なる教師が指導した同一題材の授
業を記録し分析を行う。「教師のパフォーマンス」の構成要素の出現頻
度が高く違いが表れやすいと想定される導入場面に限定して分析し，
パフォーマンスの違いが子ども達に与える学習への効果について確認
する。  
 本章では，第 1 節で授業比較の実施方法について述べる。そして，
第２節において，授業比較した結果から授業記録やパフォーマンスの
構成要素の比較を行い，「教師のパフォーマンス」の効果について検討
する。  
 
１．授業比較の実施  
 別の公立小学校に勤務する教員がそれぞれの学校で同じ学年の児童
を対象に同一題材の授業を行った場合，「教師のパフォーマンス」の構
成要素がどのように関連して使用されているのかを明らかにするため
授業比較を行なった。また，授業の導入において，はりこの技法を紹
介する際に「教師のパフォーマンス」としての「示範」や「言葉の使
い方」の違いが，どんな効果を生むのか検証していく。  
 
( 1 )対象とした授業  
 【授業Ａ】  
 実施時期  2013 年 9 月  
 実施対象  兵庫県の公立 F 小学校 3 年  
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 【授業 B】  
 実施時期  2014 年 10 月  
 実施対象  兵庫県の公立 K 小学校 3 年  
 
( 2 )授業の概要  
 研究の対象として授業「たまごのなかから（３年）」を取り上げる。
たまごをはりこの技法を用いて製作し，素材として和紙を扱う。そし
て，たまごのなかから生まれてくるものを立体に表す。たまごのなかが
ブラックボックスになり，児童の想像力を刺激する題材である。教科書
でも低中学年の題材として取り上げられることが多く，自らのイメージ
を膨らませながら製作し，最後に鑑賞する流れになる。具体的な学習の
流れは次のとおりである（表 1）。  
 
表 1．学習の流れ  
学習計画  主な学習目標  
① た ま ご を は り こ で
つくる。  （２ｈ）  
○はりこの技法を理解し，たまごの大きさや
形を考えながら楽しく活動することができ
る。  
② た ま ご に 飾 り つ け
をする。  
（２ｈ）  
○ な か か ら 生 ま れ て く る も の を 想 像 し な が
ら，自分らしいアイデアでたまごに飾りつ
けができる。  
③ た ま ご の な か か ら
生 ま れ て く る も の
をつくる。（２ｈ）  
○自分がつくったたまごのイメージに合わせ
て，なかから生まれてくるものを構想・製
作できる。  
④作品を仕上げ，鑑賞
する。（２ｈ）  
  
○たまごとなかから生まれてくるものを，た
まごとのバランスを考えて仕上げることが
できる。  
○友達の作品の良さや工夫を見つけ，伝える
ことができる。  
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(3 )パフォーマンスの可視化  
 教師が行う教授行為を，図画工作科の授業で必要な教師のパフォー
マンス 8 項目で客観的な評価をするために評価シートを考案した。評
価シート（表 2）は，佐藤の AS パフォーマンス・チェックシート 1⁾
などを参考にして作成した。このシートの評価結果から，レーダーチ
ャート（図 1）を作成することで授業や教師間の比較を可視化して捉
えやすくできる。  
 
( 4 )検証の手続き  
 同じ題材の授業を２つの小学校で異なる教師が実施し，ビデオで記
録を取った。授業後に発話記録を作成するとともに，筆者自身が構成
要素に従ってパフォーマンスの項目をカウントし，評価シートに記入
した。  
  表 2．評価シートのフォーマット           
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     図 1．レーダーチャートのフォーマット  
 
２．結果の分析  
 
 ( 1 )授業の実際  
 ２つの授業で「教師のパフォーマンス」には，次のような点で違い
が見られる。  
 授業記録からは，この学習の導入であるはりこの技法を紹介する場
面において，授業 A の教師は，たまごのイメージを意識させながら言
語や身振りなどとともに素材である和紙の特徴を示範した。例えば，
和紙を見せる際に「 T ペラペラ」と言いながら和紙を振って紹介を
しながら，机間を回ったりしている。児童も「 C5 薄っ」と反応して
いる。また，はりこの技法を用いて製作することで強度が出て硬くな
ることを叩いて音を出しながら「ピンポン玉みたいに」と表現してい
る。その際には，「 C5 ピンポン玉みたいに？」と疑うような表情で
復唱している児童もいる。  
一方，授業 B の教師は，たまごのイメージを意識させることを重視
して導入を行っているため、張り子技法については概略の説明にとど
32 
 
まっている。  
 授業の評価シートでは，言葉の使い方や示範（技法・技術）・示範（材
料・用具）の項目において違いが出ている。さらに，レーダーチャー
トでもその部分で違いが確認できる。  
 
    図 2 . 授業 A における和紙の提示場面  
 
表 3．授業記録（全 8 時間中の 1 時間目）  
授
業
A 
01 :45  
T 今日から卵の中からという学習をしていきます。つくるのは
こんなやつ。たまごからなにかでてくる。（ . . .）≪教室の端か
ら端へ目線を映しながら，時間をかけはりこのたまごをもち
上げ，中を見せる（表情・間（時間）・示範（技法・技術））
≫  
C1 うわぁ : :↑  
C4 かば↑  
T これはかばさん ( )。先生が見本につくったやつです。なにかい
きものがでてきます。何が出てきたらいいかは，また考えて
ね。今日はまず卵をつくります。何でできていると思う↓（ . . .）
（間（時間））  
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C4 かみ。  
T 紙なんだけど，こんな紙。（ . . .）≪和紙を取りだし，児童に示
す。（示範（材料・用具）・間（時間））≫  
T こんな紙です。≪和紙を振って，薄さを示している（示範（材
料・用具））≫  
C5 薄っ↑。  
T ペラペラ。≪和紙を見せながら，机間を回っていく（間（空
間））≫これは習字で使うみたいな半紙みたいなやつ。半紙よ
りはちょっと分厚いけど。こんな紙です。この紙をこんな風
にします。≪はりこでつくった見本を見せるながら（示範（技
法・技術））≫これを貼ったらこうなります。  
C2 無理や。  
T この紙を風船膨らませて，≪風船を見せながら（示範（材料・
用具））≫風船に貼った。風船の形，してるでしょ。  
C5 バレーができる。  
T これ，バレーができそうなぐらい固くなる。≪はりこのたま
ごを投げたり，叩いて音を出したりして，軽さと強度を示し
ている（示範（技法・技術））≫  
T こんなペラペラのやつが，そう固くなる。  
C2 固くなる↓。  
T 紙を 3 回貼ります。 3 回貼るとこんなに固くかちこちになり
ます。ピンポン玉みたいに。（わざ言語）  
C5 ピンポン玉みたいに↓  
T 3 回貼るのがとても大変です。なかなか 3 回貼るのが大変で
すからそれをがんばってください。  
03 :53  
授
業
B 
00 :45  
T 新しい勉強のタイトルみんなで確認します。いくよ。せいの
( . . .）。≪板書を指し示す (身振り )≫  
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C5 ふしぎなたまご。  
T ふしぎです。  
C2 ほんまや，なぞのたまご。  
T ふしぎです。じゃじゃーん。≪見本のたまごを持ち  上げな
がら (示範（技法・技術））（周辺言語）≫  
C4 うわあ，なぞのたまご。  
C3 開けてみて。  
( 00 :02 )    
C1 時計が生まれてんで。  
T ふしぎなたまごから何が生まれるかな↓ ( . . . )≪たまごを開き
ながら (示範（技法・技術））≫  
C1 ヨッシーやろ。  
C5 えー↑  
C5 うわ，でた（）  
T カバ，生まれました。≪なかのいきものを取りだす，取り出
した後大きなリアクション (示範（技法・技術）） (身振り )≫  
C5 え？カバ？かわいい。すげー↑。  
T なにが生まれるかは，自分で決めていいよ。で，≪たまごを
テーブルの上に置き，いきものが見えるようにする (示範（技
法・技術））≫  
( 00 :04 )  
T 今日は，たまごづくりをします。たまごね。で，どんな方法
かっていうと，はりこっていう方法。≪「はりこ」と板書し
ながら≫  
C3 なにそれ↓はりこ（）  
C4 新しい方法です。  
T そうです。小さな和紙を≪小さく切った和紙を見せながら (示
範 (材料・用具 )）≫いっぱい ,いっぱい≪貼り付ける素振り (身
振り )≫貼りつけて形をつくっていく方法です。これ今日ここ
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に≪ボールを持ちあげ和紙を入れる素振り≫びちゃびちゃに
ぬらして風船に貼っていきます。≪たまごを持ち上げながら
≫ (示範 (材料・用具 )）乾くとたまごになるという方法です。  
02 :15  
 
表 4．授業 A の評価シート  
 
36 
 
 
   図 3．授業 A のレーダーチャート  
 
表 5．授業 B の評価シート  
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図 4 . 授業 B のレーダーチャート  
 
( 2 )パフォーマンスの効果  
 技法の示し方や素材と出合わせる際，「教師のパフォーマンス」の違
いが，児童に与えた効果を次の授業記録（表 6， 7， 8）から確認でき
る。ここでは，和紙が固まることに対してどれだけ関心を持ち続けた
かを見ていく。授業 A では，「バレーボールができる」「サッカーボー
ルみたい」「カチカチ」「超かたい」など，常に貼り重ねた和紙の硬さ
を意識しながら活動しているのに対して，授業 B では硬さを意識する
ような活動の際だけになっている。また，授業 A では，授業後の感想
に「固まってカチカチになった」「とてもかたくなって驚いた」とあっ
た。和紙を丁寧に貼り重ねることでしっかり固まらせようと意識しな
がら活動していたことが確認できる。「教師のパフォーマンス」で児童
に印象付けることで，貼り重ねることで強度を持ち固くなるという和
紙の特徴への関心が学習の最後まで持続していると言える。  
 
 
 
38 
 
    図 5 .授業での活動の様子  
 
表 6．授業記録（全 8 時間中の第 3 時間目）  
授
業
A 
03 :10  
C3 かちこちのやつつくってんな。  
C2 どれ↓  
C1 わぁ，固い。  
( 00 :16 )  
C3 これさ，切っても大丈夫↓  
C2 風船抜いたら小さくなるで。  
C1 バレーボールができる。前乾いてなかったときはゴムのバレ
ーボールみたいやったけど。今は，カチカチ。  
T カチカチ↓  
C1 サッカーボールみたい。あー，プラスティック↑  
03 :50  
授
業
B 
07 :42  
C5 めっちゃかたいで，これ。  
( 00 :22 )  
C3 とれない。  
( 00 :02 )  
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C1 気球や。 ( . . . )気球，気球。  
( 00： 02)  
C2 先生，見て。頭だけでっかいテルテル坊主やで。  
08 :16  
 
 
表 7．授業記録（全 8 時間中の第 5 時間目）  
授
業
A 
04 :20  
C2 これ，割れとるんじゃない↓  
( 00 :04 )  
C1 風船，かたまっとる。  
04 :26  
授
業
B 
☆該当なし  
 
表 8．授業記録（全 8 時間中の 7 時間目）  
授
業
A 
38 :14  
C4 かたい。  
C1 そうやろ。  
C3 かたすぎるやろ。  
( 00 :03 )  
C4 超かたい，ここほら↑  
C1 そうやろ。  
( 00 :02 )  
C1 風船，割れた。  
( 00 :11 )  
C1 堅っ。  
38 :38  
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授
業
B 
12 :05  
C1 風船，ない (… )  
( 00 :01 )  
C1  ふっ，風船あったはず。俺のやつ，入らへん。 hhh。風船あ
った，風船。 hhh。風船あったで。  
( 00 :01 )  
C2 むっちゃ，堅い。  
( 00 :01 )  
C3 風船。  
C4 風船，あった↓  
( 00 :04 )  
C1 風船がない。  
C5 風船あるやん。  
C1 あった。なんかレモンが萎んだみたい。  
12 :27  
 
 
                            
1）佐藤綾子『教師のためのパフォーマンス学入門』金子書房， 1996
年， p .15．  
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第３章  
 
教師のパフォーマンスの特性  
 
                                
  
 前章では図画工作科の同一題材の授業を比較し、「教師のパフォー
マンス」の効果について検討した。本章では，教科間・教師間でのパ
フォーマンスの違いを明らかにするために 2 人の学級担任が実施した
図画工作科と他教科の授業を記録し，「教師のパフォーマンス」の構成
要素 8 項目を用いて比較分析を行う。分析・考察の方法としては，授
業の「導入」「展開」「まとめ」の各場面における「教師のパフォーマ
ンス」の特性を評価シートやレーダーチャートを活用して捉える。  
 第 1 節で教科間・教師間の比較分析の方法について述べる。そして ,
第 2 節においては実践 A について授業の概要を説明するとともに評価
の結果を発話記録や評価シート，レーダーチャートを用いて確認する。
第 3 節では実践 B について前節と同じように評価の結果を確認する。
次に第 4 節で，実践 A， B の比較分析に関して考察を行う。最後に第
5 節では，評価シートやレーダーチャートを活用しての授業評価が教
師の自己省察につながる可能性について述べる。  
 
１．調査について   
 実践 A では図画工作科と国語科，実践 B では図画工作科と算数科の
授業を取り上げ，それぞれの授業をもとに「導入」「展開」「まとめ」
の各段階に出現する「教師のパフォーマンス」の種類や頻度，出現傾
向などの特徴を捉え図画工作科と他教科を比較する。  
 授業を比較するためには前章で作成したパフォーマンスの評価シー
トやレーダーチャートを使用する。これらは，佐藤の研究を援用して
つくりだしたものである。授業場面に応じて「導入」「展開」「まとめ」
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の区切りを設け，それぞれの場面でのパフォーマンスの評価をする。  
 ビデオ記録を取り，授業後に発話記録を作成，ビデオの映像と発話
記録を見ながら 2 人の評価者が構成要素に従ってパフォーマンスの項
目をカウントし，評価シートに記入する。その後，評価者の平均値を
つかってレーダーチャートを作成し，パフォーマンスの評価を行う。  
 
２．実践 A について  
 同じ教師が行った 2 つの教科の授業について「導入」「展開」「まと
め」に分けて記録し，比較分析を進める。  
 
( 1 )対象とした実践  
【実践 A】  
実施期日  平成 27 年 5 月 28 日  
実施対象  F 小学校 2 年  
 
( 2 )授業の概要  
 取り上げた授業は，図画工作科「ふしぎなたまご」と国語科「たん
ぽぽのちえ」である。「ふしぎなたまご」は，たまごの形をつくり，割
れ方を考えて画用紙に貼り付け，なかから生まれてくるものを想像し
て描く学習である。「たんぽぽのちえ」は，説明文でたんぽぽがどんな
知恵を使って子孫を残そうとするのかを読み取る題材である。  
 
( 3 )評価の結果  
 評価に用いた発話記録でカウントしたものが表 1 である。その後に
作成された図画工作科と国語科の評価シートは表 2 に示した。また，
それぞれのレーダーチャートが図 2 ,3 ,4 である。  
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表 1．発話記録でのカウント（実践 A）  
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表 2．実践 A の評価シート  
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図 1．実践 A における例示の提示場面  
 
図 2．実践 A（導入）のレーダーチャート  
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図 3．実践 A（展開）のレーダーチャート  
 
図 4．実践 A（まとめ）のレーダーチャート  
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３．実践 B について  
 
( 1 )  対象とした実践  
【実践 B】  
実施期日  平成 27 年 6 月 26 日  
実施対象  F 小学校 1 年  
 
( 2 )授業の概要  
 対象とした授業は，図画工作科「あめがふったよ」と算数科「ちが
いはいくつ」を取り上げた。「あめがふったよ」は，傘を差す子どもの
後ろ姿にこの季節ならではの，様々な雨が降る様子を絵具で着色して
いく題材である。「ちがいはいくつ」は，引き算を学習した後の文章題
から減法の意味と式を結び付けて理解させる学習となる。  
 
( 3 )評価の結果  
 評価に用いた発話記録でカウントしたものが表 3 である。その後に
作成された図画工作科と国語科の評価シートは表 4 に示した。また，
それぞれのレーダーチャートが図 5 ,6 ,7 である。  
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表 3．発話記録でのカウント（実践 B）  
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表 4．実践 B の評価シート  
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図 5．実践 B（導入）のレーダーチャート  
 
 
図 6．実践 B（展開）のレーダーチャート  
 
 
 
 
51 
 
 
図 7．実践 B（まとめ）のレーダーチャート  
 
４．実践 A・ B の考察  
 まず，実践 A で示された「教師のパフォーマンス」を ｢導入 ｣｢展開 ｣
｢まとめ ｣場面で比較すると，①言葉の使い方，②周辺言語，③表情，
④身振り，⑤間 (タイミング )，⑦示範 (技法・技術 )，⑧示範 (材料・用
具 )が導入場面で国語科よりも高いポイントを示している。展開場面に
なると，②周辺言語⑦示範 (技法・技術 )以外の項目は減少している。
また，まとめ場面においても同様の傾向だった。これは，図画工作科
では導入場面に重点が置かれ授業に対しての創意工夫が集中的に行わ
れていることを示している。導入場面で，①言葉の使い方，②周辺言
語，③表情，④身振り，⑤間 (タイミング )，⑦示範 (技法・技術 )，⑧示
範 (材料・用具 )の項目で高いポイントを示しているところを授業記録
から確認すると，掲示物 (作例 )を示しながらイメージをもたせるとい
うような活動となっている。教師が大きな身振りをしながら具体的な
イメージを子どもがもてるように工夫している。パフォーマンスの構
成要素を絡み合わせながら子どもに伝えようとする教師の姿がうかが
える。  
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 実践 B では，A と同様に導入場面で，①言葉の使い方，②周辺言語，
③表情，④身振り，⑦示範 (技法・技術 )，⑧示範 (材料・用具 )が高いポ
イントを示している。展開場面では，⑥間 (空間 )，⑦示範 (技法・技術 )
だけへと減少するが，まとめ場面では，②周辺言語，④身振り，⑦示
範 (技法・技術 )が高くなる。導入場面では，A が行ったことと同様に，
教師が大きな身振りをしながら具体的なイメージを子どもがもてるよ
うにしている。まとめ場面では，机間指導を行いながら，④身振りで
活動を促すような働きかけが行われていた。  
 教師間で比較すると，導入場面でどちらの教師も，⑦示範 (技法・技
術 )，⑧示範 (材料・用具 )が減少していくのに連動して，①言葉の使い
方，③表情，④身振りが減っていく。展開場面で A は，③周辺言語が
高いポイントのまま推移するが， B は減少している。しかし， A のま
とめ場面で③周辺言語が減少するのに対し，B は高いポイントを示す。
ここからは， A･B の机間指導でのパフォーマンスの違いという点と，
⑦示範 (技法・技術 )，⑧示範 (材料・用具 )の項目が，①言葉の使い方，
②周辺言語，④身振りと大きく関っているという点が確認できた。  
 評価シートの結果から，パフォーマンスと受け取れる様相の推移を
｢展開 ｣｢導入 ｣｢まとめ ｣毎に比較したものが次の図 8， 9 になる。導入
場面では高いポイントが示されるが，展開・まとめ場面では減少して
いく。導入場面で教師の工夫が集中的に行われ，子どもが活動し始め
ると子どもに活動を任せ教師が前面に出てこない。机間指導の中で子
どもとやり取りされるような行為に「教師のパフォーマンス」が推移
し，ビデオの記録では確認できないものとなっている。これは「導入」
「展開」「まとめ」の各場面で，「教師のパフォーマンス」の使われ方
が変化する図画工作科の特色と言えるものではないであろうか。  
 これらの比較からは， ｢導入 ｣｢展開 ｣｢まとめ ｣の場面での教科による
「教師のパフォーマンス」の種類や頻度、出現傾向の違いが明らかに
なった。導入場面では示範とともに行われている「教師のパフォーマ
ンス」の様相が数多く確認できている。評価者によりパフォーマンス
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が高いと評価されている場面もある。例えば， A がたまごを提示しな
がらたまごの内から出てくるものをイメージさせる場面やたまごの切
り方や割れ方をイメージさせる場面， B が数図ブロックを使って減法
を視覚的に理解させようとする場面などである。そこには，充分に質
の高い教師のパフォーマンスが存在していると考えられる。  
図 8．実践 A でのパフォーマンスの比較  
図 9．実践 B でのパフォーマンスの比較  
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５．授業省察での有効性  
 調査の結果を提示して授業者から実践について聞き取りを行うと，
「展開やまとめの部分で示範をすることが少ないことが自分でもわか
った」や「展開やまとめの部分でも出来る材料・用具の示し方や技法・
技術の紹介の方法がもっと知りたい」「もっと子どもを引き付け，意欲
をもたせる方法があるのでは」などという意見があった。これは ,教師
自身が評価シートを使って授業を振り返ることでパフォーマンスを向
上させる視点を得ているということであり ,「教師のパフォーマンス」
に着目した自己評価を授業省察に取り入れることで新たな授業評価シ
ステムとなる可能性が示されたのではないであろうか。  
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第４章  
 
教師のパフォーマンスの詳細  
 
                                
  
 本章では前章で取り上げた実践 A， B それぞれの授業で， 2 名の評
価者が良いパフォーマンスと評価した場面について検討する。それら
の場面で，「教師のパフォーマンス」が どのように構成要素を関連付け
て使われているか「トランスクリプト」を用いて分析記述することで，
「教師のパフォーマンス」の詳細を明らかにする。  
 まず第 1 節で，「トランスクリプト」の作成方法について述べる。
第 2 節では，実践 A， B の授業記録から「トランスクリプト」を作成
し，「教師の発話」と「行為」，「提示物」，「子ども」それぞれの間に起
こる関係を明らかにする。そして第 3 節で，「トランスクリプト」を
用いて分析記述して考察する。  
 
１．事例の 記述方法 について  
 評価者による発話記録のカウントと評価シートの結果から，「教師の
パフォーマンス」の構成要素の種類が多く集中的に使われていると評
価された場面を表 1 のように抽出した。 2 名の評価者の評価が重なっ
た部分で「教師の発話」と「行為」，「提示物」，「子ども」それぞれの
間に起こる関係を明らかにするためにビデオの画像を用いた「トラン
スクリプト」を作成し，「教師のパフォーマンス」の詳細を分析記述す
る。  
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表 1．抽出場面 (実践 A（図画工作）：導入－ F)の発話記録  
 評価者は，ともに教職 25 年以上のキャリアを持ち，担任や図画工
作科専科の立場を経験している。その評価者が同じ評価をしたところ
には，「教師のパフォーマンス」と考えられる様相が現れていると考え
られる。そうした場面を抽出し，「子ども」と「もの」，「 他者」との間
に起こる表現行為（視線，指差し，つぶやき，身振り）を時系列に沿
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って静止画像上に矢印や丸などで囲い書き表し発話や行為の記述と併
記したものを「トランスクリプト」として作成する。「教師のパフォー
マンス」の様相を出来る限り状況や相互行為と即応的に記述した「ト
ランスクリプト」により，詳細な分析記述を試み考察を行う。  
 
２．事例の考察  
【実践 A 図画工作】  
表 2．トランスクリプト：導入－ F－ 4～ 14 記述  
黒板に白い画用紙を提示し，T は「この中に（ .）この世界の中には
ね：：大きな大きな卵があります↑ (2 .3）」（ 4）と発話する。「え
っ↑」（ 4）と驚いた様子で教師の方を見る。例示するたまごを手
に取りながら T が「これは誰がつくったんですか：：↓ ( . )」（ 6）
と全体に聞く様子を C2 は「 hhh」（ 6）と微笑みながらつくった人
の方を振り返っている。  Cm「 S 君」（ 7）と答えた際にも， C2 は
「 hh」（ 7）とつくった人の方を見ている。T が「 S 君の卵はね（ 0 .5）
こんな青色というか：紺色でこんな風にギザギザの模様があった
り：：紫や青色や黄色やちょっとカ ラフルな卵がこの世界にありま
す：」 (8）と言いながらたまごを示し，たまごの模様を指でなぞり
ながら提示した際には， C1， C2 ともつくった人の方を振り返って
いる。 T がたまごを黒板の白い画用紙に重ねて貼りつけた際 (9 )に
は，  C1， C2 の視線は，たまごへと移っている。続いて T が「そ
してたまごにね ( . )ピシピシピシっと割れ目が描いてあります：」
（ 10）とたまごの割れ目を指でなぞって示した際にも C1，C2 の視
線は，たまごに向けられている。 T が「どっちが割れ目かな↓この
ギザギザの所↑」（ 11）とつくった人に問いかけた際 には， 2 人で
顔を見合わせて微笑んでいる。T が「このギザギザのところから ( . )
パッと割れて卵から中 (0 .4 )でてくるもの (0 .3 )それはみんなそれぞ
れでした‐この前聞いてたら (0 .3 )何やったかな：↓何が出てくるん
やったかな：：↓」 (12）と掲示されたたまごの上で，  割れた様子
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を示した際には， C2 は，身を乗り出すように教師の動きを見つめ
ている。一方， C1 は，教師の動きを見た後自分の指先へと視線を
移している。「富士山」（ 13）という Cm の発言に対して T が「富
士山出てくる人」（ 14）と問いかけた際には， C1 は， 発言者の方
を見ながら「え：：↑」（ 14）とつぶやいている。  
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図 1．実践 A(図画工作科 )のトランスククリプト  
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[トランスクリプト ：導入－ F－ 4～ 14 考察 ] 
この導入場面では，掲示したたまごに子どもの意識を集中させなが
ら，自分のたまごから出てくるもののイメージをもたせている。 T は
「この中に（ .）この世界の中にはね：：大きな大きな卵があります↑
(2 .3）」（ 4）と間を取ったり（⑤間 (タイミング )）抑揚のある話し方（②
周辺言語）をしたりしながら黒板に白い画用紙を提示（⑧示範 (材料・
用具 )）し，教室全体を見渡しながら子どもの反応を見ている。例示す
るたまごを手に取りながら（⑦示範 (技法・技術 )） T が「ショウ君の
卵はね（ 0 .5）こんな青色というか：紺色でこんな風にギザギザの模様
があったり：：紫や青色や黄色やちょっとカラフルな卵がこの世界に
あります：」 (8）と発話する。この際には，たまごの模様を指でなぞ
っている（④身振り）。たまごを黒板の白い画用紙に重ねて貼りつけ
て「そしてたまごにね ( . )ピシピシピシっと割れ目が描いてあります：」
（ 10）と割れ目をなぞりながら間を取ったり （⑤間 (タイミング )）語
尾を伸ばしたりしながら（②周辺言語）発話する。この間 C1， C2 の
視線は，教師の動作に注がれている。続いて T が「このギザギザのと
ころから ( . )パッと割れて卵から中 (0 .4 )でてくるもの (0 .3 )それはみん
なそれぞれでした‐この前聞いてたら (0 .3 )何やったかな：↓何が出て
くるんやったかな：：↓」 (12）とたまごが割れる様子を動作（④身振
り）しながら，間を取ったり（⑤間 (タイミング )）抑揚のある話し方
（②周辺言語）をしたりしながらたまごの割れた中に出てくるものを
イメージさせようとしている。C2 が，身を乗り出すように教師の動き
を見つめている様子からも教師の動きに集中していることがわかる。
一方，「富士山」（ 13）という Cm の発言に対して T が「富士山出て
くる人」（ 14）と問いかけた際に C1 は，発言者の方を見ながら「え：：
↑」（ 1 4）と発話している。教師がイメージの揺さぶりを投げかける
手法に対する反応だっただろう。  
 
 
61 
 
表 3．トランスクリプト：導入－ G－ 9～ 15 記述  
T が「あ ( . )これつくるし：：」 (9 )とたまごを指しながら発話するの
を， C1， C2 とも教科書を見ながら聞いている。続いて， T が「ハ
サミで丸に切っちゃってね」 (10 )とたまごを丸く切った様子を指で
示しながら発話し，すでに黒板に書いてある「①たまごをつくる」
のあとに「きる」と板書する。その様子を C2 は身を乗り出すよう
にして見つめている。黒板に提示したたまごを指しながら「あ：： 
S 君のやったっけ ( . )あ：： S 君のやつみたいに切ったげて」 (11 )と
T が発話すると， C1， C2 はつくった人のほうを振り返って見てい
る。次に T が「で ( . )ここまでできたらね：先にね：たまごは割っち
ゃってください」 (12 )と発話しながら，両手でたまごが割れる様子
を動作化する。それを見た C1 は「ピ シッ」 (12 )と呟きながら，両
手でたまごが開いて割れる様子を真似する。 T が「たまごをわる」
と板書する間， C1 は 2 回机にたまごを打ち付けて割り，ボールに
取ったたまごを撹拌するような仕草をする。T が「はい↓ビシビシ
ビシッと割れ目に沿って割っちゃってください」 (14 )と割れ目の形
を指でなぞりながら発話する間にも， C1 はもう一度卵を割ってか
き混ぜる動作をする。次に， T が「割れ目もねえ：：ギザギザの人
もいればまっすぐなパカーンの人もいるかもしれないのでね。」
(15 )とハサミでギザギザ切っている様子を左手で表し，続いてまっ
すぐに割る様子を左手で表しながら発話すると， C1 は右手で真っ
直ぐにたまごを割る仕草をしながら「パッカーン」 (15 )と教師の発
話を真似ている。  
 
 
 
 
 
 
62 
 
図 2．実践 A(図画工作科 )のトランスクリプト  
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[トランスクリプト ：導入－ G－ 9～ 15 考察 ] 
教師が発 話とと も に行った 動作が 子 どもに伝 わって い く場面で ある。
T は「「あ ( . ) これつくるし：：」 (9 )や「ハサミで丸に切っちゃって
ね」 (10 )と発話しながら，提示してあるたまごを指さしたり（④身振
り），たまごの形を指示したり（⑦示範 (技法・技術 )）している。 T が
すでに黒板に書いてある「①たまごをつくる」のあとに「きる」と板
書する間 C2 が身を乗り出すように教師の動作を見ていることからも，
子ども達が集中している様子がわかる。次に T が「で ( . )ここまででき
たらね：先にね：たまごは割っちゃってください」 (12 )と発話しなが
ら，両腕をたまごに見立て大きく割れる様子（④身振り ，⑦示範 (技法・
技術 )）を，目を見開きながら（③表情）動作している。その様子を見
た C1 は最初，教師が行った両手でたまごが割れる様子を真似した。
次に C1 は，机にたまごを打ち付けて割り容器に取 ったたまごを撹拌
するような動作をしている。これは，たまごを割るという行為から料
理に使う際の様子を想起し，繰り返しその行為を確認しているのだろ
う。 T が「はい↓ビシビシビシッと割れ目に沿って割っちゃってくだ
さい」 (14 )とたまごが割れる音（①言葉の使い方）を比喩的に表現し
割れ目の形を指でなぞりながら発話する間にも，C1 はたまごを割って
撹拌する動作を楽しんでいる。次に， T は「割れ目もねえ：：ギザギ
ザの人もいればまっすぐなパカーンの人もいるかもしれないのでね。」
(15 )と語尾を伸ばし（②周辺言語）ハサミでギザギザ切っている様子
（④身振り，⑦示範 (技法・技術 )）を左手で表し，続いてまっすぐに
割る様子（④身振り，⑦示範 (技法・技術 )）を左手で表しながら割れ
た様子を比喩的（①言葉の使い方）に発話する。C1 が右手で真っ直ぐ
にたまごを割る仕草をしながら「パッカーン」 (15 )と教師の発話を真
似ていることから見てもたまごを割ってつくるというイメージが充分
に伝わっていると判断できる。  
 
 
64 
 
【実践 B 算数科】  
表 4．トランスクリ プト：導入－ J－ 1～ 6 記述  
T が「 2 匹多いです（ .）それの比べ方をやります」（ 1）
と発話するのを，C1 は，「 hh」 (1 )と頷きながら
聞いている。ブロックを操作しながら「 こうやっ
てウィーンガシャン（ .）くっ付けて下さい］ (2 )
と T が発話すると， Cm が「あ：：  わかった↑」 (2 )
と反応 している。さらに，「2 匹多い（ .）バイバイ：：：」 (3 )
という反応 も見 られる。T が教室を見渡しながら，「する
と（ .）違 いがすぐわかりますよね：：」と発話 したのに対
し，Cm は「わかりま：：：：す」と返答 している。ブロックを
2 つと 3 つに分ける操作しながら T は，「ここはお：な：じ
( . )  ここだけお：お：い」（5）と発話 し，黒板に「2」（6）と
板書する。それを見た Cm が「２おおい」（6）と反応 して
いる。 
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図 13 .実践 B (算数科 )のトランスクリプト  
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[トランスクリプト ：導入－ J－ 1～ 6 考 察 ] 
数図ブロックを使って，視覚的にどれだけ多いかを比べている。T が「こうや
ってウィーンガシャン（ .）くっ付けて下さい］(2 )といった表現を（②
周辺言語）使ってブロックの動きを表す（④身振り ⑦示範 (技法・技術 )）
と，「あ：：わかった↑」 (2 )という反応が見られる。差がわかる様に示 された（⑦
示範 (技法・技術 )）数図ブロックを見て「2 匹多い（ .）バイバイ：：：」 (3 )という
反応 も見 られる。さらに，T はブロックを 2 つと 3 つに分ける操作 （⑦示範 (技
法・技術 )）を し「ここはお：な：じ ( . )  ここだけお：お：い」（5）と抑揚をつけた話し
方 （①言葉の使い方 ）で視覚的にわかる様にブロックを並べ直している。  
 
３．トランスクリプトの比較から  
 この３つの事例では，「トランスクリプト」を用いてどんな「教師の
パフォーマンス」が見られたかを分析記述した。そこでは，「教師のパ
フォーマンス」の構成要素が複数関連付けて使われている典型的な事
例が確認できた。例えば，[トランスクリプト：導入－ F－ 4～ 14]では，
子どもにたまごのなかから出てくるものをイメージさせるために，例
示したたまごの上で割れ方を指で示したり言葉の使い方を工夫したり
して，子どもの意識を引きつけ思考させるようにしている。①言葉の
使い方，②周辺言語，③表情，④身振り，⑤間 (タイミング )，  ⑦示範
(技法・技術 )といった 8 項目を関連させながら使用している様相 が「ト
ランスクリプト」からは読み取れる。  
 [トランスクリプト：導入－ G－ 9～ 15]や [トランスクリプト：導入
－ J－ 1～ 6]においても，教師が具体的な例示物を示しながら言葉遣い
や所作や振る舞い・間などをうまく使っている。  
 教科間で比較してみると，子どもにイメージをもたせる導入場面で
次のような「教師のパフォーマンス」が確認できた。 [トランスクリプ
ト：導入－ F－ 4～ 14]と [トランスクリプト：導入－ J－ 1～ 6]は，どち
らも同じようなパフォーマンスの項目が出てきている。提示物を操作
しながら，①言葉の使い方，②周辺言語，③表情，④身振り，⑤間 (タ
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イミング )，  ⑦示範 (技法・技術 )といった 8 項目を関連させながら使
っている。視線の配り方や手の動き，間をとって考えさせようとする
などして子どもにイメージをもたせようとしている。そこには図画工
作科ならではの「教師のパフォーマンス」が表れているに違いない。
しかし，「トランスクリプト」には手の動きや発話のスピードの違いな
どは記述できていないため，教科の特性がはっきりとわかるような「教
師のパフォーマンス」の具体は確認できていない。教師の行為や視線
の方向，発話のスピードなどを詳細に記述するための「トランスクリ
プト」の表記を考案し，もっと細かな差異を見ることで教科の特性を
明確にすることができるだろう。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
68 
 
第５章  
 
自己省察に効果的な授業評価システムの開発  
 
                                
  
この章では，調査を行った年に採用された初任教員 C の 4 月から７
月までの計４回にわたる図画工作科の授業を，パフォーマンスを窓口
に評価する。またその内 1 回は、他２名の教員が実施した同一題材の
授業と C の授業との違いについて比較考察を行う。これらの調査を通
して，初任教員 C のパフォーマンスの向上を測定することで評価シス
テムの効果を確認する。  
まず第 1 節では，授業の分析方法について述べる。続いて第 2 節で，
分析Ⅰ ~Ⅳの調査方法について調査日や対象，授業の概要を確認する。
第３節では，分析Ⅰ ~Ⅳの分析結果をパフォーマンススコアの比較グ
ラフやレーダーチャート，「トランスクリプト」の分析記述を試み考察
する。その際に使用する「トランスクリプト」は，前章での課題を受
け教師の発話の抑揚が分かるように修正したものを使用する。  
 
１．分析方法について  
 分析については，次の 4 つの図表を使用する。  
・評価シート（表 1）  
・レーダーチャート（図 1）  
・トランスクリプト（図 2）  
・パフォーマンス比較グラフ（表 2）  
「トランスクリプト」については，この分析から発話の抑揚を加え
たものを使用する。また，山中ら（ 2012）の研究 1 )を援用してつくり
だした８項目の評価を数値化して表す「パフォーマンス比較グラフ (表
2)」を作成し使用する。このグラフは，調査対象とした図画工作科の
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授業を「導入」「展開」「まとめ」で授業の場面を分け，それぞれの場
面ごとに８項目で評価した「パフォーマンススコア 2 )」を算出してグ
ラフ化したものである。パフォーマンスの使われている程度が，時系
列に沿って推移する様子を表している。授業の場面分けは，前章での
課題を踏まえ山中らが教師の教授行為を「指示」「発問」「説明」「評価」
「応答」「質問」「活動」「誘導」「指名」「注意」「確認」「その他 (内 )」
「その他 (外 )」に分けた研究 3 )に基づいている。  
 
表 1．評価シートの形式  
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図 1．レーダーチャートの形式  
 
図 2．トランスクリプトの例  
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表 2．パフォーマンス比較グラフの例  
 
２．調査について  
２－１分析Ⅰ・Ⅱについて  
初任教員 C と他の教師が行った授業を比較し「教師のパフォーマン
ス」の相違を明らかにする。分析Ⅰでは， 3 人の教員のパフォーマン
ス比較グラフを作成し時系列での違いを明確にし，際立った場面を抽
出する。分析Ⅱでは，その場面のトランスクリプトを作成し，どんな
行為があったのかパフォーマンスの詳細を分析記述し違いを明らかに
する。  
 
(1)対象とした授業①  
実施日  平成 28 年 4 月 18 日  
実施対象  M 小学校 1 年生 3 クラス  
 
(2）対象とした授業者  
C：平成 28 年 4 月採用の初任教員  
D： 9 年目の中堅教員  
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E： 13 年目の中堅教員  
ともに，全科担任の経験のみ  
 
( 3 )授業①の概要  
 取り上げた授業は，図画工作科「すきなものなあに」である。日本
文教出版発行の平成 27 年度版教科書『ずがこうさく 1・ 2 上たのしい
なおもしろいな』 6 )のなかで最初に扱われている自分の好きなものを
パスで描画する題材である。題材の目標は，「クレヨンやパスを使いな
がら，好きなものを，すきな形や色で表し方を工夫して描くことを楽
しむ」となっている。 3 人の授業者は， 32 切りサイズの比較的小さな
用紙を準備したことから「すきなもの」を描く目標に加え， 1 枚の用
紙に大きく１つの対象を描かせることにしていた。  
 この授業が 1 年生で取り組む初めての図画工作科の学習であった。
学習の流れとしては導入で，どんなものが好きか問うことから始め，
用具や用紙の確認，描画する大きさの確認の後活動に入っている。展
開場面の活動中は，机間指導をしながら描き方などについての気づき
を促し複数の作品に取り組ませようとしている。まとめの場面では，
できあがった作品を児童全員の前で披露し描いてあるものについて講
評しながら鑑賞していた。  
 
２－２分析Ⅲ・Ⅳについて   
 初任教員が行った授業①②③④でのパフォーマンスの自己評価の変
化を捉えるとともに，授業①と④の比較を行い初任教員のパフォーマ
ンスの変化の度合いを捉える。  
 分析Ⅲでは，授業①②③④での初任教員のパフォーマンスの自己評
価に基づいたレーダーチャートを作成し比較する。また，授業①と④
で教師のパフォーマンス比較グラフを作成し違いを明らかにする。分
析Ⅳでは，変化が著しかった場面でのトランスクリプトを作成しパフ
ォーマンスの詳細を分析記述し授業①と④の違いを明確にする。  
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(1 )対象とした授業②③④  
授業②  「チョキチョキかざり」  
実施日  平成 28 年 5 月 9 日  
授業③  「ひもひもねんど」  
実施日  平成 28 年 6 月 9 日  
授業④「おってたてたら」  
実施日  平成 28 年 7 月 6 日  
実施対象  M 小学校 1 年  授業者 C 担当学級  
 
( 2 )授業②③④の概要  
 この 3 つの授業は，上記教科書 7 )に掲載されている題材である。「チ
ョキチョキかざり」は，重ねて折った色紙をハサミで切っていろいろ
な形をつくる。題材目標は「ハサミの使い方に慣れ，紙の切り方を工
夫して，思いに合った形に切り取り，教室が楽しい感じになる飾りを
つくる。」となっている。「ひもひもねんど」は，ひも状に伸ばした粘
土から思いついたものを形にしていく。題材目標は「粘土をひも状に
することから思い付いたことを表すとともに，友達とかかわり合いな
がら活動する。」となっている。  
 「おってたてたら」は，工作用紙を使い折って立たせた形から思い
ついたものを，ハサミで切って着色してつくる題材である。題材目標
は「紙を折って立てることから考え，切り方を工夫したり，面白い形
を見付けたり，表し方を工夫したりして楽しむ。」となっている。授業
者 C は，導入で立て方を考えるように投げかけ，立った形から思いつ
いたものを聞いている。発想を広げる場を設けた上で，複数つくるこ
とを指示している。最終的には，全員の作品を展示して鑑賞すること
にしていた。  
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３．調査の結果  
３－１  分析Ⅰの結果  
 3 人の授業者が行った授業①のパフォーマンス指標を比較するグラ
フが表 2 である。そのグラフを導き出すために使用した授業の場面分
けと評価シート，レーダーチャートの一例を表 4，5，図 3 に示す。比
較グラフは，表 4 を基に場面ごとに作成したパフォーマンススコアを
時系列に並べて比較している。パフォーマンス指標を導き出すために
使用した評価シートの一例として，授業者 C の鑑賞・まとめ－ E を表
5 に，レーダーチャートを図 3 に示した。  
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表 3．授業①のパフォーマンススコア 比較グラフ（授業者 C・ D・ E） 
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表 4．授業の場面分け（授業者 C）  
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表 5．授業者 C の評価シートの一例 (鑑賞・まとめ－ E）   
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図 3．授業者 C のレーダーチャートの一例  
 
３－２  分析Ⅰの考察  
 表 1 のパフォーマンスの比較グラフで確認すると，導入や展開の場
面で授業者 C（初任者）の評価が他の 2 者に比べて低くなっているこ
とが分かる。具体的な違いを発話記録やビデオ記録から確認すると C
は，初めての図画工作科の授業ということも影響したのか導入場面で
は表情も堅く言い淀みや児童の応答に戸惑う場面も多く見られた。そ
の結果，導入におけるパフォーマンスの評価はあまり高いものではな
い。一方，授業者 D， E は表情豊かに大きな身振りなどを加えながら
活動のイメージづくりを行っている。  
 展開の場面で C は，児童へ個別に対応し 1 対 1 の関係に終始してい
た。 D， E は，講評をしながら作品の注目させたいところや取り入れ
させたい点について全体へ広げるような指示を行っている。 E はその
中でも，大きさや描き方について何度も確認しながら製作に取り組ま
せていた。そこでは，①言葉の使い方，②周辺言語，③表情，④身振
りといったパフォーマンスの要素が数多く使われている。  
 まとめの場面では， 3 者ともできあがった作品を児童の前で披露し
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講評しながら鑑賞している。  
 どの教師も児童に良いところを見つけさせ全体へ広げていた。①言
葉の使い方，②周辺言語，③表情，④身振りといったパフォーマンス
の要素が数多く使われていることが確認できる。表 5 に示した C の鑑
賞・まとめ－ E の場面では，できあがった作品を黒板に掲示して丁寧
に描けている場所を指さして示したり，大きく描けていることを指で
円を描いて示したり手を広げて用紙の上に翳して大きさを確認したり
している。⑧示範（材料・用具）以外の①言葉の使い方②周辺言語③
表情④身振り⑤間 (タイミング )⑥間 (空間 )⑦示範 (技法・技術 )といった
パフォーマンスの構成要素を組み合わせながら児童に伝えようとして
いる教師の姿が確認できる。  
 分析Ⅰにおいては， 3 名の「教師のパフォーマンス」を授業の流れ
の中で比較した。導入や展開の場面で描き方や大きさを伝えようとす
るところでの「教師のパフォーマンス」に違いが確認できた。次の項
では，違いが確認できた場面のトランスクリプトを作成し分析を進め
る。  
 
３－３  分析Ⅱの結果  
 描き方や大きさについて指示している場面での違いが確認できた導
入・展開場面での 3 人の「教師のパフォーマンス」をトランスクリプ
トに作成する。教師や提示物，子どもとの間に起こる表現行為（表情，
身振り，間）の対応関係を鮮明にしながら静止画上に矢印や丸などで
時系列に沿って書き表し，発話や行為と併記し，「教師のパフォーマン
ス」の様相を出来る限り状況や相互行為と即応的に記述する。作成し
たトランスクリプトにより，詳細な分析記述を試み考察を行う。  
 導入での抽出場面は，３名の教師が描き方や大きさについて指示を
した場面を取り上げる。授業者 C が導入－ P～ Q（図 4）， D が導入－
N~P（図 5）， E が導入－ O~P（図 6）である。   
 展開での抽出場面は，大きさを再確認したり，できあがった作品を
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使って例示したりしているところを取り上げる。授業者 D が展開－
N~O（図 7）， E が展開－ K~L（図 8）の場面である。 C は，そういっ
た場面が確認できないためここでは対象としない。  
 
（ 1）  導入場面の「トランスクリプト」  
 
【授業者 C（初任者）】  
表 6．トランスクリプト： :導入－ P~Q 記述  
「 い っ ぱ い 描 い て も ら っ た ら い い ん だ け
ど：：」 (P5)と画用紙を見せながら「１枚
１枚丁寧に描きます」(P6)と描き方につい
て指示している。画材について指示してい
なかったので「消しゴムあるから大丈夫や
↑」(P6)と児童が応答している。その反応
に対し C は，発話を切りながら「今日は
消しゴムは使わずに：：（ 3 .0）鉛筆も使
わずに：：」 (P7)と回答している。その後
「クレパスを使って（）描きます，みんな
描ける↓」(P8)と，画材について説明しな
がら，口元に手を当て児童に問いかけてい
る。教師の問いかけに対し児童は「描ける
↑」 (P8)と応答している。次に，できあが
った作品は提出することを「描けたらもっ
てきてほしいんやけど：：」 (Q1)  と知ら
せ，描く大きさについて指で画用紙の上を
なぞりながら「お：お：き：く描きます」
(Q2)と例示している。それに対しても児童
は「描ける↑」(Q2)と応答している。続い
て C は画用紙を裏返し「裏には：：名前
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を書きます」(Q3)と説明し，それに対して
児 童 は 「 漢 字 で 書 い た ろ か ↓ ： ： 」 ( Q3)
と応答している。  
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     図 4．授業者 C のトランスクリプト（導入－ P~Q)  
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［トランスクリプト：導入－ P～ Q 考察］  
 この導入場面では， 1 枚に描く大きさを児童に提示した画用紙の上
を指でなぞるという行為でイメージさせようとしている。 C は画用紙
を見せながら「１枚１枚丁寧に描きます」 (P6)（⑧示範 (材料・用具 )
と描き方について指示したり，ゆっくりとした口調（②周辺言語）で
発話を切ったりしながら（⑤間 (タイミング )）「今日は消しゴムは使わ
ずに：：（ 3 .0）鉛筆も使わずに：：」 (P7)と児童の注意を引くような
話し方をしている。「クレパスを使って（）描きます，みんな描ける↓」
(P8)と，画材について説明しながら，口元に手を当て （④身振り）児
童に問いかけたり，描く大きさについて指で画用紙の上をなぞったり
しながら（④身振り） (⑧示範 (材料・用具 )）「お：お：き：く描きま
す」 (Q2)と抑揚をつけながら（②周辺言語）例示している。  
 
【授業者 D】  
表 7．トランスクリプト：導入－ N~P 記述  
「もしアリが描きたかったら：ほんとはこの
ぐらいの大きさなんだけど」 (N4)と画用紙を
見せながら「お：お：き：く描きます」 (N5)
と描く大きさを指で示している。「１枚描け
た ら 先 生 に も っ て き ま す ， い い で す か ↑ 」
(O1)1 枚ずつ描くことを 1 度知らせた上で，
「いっぱい好きなものがある人，手挙げる：：
↑」 (O4)と問いかけ描く枚数について「その
人も 1 個ずつ丁寧に描くんだけど， 1 個描け
たら： 2 個目：：」 (O6)と指示を続け複数枚
描くことを確認している。その後，再度大き
く描くことを「でも， 1 枚をお：お：き：く，
お：お：き：く」 (P3)と繰り返して指示して
いる。児童も「お：お：き：く：」 (P3)と教
84 
 
師の口真似をして理解していることを伝えよ
うとしている。黒板に画用紙の形を板書しそ
の中にイチゴを大きく 1 つ描きながら『クレ
パスで』と板書するとともに「クレパスで」
(P4)と画材について確認している。児童も板
書を見ながら教師とともに「クレパス：：↓」
(P4)  と 画 材 に つ い て 理 解 し て い る こ と を 伝
えている。さらに，その下に『おおきく』と
板書するとともに「お：お：き：く 」 (P5)と
板書の内容を確認しいている。児童も「大き
く：：↓」 (P5)と描き方を確認した応答をし
ている。  
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    図 5．授業者 D のトランスクリプト（導入－ N~P）  
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［トランスクリプト： :導入－ N～ P 考察］  
 D は導入場面で描く大きさを繰り返し確認するだけでなく，画用紙
の上を指でなぞって大きさを示す行為に加え板書で具体的な例示をす
ることで児童に描き方をイメージさせようとしている。N4～ 5 では画
用紙の上に指で大きさを示しながら（④身振り）(⑧示範 (材料・用具 )）
「お：お：き：く描きます」(N5)とゆっくりと大きな声（②周辺言語）
で指示している。続いて「１枚描けたら先生にもってきます，いいで
すか↑」(O1)，「いっぱい好きなものがある人，手挙げる：：↑」，(O4)
「その人も 1 個ずつ丁寧に描くんだけど，1 個描けたら： 2 個目：：」
(O6)と複数枚描くことについて抑揚のある話し方（②周辺言語）で確
認している。児童も「 10 個↑」 ( P1)と応答していて理解していること
が伺える。その後，再度大きく描くことを「でも，1 枚をお：お：き：
く，お：お：き：く」 (P3)と抑揚のある話し方（②周辺言語）で繰り
返して指示している。児童も「お：お：き：く：」 (P3 )と教師の口真
似をして理解しているを伝えている。それに加えて D は，黒板に画用
紙の形を 板書し そ の中にイ チゴを 大 きく 1 つ描き なが ら (⑦示 範 (技
法・技術 )）『クレパスで』と板書するとともに「 クレパスで」 (P4)と
ゆっくり大きな声（②周辺言語）で画材について確認している。児童
も板書を見ながら教師とともに「クレパス：：↓」 (P4 )と画材につい
て理解していることを伝えている。さらに，その下に『おおきく』と
板書するとともに「お：お：き：く」 (P5)と抑揚のついた話し方（②
周辺言語）をしている。児童も「大きく：：↓」 (P5)と描き方を確認
した応答をしている。  
 
【授業者 E】  
表 8．トランスクリプト：導入－ O~P 記述  
「パイナップル，描いてください：：」 (O5)  
と児童が描きたいと発言したことについて応
答している。その発言を受けて E は，「この
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1 枚にパイナップルを描いてください（）い
い（）はい↓」 (P2)と黒板に掲示した画用紙
の上で大きさを指で示しながら 1 枚に 1 つ描
くことを指示している。次に，別の児童に描
きたいものを問いかけその応答に対し「ウサ
ギ，描いてください」 (P4)と回答している。
それに加えて再度，黒板に掲示した画用紙の
上で大きさを指で示しながら「ウサギが描き
たいんだったら，1 匹，1 羽，大きく描いて下
さい」 (P5)と描く大きさと数を確認しいてい
る。  
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     図 6．授業者 E のトランスクリプト（導入－ O~P）  
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［トランスクリプト：導入－ O～ P 考察］  
 導入場面で E は，描く大きさを繰り返し確認するだけでなく，画用
紙の上を指でなぞって大きさを示す行為で児童に描き方をイメージさ
せようとしている。児童が描きたいといったものを取り上げながら「こ
の 1 枚にパイナップルを描いてください（）いい（）はい↓」 (P2)と
抑揚のある話し方で発話を区切りながら（①言葉の使い方）黒板に掲
示した画用紙の上で大きさを指で示して（④身振り） (⑦示範 (技法・
技術 ) 1 枚に 1 つ描くことを指示している。さらに，別の児童に問いか
けて回答させた描きたいものを取り上げながら再度「ウサギが描きた
いんだったら，1 匹，1 羽，大きく描いて下さい」 (P5)と描く大きさと
数を強調した話し方（②周辺言語）で確認している。  
 
( 2 )展開場面の「トランスクリプト」  
【授業者 D】  
表 9．トランスクリプト：展開－ N~O 記述  
で き あ が っ た 作 品 を 「 い く つ か 紹 介 し
ま：：す：これは：」 (N1)と発話しながら
掲示して紹介している。 D が，作品に描か
れたものを「はい，ヘラクレス（）オオカ
ブト」 (N2)と確認する発話にかぶせて児童
が「カブト：：」 (N2)と回答している。次
に，作品を指さしながら「大きく描いてい
るし：：」 (O1)と教師の意図にあった作例
であることを伝えている。さらに，「色塗
り（）とっても丁寧にしてるよね：：」(O2)
と で き て い る 部 分 を 指 さ し な が ら 確 認 を
促している。それに対し，児童も「そうそ
う」 (O2)と同意している。  
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図 7．授業者 D のトランスクリプト（展開－ N~O）  
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［トランスクリプト：展開－ N～ O 考察］  
 この展開場面で D は，教師が意図した出来上がりになっている作例
を取り上げ，描き方や大きさについて再確認させようとしている。「い
くつか紹介しま：：す：これは：」 (N1)と抑揚のある話し方（②周辺
言語）で児童の注意を作品に向けさせながら掲示して紹介している。
作品に描かれたもの (⑦示範 (技法・技術 )）を「はい，ヘラクレス（）
オオカブト」(N2)とゆっくりとした口調で発話する（②周辺言語）と，
それにかぶせて児童が「カブト：：」 (N2)と回答している。次に，作
品を指さしながら（④身振り）「大きく描いているし：：」 (O1)と発話
を区切って（⑥間 (タイミング )）教師の意図にあった作例であること
を伝えている。さらに，「色塗り（）とっても丁寧にしてるよね：：」
(O2)と間を取った話し方（⑥間 (タイミング )）教師の意図にあった作
品のできている部分を指さし（④身振り）確認を促している。  
 
【授業者 E】  
表 10．トランスクリプト展開－ K~L 記述  
「これぐらい大きく」(K1)で，できあがった作
品の中から教師の意図にあった作例を紹介し，
「これ，ええやん（）ええやつ，貼っとこ」(K2)
と言いながら黒板に掲示している。それに加え
て「ええと言うか，大きさの良いやつな」(K3)
と 描 く 大 き さ の 目 安 だ と い う こ と を 確 認 し て
いる。できあがった作品を提出した児童の作品
を確認し「色塗って（）線だけじゃなくてちゃ
んと色も塗って」(L2)と描き方について指示し
ている。その後 E は，児童全員に対し「みな
さん大きく描いてください，こんまいこんまい
（小さい）絵描かんと」と再度描く大きさにつ
いて確認を促している。板書した『すきなもの
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をかく』に波線を引いて強調した上で，その下
に『「て」よりもおおきなえ』と書き加え「手
よりも大きな絵を描きなさい」と描く大きさに
ついて具体的に指示している。  
 
［トランスクリプト：展開－ K～ L 考察］  
 この場面で E は，教師が意図した出来上がりになっている作例を取
り上げ描き方や大きさについて指示し，さらに板書を使って再確認す
るよう促している。「これぐらい大きく」(K1)と，できあがった作品の
中から教師の意図に沿った作例を (⑦示範 (技法・技術 )）掲げて紹介し，
「これ，ええやん（）ええやつ，貼っとこ」(K2)と強調した言い方（②
周辺言語）で黒板に掲示している。できあがった作品を提出した児童
の作品を確認し「色塗って（）線だけじゃなくてちゃんと色も塗って」
(L2)と間を取りながら（⑥間 (タイミング )）描き方について指示して
いる。その後 E は，児童全員に対し「みなさん大きく描いてください，
こんまいこんまい絵描かんと」と抑揚のある話し方（②周辺言語）で
描く大きさについて確認を促している。さらに，板書した『すきなも
のをかく』に波線を引いて強調した上 (③身振り )で，その下に『「て」
よりもおおきなえ』と書き加え「手よりも大きな絵を描きなさい」と
より大きな声（②周辺言語）で描く大きさを具体的に指示している。  
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図 8．授業者 E のトランスクリプト（展開－ K~L）  
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３－４  分析Ⅱの考察  
 「トランスクリプト」を比較すると，描く大きさについてそれぞれ
の教師がどのようにイメージさせようと指導していたかがわかる。  
 3 人とも共通して，画用紙の上に指で大きさを示す身振りを見せな
がら大きく 1 つ描くことを指示している。  
 授業者 C(初任教員 )は，導入の中で 1 度だけ描く大きさについて指
で画用紙の上をなぞりながら例示しただけであった。  
 一方で D は導入で，描く大きさを繰り返し確認するだけでなく，画
用紙の上を指でなぞって大きさを示す行為に加え板書で具体的な例示
をすることで児童に描き方をイメージさせようとしている。画用紙の
上に指で大きさを示しながら指示たり，黒板に画用紙の形を板書しそ
の中にイチゴを大きく 1 つ描いたり しながら描き方を確認している。 
 また展開場面でも，教師が意図した出来上がりになっている作例を
取り上げ，描き方や大きさについて再確認させようとしている。そこ
では，教師の意図に沿った作例を指さして確認を促している。②周辺
言語，④身振り，⑦示範 (技法・技術 )，⑧示範 (材料・用具 )といった構
成要素を巧みに組み合わせ，教師の意図が児童に伝わるようにしてい
る。  
 E は導入で，描く大きさを繰り返し確認するだけでなく，画用紙の
上を指でなぞって大きさを示す行為で児童に描き方をイメージさせよ
うとしている。黒板に掲示した画用紙の上で大きさを指で示して 1 枚
に 1 つ描くことを指示したり，描く大きさと数を強調した話し方で確
認したりしている。  
 また展開では，教師が意図した出来上がりになっている作例を取り
上げ描き方や大きさについて指示し，板書を使って確認するよう促し
ている。具体的にはできあがった作品の中から教師の意図にあった作
例を掲げて紹介し掲示したり，描く大きさについて確認を促しながら
板書を強調し「手よりも大きな絵を描きなさい」と指示したりしてい
る。違いが少しあるかもしれないが D と同様，①言葉の使い方，②周
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辺言語，④身振り，⑤間 (タイミング )，⑦示範 (技法・技術 )，⑧示範 (材
料・用具 )といった構成要素を巧みに組み合わせ，意図を伝えようとし
ている。  
 分析Ⅱからは児童に理解されるように，提示物を操作しながら ，①
言葉の使い方，②周辺言語，③表情，④身振り，⑤間 (タイミング )， ⑥
間 (空間 )，⑦示範 (技法・技術 )，  ⑧示範 (材料・用具 )といった 8 項目
を関連させ目線の配り方や手の動き，思考するための間を使って子ど
もにイメージをもたせようとしている「教師のパフォーマンス」の違
いが確認できた。  
 
３－５  児童作品への影響  
 描き方や大きさを伝えようとする場面で「教師のパフォーマンス」
に違いがある場合，児童の作品にはどのような効果がみられるのであ
ろうか。できあがった児童の作品を 3 人の授業者が担当するクラス別
に，児童が用紙の中に大きく 1 つの対象を描いた割合 ( 1 人の児童が複
数枚作成した作品のなかでの割合 )を比較したものを表 11 に示した。
また， 1 つの対象を大きく描いた児童作品の例を図 9， 10 に示す。図
11 は，複数の対象を描いた作例である。  
 表 9 からは 3 人の授業者が 1 枚の画用紙に対象を 1 つ大きく描かせ
るという意図をもって児童に指示を与えた場合，言語とともに示した
表情や身振り，例示の違いが児童の受け取り方に大きく影響している
ことが分かる。授業者 C(初任教員 )のクラスでは，半数の児童 (9 /20 人 )
が複数の対象を 1 枚の画用紙の中に描き図 11 に示したような描き方
になっている。作品の良し悪しは別にして教師の意図とは大きくかけ
離 れ た 仕 上 が り と な っ て い る 。 一 方 で ， 授 業 者 D の ク ラ ス で は
2 /3 (15 /20 人 )が複数枚描画したうちの 60%以上の割合で対象を大きく
1 枚の用紙に描いている。また，授業者 E のクラスでは半数 (10 /20 人 )
の児童が複数枚描いた作品すべてにおいて，図 9， 10 のような教師の
意図通りの対象を大きく 1 つ描いた作品ができている。  
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 3 人の教師はいずれも導入の場面で，「画用紙に 1 つ大きく描いてね」
という指示をしている。展開の場面においても， D,E は描く大きさを
再確認したり，できあがった作品を使って例示したりしている。その
際に，言語とともにどんな身振りをしたのか，どんなものを例示した
のかという違いが児童の受け取りの違いとなり作品に表れている。  
 こういった「教師のパフォーマンス」の違いが児童の作品に大きく
影響するという結果を踏まえて，授業の中でどのように取り入れてい
くべきかが重要となる。  
 
表 11．クラス別作品の割合  
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図 9．児童の作品  
      
 
 
 
 
 
               図 1 0．児童の作品  
図 11．児童の作品  
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３－６  分析Ⅲの結果  
 この項では，初任教員 C が自身のパフォーマンスを成長させる様子
を捉える。4 月から 7 月にかけ行った授業①～④について，「教師のパ
フォーマンス」の自己評価を比較するとともに授業①と④の比較グラ
フを作成しパフォーマンスの変化を捉える。まず，授業①～④の「教
師のパフォーマンス」の自己評価を比較するためのレーダーチャート
をそれぞれ図 12～ 15 に示す。また，授業①と④での授業者 C の「教
師のパフォーマンス」 を比較するために，授業④の場面分けを表 12
に示すとともに，C の授業①と④のパフォーマンス比較グラフを図 16
に示す。  
 
図 12．レーダーチャート（「すきなものなあに」自己評価）  
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図 13．レーダーチャート（「チョキチョキかざり」自己評価）  
図 14．レーダーチャート（「ひもひもねんど」自己評価）  
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図 15．レーダーチャート（「おってたてたら」自己評価）  
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表 12．授業④の場面分け（授業者 C）  
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３－７  分析Ⅲの考察  
 4 月から７月までの計４回にわたる図画工作科の授業を，パフォー
マンスの構成要素の 8 項目を窓口にして授業後の自己評価をもとに考
察する。  
 授業① ~④の自己評価のレーダーチャート（図 12～ 15）からは，題
材を重ねるごとに評価が高くなっていることがわかる。特に，①言葉
の使い方，③身振り，⑦示範 (技法・技術 )，  ⑧示範 (材料・用具 )で高
い評価となっている。授業後のインタビューで当初「児童の反応に戸
惑った」や「指示したことで児童が迷ってしまった」と答えていた C
であるが，自己評価を繰り返しながら授業を重ねていくと「声の大き
さや間を取って児童を引きつけられた」や「作例を見せたときに見せ
方を工夫した」など８項目を意識した回答をするようになった。  
 また，授業①と④でのパフォーマンススコアの推移の比較グラフか
らは，導入や展開の場面で評価が高くなっていることが読み取れる。
ビデオで確認すると自己評価で高くなっていた，①言葉の使い方，③
身振り，⑦示範 (技法・技術 )，  ⑧示範 (材料・用具 )が該当する場面で
改善されている。  
この方法を用いて授業評価を行えば，「教師のパフォーマンス」の改
善の様子を視覚的に把握することができる。授業者が自身のパフォー
マンスの変化を捉え，授業改善が図れることの一端が確認できたと判
断している。  
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   図 16．授業①と④の比較グラフ（授業者 C）  
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３－８  分析Ⅳの結果  
この項では，「教師のパフォーマンス」に変化が確認できた授業④の
導入部分で「トランスクリプト」を作成することで詳細な分析記述を
試み考察を行う。  
 抽出した場面は，導入部分で授業者 C が作例を示しながら具体的に
製作方法について示しているところになる。表 12 で確認すると導入
－ Q~R の場面（図 17）である。  
 
表 13．トランスクリプト：導入－ Q~R 記述  
つ く っ て お い た 作 例 を 児 童 の 前 に に こ や
かな表情で提示している (Q1)。作例を見た
児童が感嘆の声を上げながら「先生の街，
それ：：↑」 (Q1)と質問すると大きく首を
振って相槌を打ちながら「そうそうそうそ
う，1－ 2 の街」(Q2)と応答している。「折
って：絵描いて：切って：：」 (Q3)と説明
した際には，それぞれの言語に合わせた動
作 を し な が ら 児 童 に つ く り 方 を 示 し て い
る。児童は「やりた：：い↑」 (Q3)と口々
に反応している。「キリンつくれそう」(Q4)
という発言に対しては，板書を指さしなが
ら「まさに：：これ」 (Q4)とつくるものを
確認させている。次に新聞紙を配り始める
が，「バスもできそう↑」 (R1)と児童が発
言 す る と 手 を 止 め て 顔 を 上 げ 微 笑 み な が
ら「バスもつくれそうやろ」 (R1)と回答し
ている。  
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図 17 .  授業者 C のトランスクリプト（導入－ Q~R）  
 
［トランスクリプト：導入－ Q～ R 考察］  
 この場面で C は，作例を示した上で具体的なつくり方の手順を動作
で示して確認している。つくっておいた作例を児童に示す際にもにこ
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やかな表情（③表情）で授業①の時のような硬い表情ではない。「先生
の街，それ：：↑」 (Q1)という児童の質問にも，大きく首を振って相
槌を打ちながらにこやかに（③表情，④身振り）「そうそうそうそう，
1－ 2 の街」 (Q2)と応答している。「折って：絵描いて：切って：：」
(Q3)と説明した際には，それぞれの言語に合わせた動作を行い微笑み
ながら（③表情，④身振り，⑤間 (タイミング )， ⑦示範 (技法・技術 )）
児童につくり方を示している。また，「キリンつくれそう」(Q4)という
児童の発言に対しては，相好を崩して板書を指さし（③表情，④身振
り）ながら「まさに：：これ」(Q4)とゆっくりと間を取った話し方（②
周辺言語，⑤間 (タイミング )）でつくるものを確認させている。次に
新聞紙を配り始めるが，「バスもできそう↑」(R1)と児童が発言すると
手を止めて顔を上げ微笑み（③表情，⑤間 (タイミング )）ながら「バ
スもつくれそうやろ」 (R1)と回答している。  
 
３－９  分析Ⅳの考察  
 授業④の導入部分の「トランスクリプト」からは，初任教員 C の「教
師のパフォーマンス」が，③表情，④身振り，⑤間 (タイミング )，⑦
示範 (技法・技術 )といったところで多く使われるようになっているこ
とが確認できる。分析Ⅲの自己評価が高くなった部分とも重なり，意
識して取り組んだことで「教師のパフォーマンス」が向上したことが
伺える。授業①の際には表情が硬く，最低限の指示をするだけで精一
杯といった印象だった C が，終始にこやかな表情で児童に対応し身振
りを交えなが ら教 師の意図を伝 えよ うとしている 姿が 導入－ Q~R の
「トランスクリプト」からは読み取ることができる。  
 
 
                            
1）山中文，酒井美穂，大石美和「音楽科の授業構成研究 －熟練教師
と新任教師の教授行為の比較を通して－」『高知大学教育学部研究報告』
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第 72 号， 2012， p p .79－ 86．  
2 )パフォーマンススコアとは，評価シート (表３ )に記入された教師の
パフォーマンスの構成要の５段階評価を得点として集計したもの。そ
の場面での教師のパフォーマンスの総合的な評価を示す。  
3 )前掲， pp .81．  
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終章  
 
本研究の成果と今後の課題  
 
                                
  
1．本研究の成果及び意義  
  
 本研究の目的は，図画工作科の授業における「教師のパフォーマン
ス」について，調査研究と授業分析を通して明らかにすることであっ
た。  
 本研究の意義としては，第一に「教師のパフォーマンス」の捉え方
を先行研究や調査を通して明確にしたこと，第二に授業分析より図画
工作科の授業で有効な「教師のパフォーマンス」を明らかにし，「教師
のパフォーマンス」の具体的な構造や特性を明確にしたこと，第三に
授業分析から「教師のパフォーマンス」の様相を分析する研究方法を
確立し，教師の自己省察に役立つ新たなシステムを考案し，その効果
を検証したことを挙げることができる。  
 まず，第一の意義である「教師のパフォーマンス」の捉え方を先行
研究や調査を通して明確にしたことについては，本論序章と第 1 章で
述べた。これまでにも「教師のパフォーマンス」に着目した研究は行
われてきているが，図画工作科に特化して「教師のパフォーマンス」
の捉え方を研究するものはこれまでには見られなかった。  
 序論の中では，「教師のパフォーマンス」という用語の整理するとと
もに，国内におけるパフォーマンスの研究について「パフォーマンス
の構成要素」を示した佐藤綾子の研究や「教師のパフォーマンス術」
としての言語的コミュニケーションと非言語的コミュニケーションの
研究を採り上げた。また，マーク・ L・ナップの非言語伝達に関する
研究の下位分類やレイ・ L・バードウィステルの対人コミュニケーシ
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ョンに関する研究，マジョリー・ F・バーガスの非言語メディアの分
類など海外で行われているノンバーバル・コミュニケーションの研究
について，国内での研究との関連も含めてどのように扱われているか
をまとめた。さらに，教師の発話の構造や特性の研究として山下や大
泉のものを採り上げ，本論との違いを確認した。最後に，授業研究の
方法として本論で使用した「トランスクリプト」について，その成り
立ちや方法について整理した。  
 第 1 章では，小学校の教員が図画工作の授業の中でのパフォーマン
スをどのように考えているかを問うアンケート調査を行い，その回答
を統計分析の手法を用いて明らかにするとともに，小学校の児童を対
象に教師イメージに対しての意識調査を実施し，「教師のパフォーマン
ス」の必要性を考察した。  
 第１節では，教員に対して行った記述式のアンケートの調査内容や
分析方法，分析結果について述べた。また，第２節においては，学習
者である小学校の児童に対して行った５件法によるアンケートの調査
内容や分析方法，分析結果を論述した。その結果を分析考察し教員や
児童へのアンケート調査をもとに「教師のパフォーマンス」の捉えら
れ方を明確にした。  
 それらの調査では，分析方法として「テキストマイニング」という
統計手法を用いて調査結果を視覚的に示した。そして，分析の結果を
集約して「教師のパフォーマンス」の構成要素を次の 8 項目にまとめ
た。  
 ①言葉の使い方（わざ言語などの特徴的な言い回しを含める）  
 ②周辺言語（声の大きさ，高低，話す速さなど，音声に関るものす
べて）  
 ③表情  
 ④身振り  
 ⑤間（タイミング）  
 ⑥間（空間）  
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 ⑦示範（技法・技術）  
 ⑧示範（材料・用具）  
 次に第二の意義については，自己省察に役立つシステムを開発する
ために授業分析を実施し，その具体を第２章，第３章，第４章で考察
した。  
第２章では，経験年数の異なる図画工作科専科教員が行った授業の
導入場面を取り上げ，評価シートやレーダーチャートを用いて視覚化
したものを基にパフォーマンスの構成要素の使われ方の違いや学習効
果について比較した。そして ,素材である和紙の示し方での「教師のパ
フォーマンス」の違いが，その後の児童の活動に影響を与えているこ
とを確認した。  
 第 1 節では授業比較の実施方法について述べ，第２節において，授
業比較した結果から授業記録やパフォーマンスの構成要素の比較を行
い，「教師のパフォーマンス」の効果について検討した。そこでは，経
験年数の違う図画工作科の専科教員が行った学習を比較し，評価シー
トやレーダーチャートを活用して視覚的に違いを捉えた。  
 第 3 章では， 2 人の学級担任が行った図画工作科と他教科の授業を
記録し，「教師のパフォーマンス」の構成要素 8 項目を用いて教科間・
教師間の比較分析を行った。図画工作科と国語科の授業を記録した実
践Ａと図画工作科と算数科の授業を記録した実践Ｂで，授業の「導入」
「展開」「まとめ」の各場面における「教師のパフォーマンス」の特性
を評価シートやレーダーチャートを活用して比較した。分析・考察の
方法としては，授業の「導入」「展開」「まとめ」の各場面における「教
師のパフォーマンス」の特性を評価シートやレーダーチャートを活用
して捉えた。  
 第 1 節で教科間・教師間の比較分析の方法について述べ，第 2 節に
おいては実践 A における授業の概要を説明するとともに評価の結果を
発話記録や評価シート，レーダーチャートを用いて確認した。第 3 節
では実践 B において前節と同じように評価の結果を確認した。次に第
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4 節で，実践 A， B の比較分析の考察を行い，最後に第 5 節では，評
価シートやレーダーチャートを活用しての授業評価が教師の自己省察
につながる可能性を論述した。授業の「導入」「展開」「まとめ」の各
段階における「教師のパフォーマンス」の特性を，前章と同じように
評価シートやレーダーチャートを活用して視覚的に把握した。  
 国語科と算数科に比べると図画工作科では，用いられるパフォーマ
ンスの種類や量が導入部分に偏っていることや示範を中心に周辺言語
や身振りが効果的に使われていることなどを確認した。また，評価シ
ートやレーダーチャートを活用した授業評価の方法が，教師の自己省
察を促す可能性を示した。  
 第４章では，第３章で取り上げた実践Ａ ,Ｂの授業で優れたパフォー
マンスと思われる場面を「トランスクリプト」を用いて記述分析し，
「教師のパフォーマンス」の有効性を確認した。それに合わせて授業
者に対しての聞き取りを行い，授業省察を行うにあたっての前述の分
析方法の有効性を検証した。  
 まず第 1 節で，「トランスクリプト」の作成方法を述べ，第 2 節で
は，実践 A， B での授業場面で「トランスクリプト」を作成し，教師
の発話や行為と提示物，子どもとの間に起こる関係を明らかにした。
そして第 3 節で，「トランスクリプト」の記述分析について考察した。
授業者に対しての聞き取りも合わせて行い，前述の分析が授業省察を
行う上で如何に有効であるかを検証した。  
最後に第三の意義については，第５章でこれまでの授業分析の成果
を生かして検証した。  
 第 5 章では，調査を行った年に採用された初任教員 C の 4 月から７
月までの計４回にわたる図画工作科の授業を，パフォーマンスを窓口
に評価した。またその内 1 回は，他２名の教員が行った同一題材の授
業と C の授業との違いを比較考察した。  
 まず第 1 節では，授業の分析方法を述べ，続いて第 2 節で，分析Ⅰ
~Ⅳの調査方法について調査日や対象，授業の概要 を確認した。第 3
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節では，分析Ⅰ ~Ⅳの分析結果をパフォーマンススコアの比較グラフ
やレーダーチャート，「トランスクリプト」の記述分析を用いて考察し
た。  
分析Ⅰでは，初任教員Ｃと他２名の教員Ｄ ,Ｅが実施した授業で「教
師のパフォーマンス」の評価を時系列に沿って比較グラフに表した。
そして ,「導入」「展開」「まとめ」での初任教員ＣとＤ ,Ｅとの評価の
違いを捉えるとともに，授業記録からパフォーマンスの構成要素の使
われ方の違いを確認した。分析Ⅱでは，分析Ⅰで取り上げた授業の導
入場面で，Ｃ ,Ｄ ,Ｅが大きさを指示して描かせる際のパフォーマンス
の構成要素の使われ方を比較した。そして，教師の意図通りに仕上が
った作品の割合を授業毎にグラフ化してパフォーマンスの違いが与え
た影響を確認した。分析Ⅲでは，Ｃが実施した４回の授業での評価シ
ートの結果をレーダーチャートやパフォーマンススコアの比較グラフ
で視覚化し，構成要素の使われ方の変化を捉えることでＣの成長を確
認した。分析Ⅳでは，Ｃの１回目と４回目の授業の導入場面での  「ト
ランスクリプト」の記述分析を用いて比較し，４回目では「教師のパ
フォーマンス」の構成要素が多く使われるようになったことを確認し
た。  
これらの調査を通して，初任教員 C のパフォーマンスの向上を測定
することで評価システムの効果が確認できた。  
 
2．今後の課題  
 今後の課題としては以下の３点が挙げられる。  
①今回作成した「評価システム」を教員研修に活用し，効果の検証
を行うこと。  
②調査対象を広げ，優れたパフォーマンスを可能とする要因を探り，
それらを取り入れたパフォーマンスモデルを想定すること。続い
て パ フ ォ ー マ ン ス モ デ ル へ の 達 成 度 合 い を 示 す 指 標 を 定 め る こ
と。  
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③上記モデルを基に，パフォーマンスの向上を図るためのトレーニ
ングシステムをつくり教員研修への活用を検討すること。  
 
 
 
①「評価システム」の活用と効果の検証  
現在，各都道府県教育委員会が教員研修の機会を設けており，初任
教員研修，5 年次教員研修，10 年次教員研修，15 年次教員研修，管理
職研修などがそれぞれの教育委員会の主催で行われている。それ以外
にも，各教育センターや大学などが企画・運営している各種の教員研
修の機会がある。  
例えば，兵庫県の初任教員研修の内容 1）（図 1）を見てみると教員
図 1．初任者研修のシラバス (兵庫県  平成 28 年度 )  
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としての心構えに始まり，学習指導の基礎や授業構成の方法などにつ
いての研修をしている。また，10 年次教員研修などではグループで授
業づくりをしたり，メンターによる研修を行ったりするなど教員のキ
ャリアステージに応じた研修が行われている。教科の授業研究も設け
られているが，あくまでも授業をどう構成するのかといった授業づく
りが中心であり，今日的課題として文部科学省が示している教員とし
ての資質・能力の向上に向けた取り組みに沿った内容となっている。  
今回の研究で効果が確認できた「評価シート（図 2）」を活用した分
析システムを教員の自己成長をサポートするためのシステムとして，
前述の教員研修などに取り入れることができたら，授業改善の重要な
手段になると考える。校内での新任研修や図画工作科の担当者会の研
修などで，まずは運用しその効果を検証していきたい。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②パフォーマンスモデルの想定と指標の設定  
本研究では教師のパフォーマンスを構成する八つの要素を導出し，
構造化を図った。そして，それぞれの教師の個性や経験等の「特質」
に応じたパフォーマンスが考えられるため，複数の教員による授業の
図 2．教師のパフォーマンスの評価シート  
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比較研究によって共通点や差異性などを示すことができた。しかし，
教師が授業を行う際には，「教師の特質」に加え，「題材」や「学習対
象」に応じてパフォーマンスの用い方，つまり８つの要素の組み合わ
せや軽重のかけ方が変わってくると考えられる。例えば，ある教師が
絵を描く活動を低学年対象に行う場合と工作を高学年で指導する場合
とでは，自ずと用いられるパフォーマンスは異なる様相を示すことと
なる。一方，素晴らしいパフォーマンスと思われる授業行為も，どの
ような「教育観」と「のぞましい授業イメージ」に基づいて用いられ
るかによってパフォーマンスの意味や意義が異なってくる。例えばパ
フォーマンスの影響力が強く子どもに作用した場合，教師の思い通り
の作品へと子どもの活動を誘導していくことも可能となる。教師が想
定した「授業イメージ」の方向性によって，子どもへの学習効果は大
きく異なってくる。以上のことからパフォーマンスは，それぞれの「教
師の教育観」と「のぞましい授業イメージ」に基づき，「教師の特質」
及び「学習対象」と「題材」という変数の組み合わせによって，８つ
の構成要素が適宜統合されながら用いられる必要がある。その構造の
イメージを図 3 に示す。  
今回研究では，学級担任の図工授業を中心に，専科教員との比較や，
同一教員の行う図画工作科の授業を他教科と比較したり，教員経験年
数の違いによるパフォーマンスの違いなどを検討したりした。図 3 に
即して考えるとそれぞれの構成要素ごとに，さらに多様な条件を設定
した上で調査を行い，パフォーマンスの様相や質，子どもへの効果，
8 項目の用いられ方などの優れたパフォーマンスの要件を見出してい
く必要がある。例えば図画工作科専門のベテラン教師や実技力の高い
教師，さらには画家や舞踏家，落語家などの専門家によるパフォーマ
ンスを分析したり，美術教育観の異なる教師の比較研究をしたり，領
域や対象学年に対応したパフォーマンスの在り方などを検討したりし
ながら，パフォーマンスモデルを想定することが課題である。  
パフォーマンスモデルを想定するとともに，優れたパフォーマンス
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を構成する要素や要件を指標化し，パフォーマンスの向上を図るうえ
での手がかりとして活用できるようにしたい。  
 
   図 1．パフォーマンスの構造  
 
③パフォーマンスの向上を図るためのトレーニングシステムの開発と
活用の検討  
パフォ－マンスのモデルと指標の設定によって，教員研修に取り入
れるためのトレーニングシステムの開発が可能になると考える。  
今回の研究においては，教師が自らのパフォーマンスを振り返り評
価するための「評価シート」と分析方法を示したが，評価基準に客観
性が乏しいという問題点が残った。そこで，優れたパフォーマンスモ  
デルを想定することから各要素の達成度合いを指標化し，それに基づ
く評価を行うようにすることで自らの成長過程を可視化できるのでは
ないかと考えたのである。  
 そうすることで，例えば今回の研究では新任教員Ｃの研修を想定し，
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2 名の中堅教員との比較授業によって具体的なパフォーマンスの指標
を示すことができたが，今後は実際の授業と比較することなくパフォ
ーマンスモデルや指標と対応させながら授業評価することも可能とな
る。   
また本研究の目的は，単に「教師のパフォーマンス」の向上を図る
ことができればよいということではない。前述のように教師の教育観
や望ましい授業イメージを具現するために，パフォーマンスの向上が
図られる必要がある。子どもを思い通りに動かすためのテクニックと
してではなく，子どもの自発的な表現を引き出しのばしていくために
適切に用いられてこそ価値がある。例えば近年広範に実践されている
マニュアルに基づく授業が，子どもへの影響力に長けたパフォーマン
スをもつ教師によって行われた場合ほとんどの子どもの作品が同じよ
うな仕上がりになると予想される。文部科学省教科調査官の岡田京子
も次期学習指導要領の方針として「教師主導ではなく児童主導の図画
工作科」を挙げており，教師の思い通りのイメージを子どもに押し付
けることの弊害は言を俟たない。  
教育観とは無関係に指導技術の向上を図るのではなく教育者として
の成長を保障する研修システムとして寄与するべく，今後も実践を通
して研究を深めていきたい。  
                              
1 )  http : / /www.hyogo -c . ed . jp /~g imuken/ index .html  
兵庫県教育研究所 HP より，義務教育研修課平成２８年度初任者研
修・２年次研修・３年次研修シラバス小学校版から引用したもの。 
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④  児童向け アンケ ー トの集約  
【 項 目 別 】  
① や さ し い 表 情 で 話 す 。  
選 択 項 目  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  9 8  5 5 . 1 %  
そう思 う  5 5  3 0 . 9 %  
あまり思 わない  9  5 . 1 %  
思 わない  8  4 . 5 %  
どちらともいえない  8  4 . 5 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  
 
② 話 し 方 が お も し ろ い 。  
選 択 項 目  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  9 7  5 4 . 5 %  
そう思 う  4 9  2 7 . 5 %  
あまり思 わない  1 5  8 . 4 %  
思 わない  1 1  6 . 2 %  
どちらともいえない  6  3 . 4 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  
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Ｂ－１ やさ
しい表情で
話す。, 思わ
ない, 8, 
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Ｂ－２ 話し
方がおもし
ろい。, 無回
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③ 身 ぶ り や 手 ぶ り を 使 う 。  
選 択 項 目  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  4 4  2 4 . 7 %  
そう思 う  5 7  3 2 . 0 %  
あまり思 わない  3 4  1 9 . 1 %  
思 わない  2 3  1 2 . 9 %  
どちらともいえない  2 0  1 1 . 2 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  
④ よ く ほ め る 。  
選 択 項 目  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  7 2  4 0 . 4 %  
そう思 う  5 7  3 2 . 0 %  
あまり思 わない  2 7  1 5 . 2 %  
思 わない  1 0  5 . 6 %  
どちらともいえない  1 2  6 . 7 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  
⑤ 説 明 が 分 か り や す い 。  
選 択 項 目  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  1 3 0  7 3 . 0 %  
そう思 う  2 5  1 4 . 0 %  
あまり思 わない  7  3 . 9 %  
思 わない  9  5 . 1 %  
どちらともいえない  7  3 . 9 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  
 
Ｂ－３ 身ぶ
りや手ぶり
を使う。, 大
変そう思う, 
44, 24.7%
Ｂ－３ 身ぶ
りや手ぶり
を使う。, そ
う思う, 57, 
32.0%
Ｂ－３ 身ぶ
りや手ぶり
を使う。, あ
まり思わな
い, 34, 
19.1%
Ｂ－３ 身ぶ
りや手ぶり
を使う。, 思
わない, 23, 
12.9%
Ｂ－３ 身ぶ
りや手ぶり
を使う。, ど
ちらともいえ
ない, 20, 
11.2%
Ｂ－３ 身ぶ
りや手ぶり
を使う。, 無
回答, 0, 
0.0%
Ｂ－４ よく
ほめる。, 大
変そう思う, 
72, 40.4%
Ｂ－４ よく
ほめる。, そ
う思う, 57, 
32.0%
Ｂ－４ よく
ほめる。, あ
まり思わな
い, 27, 
15.2%
Ｂ－４ よく
ほめる。, 思
わない, 10, 
5.6%
Ｂ－４ よく
ほめる。, ど
ちらともいえ
ない, 12, 
6.7%
Ｂ－４ よく
ほめる。, 無
回答, 0, 
0.0%
Ｂ－５ 説明
が分かりや
すい。, 大
変そう思う, 
130, 73.0%
Ｂ－５ 説明
が分かりや
すい。, そう
思う, 25, 
14.0%
Ｂ－５ 説明
が分かりや
すい。, あま
り思わない, 
7, 3.9%
Ｂ－５ 説明
が分かりや
すい。, 思わ
ない, 9, 
5.1%
Ｂ－５ 説明
が分かりや
すい。, どち
らともいえな
い, 7, 3.9%
Ｂ－５ 説明
が分かりや
すい。, 無
回答, 0, 
0.0%
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⑥ 話 と 話 の つ な ぎ 方 が う ま い 。  
選 択 項 目  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  7 3  4 1 . 0 %  
そう思 う  6 5  3 6 . 5 %  
あまり思 わない  2 0  1 1 . 2 %  
思 わない  1 1  6 . 2 %  
どちらともいえない  9  5 . 1 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  
⑦ た と え か た が う ま い 。  
選 択 項 目  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  7 8  4 3 . 8 %  
そう思 う  6 6  3 7 . 1 %  
あまり思 わない  1 4  7 . 9 %  
思 わない  7  3 . 9 %  
どちらともいえない  1 3  7 . 3 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  
⑧  や り 方 を よ く 知 っ て い る 。  
選 択 項 目  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  1 3 8  7 7 . 5 %  
そう思 う  2 4  1 3 . 5 %  
あまり思 わない  5  2 . 8 %  
思 わない  6  3 . 4 %  
どちらともいえない  5  2 . 8 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  
 
Ｂ－６ 話と
話のつなぎ
方がうま
い。, 大変
そう思う, 73, 
41.0%
Ｂ－６ 話と
話のつなぎ
方がうま
い。, そう思
う, 65, 36.5%
Ｂ－６ 話と
話のつなぎ
方がうま
い。, あまり
思わない, 
20, 11.2%
Ｂ－６ 話と
話のつなぎ
方がうま
い。, 思わな
い, 11, 6.2%
Ｂ－６ 話と
話のつなぎ
方がうま
い。, どちら
ともいえな
い, 9, 5.1%
Ｂ－６ 話と
話のつなぎ
方がうま
い。, 無回
答, 0, 0.0%
Ｂ－７ たと
えかたがうま
い。, 大変そ
う思う, 78, 
43.8%Ｂ－７ たと
えかたがうま
い。, そう思
う, 66, 37.1%
Ｂ－７ たと
えかたがうま
い。, あまり
思わない, 
14, 7.9%
Ｂ－７ たと
えかたがうま
い。, 思わな
い, 7, 3.9%
Ｂ－７ たと
えかたがうま
い。, どちら
ともいえな
い, 13, 7.3%
Ｂ－７ たと
えかたがうま
い。, 無回
答, 0, 0.0%
Ｂ－８ やり
方をよく知っ
ている。, 大
変そう思う, 
138, 77.5%
Ｂ－８ やり
方をよく知っ
ている。, そ
う思う, 24, 
13.5%
Ｂ－８ やり
方をよく知っ
ている。, あ
まり思わな
い, 5, 2.8%
Ｂ－８ やり
方をよく知っ
ている。, 思
わない, 6, 
3.4%
Ｂ－８ やり
方をよく知っ
ている。, ど
ちらともいえ
ない, 5, 
2.8%
Ｂ－８ やり
方をよく知っ
ている。, 無
回答, 0, 
0.0%
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⑨  授 業 中 に 何 度 も 声 を か け て く れ る 。  
選 択 項 目  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  5 8  3 2 . 6 %  
そう思 う  4 5  2 5 . 3 %  
あまり思 わない  3 0  1 6 . 9 %  
思 わない  2 3  1 2 . 9 %  
どちらともいえない  2 2  1 2 . 4 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  
⑩  絵 を か い た り 、 も の を つ く っ た り す る の が う ま い 。  
選 択 項 目  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  1 4 4  8 0 . 9 %  
そう思 う  1 9  1 0 . 7 %  
あまり思 わない  6  3 . 4 %  
思 わない  4  2 . 2 %  
どちらともいえない  5  2 . 8 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  
⑪  こ ま っ た 時 や 、 ま よ っ た り し た と き に ア ド バ イ ス し て く れ る 。  
選 択 項 目  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  1 3 0  7 3 . 0 %  
そう思 う  3 5  1 9 . 7 %  
あまり思 わない  4  2 . 2 %  
思 わない  8  4 . 5 %  
どちらともいえない  1  0 . 6 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  
 
Ｂ－９ 授業
中に何度も
声をかけて
くれる。, 大
変そう思う, 
58, 32.6%
Ｂ－９ 授業
中に何度も
声をかけて
くれる。, そ
う思う, 45, 
25.3%
Ｂ－９ 授業
中に何度も
声をかけて
くれる。, あ
まり思わな
い, 30, 
16.9%
Ｂ－９ 授業
中に何度も
声をかけて
くれる。, 思
わない, 23, 
12.9%
Ｂ－９ 授業
中に何度も
声をかけて
くれる。, ど
ちらともいえ
ない, 22, 
12.4%
Ｂ－９ 授業
中に何度も
声をかけて
くれる。, 無
回答, 0, 
0.0%
Ｂ－１０ 絵
をかいたり、
ものをつくっ
たりするの
がうまい。, 
大変そう思
う, 144, 
80.9%
Ｂ－１０ 絵
をかいたり、
ものをつくっ
たりするの
がうまい。, 
そう思う, 19, 
10.7%
Ｂ－１０ 絵
をかいたり、
ものをつくっ
たりするの
がうまい。, 
あまり思わ
ない, 6, 
3.4%
Ｂ－１０ 絵
をかいたり、
ものをつくっ
たりするの
がうまい。, 
思わない, 
4, 2.2%
Ｂ－１０ 絵
をかいたり、
ものをつくっ
たりするの
がうまい。, 
どちらともい
えない, 5, 
2.8%
Ｂ－１０ 絵
をかいたり、
ものをつくっ
たりするの
がうまい。, 
無回答, 0, 
0.0%
Ｂ－１２ こ
まった時
や、まよった
りしたときに
アドバイスし
てくれる。, 
大変そう思
う, 130, 
73.0%
Ｂ－１２ こ
まった時
や、まよった
りしたときに
アドバイスし
てくれる。, 
そう思う, 
35, 19.7%
Ｂ－１２ こ
まった時
や、まよった
りしたときに
アドバイスし
てくれる。, 
あまり思わ
ない, 4, 
2.2%
Ｂ－１２ こ
まった時
や、まよった
りしたときに
アドバイスし
てくれる。, 
思わない, 
8, 4.5%
Ｂ－１２ こ
まった時
や、まよった
りしたときに
アドバイスし
てくれる。, 
どちらともい
えない, 1, 
0.6%
Ｂ－１２ こ
まった時
や、まよった
りしたときに
アドバイスし
てくれる。, 
無回答, 0, 
0.0%
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【 学 年 に よ る 比 較 】  
①  や さ し い 表 情 で 話 す 。  
選 択 項 目  
総 計  ４年  ６年  
人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  9 8  5 5 . 1 %  4 4  5 0 . 6 %  5 4  5 9 . 3 %  
そう思 う  5 5  3 0 . 9 %  2 9  3 3 . 3 %  2 6  2 8 . 6 %  
あま り思 わない  9  5 . 1 %  5  5 . 7 %  4  4 . 4 %  
思 わない  8  4 . 5 %  5  5 . 7 %  3  3 . 3 %  
どちらともいえない  8  4 . 5 %  4  4 . 6 %  4  4 . 4 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  8 7  1 0 0 . 0 %  9 1  1 0 0 . 0 %  
 
②  話 し 方 が お も し ろ い 。  
選 択 項 目  
総 計  ４年  ６年  
人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  9 7  5 4 . 5 %  4 1  4 7 . 1 %  5 6  6 1 . 5 %  
そう思 う  4 9  2 7 . 5 %  2 3  2 6 . 4 %  2 6  2 8 . 6 %  
あま り思 わない  1 5  8 . 4 %  1 1  1 2 . 6 %  4  4 . 4 %  
思 わない  1 1  6 . 2 %  8  9 . 2 %  3  3 . 3 %  
どちらともいえない  6  3 . 4 %  4  4 . 6 %  2  2 . 2 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  8 7  1 0 0 . 0 %  9 1  1 0 0 . 0 %  
 
大変そう思う
そう思う
あまり思わない
思わない
どちらともいえない
無回答
大変そう思う
そう思う
あまり思わない
思わない
どちらともいえない
無回答
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③  身 ぶ り や 手 ぶ り を 使 う 。  
選 択 項 目  
総 計  ４年  ６年  
人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  4 4  2 4 . 7 %  1 5  1 7 . 2 %  2 9  3 1 . 9 %  
そう思 う  5 7  3 2 . 0 %  2 2  2 5 . 3 %  3 5  3 8 . 5 %  
あま り思 わない  3 4  1 9 . 1 %  2 0  2 3 . 0 %  1 4  1 5 . 4 %  
思 わない  2 3  1 2 . 9 %  1 7  1 9 . 5 %  6  6 . 6 %  
どちらともいえない  2 0  1 1 . 2 %  1 3  1 4 . 9 %  7  7 . 7 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  8 7  1 0 0 . 0 %  9 1  1 0 0 . 0 %  
 
④  よ く ほ め る 。  
選 択 項 目  
総 計  ４年  ６年  
人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  7 2  4 0 . 4 %  3 0  3 4 . 5 %  4 2  4 6 . 2 %  
そう思 う  5 7  3 2 . 0 %  3 1  3 5 . 6 %  2 6  2 8 . 6 %  
あま り思 わない  2 7  1 5 . 2 %  1 2  1 3 . 8 %  1 5  1 6 . 5 %  
思 わない  1 0  5 . 6 %  8  9 . 2 %  2  2 . 2 %  
どちらともいえない  1 2  6 . 7 %  6  6 . 9 %  6  6 . 6 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  8 7  1 0 0 . 0 %  9 1  1 0 0 . 0 %  
 
 
大変そう思う
そう思う
あまり思わない
思わない
どちらともいえない
無回答
大変そう思う
そう思う
あまり思わない
思わない
どちらともいえない
無回答
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⑤  説 明 が 分 か り や す い 。  
選 択 項 目  
総 計  ４年  ６年  
人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  1 3 0  7 3 . 0 %  5 4  6 2 . 1 %  7 6  8 3 . 5 %  
そう思 う  2 5  1 4 . 0 %  1 7  1 9 . 5 %  8  8 . 8 %  
あま り思 わない  7  3 . 9 %  6  6 . 9 %  1  1 . 1 %  
思 わない  9  5 . 1 %  5  5 . 7 %  4  4 . 4 %  
どちらともいえない  7  3 . 9 %  5  5 . 7 %  2  2 . 2 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  8 7  1 0 0 . 0 %  9 1  1 0 0 . 0 %  
 
⑥  話 と 話 の つ な ぎ 方 が う ま い 。  
選 択 項 目  
総 計  ４年  ６年  
人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  7 3  4 1 . 0 %  3 0  3 4 . 5 %  4 3  4 7 . 3 %  
そう思 う  6 5  3 6 . 5 %  3 2  3 6 . 8 %  3 3  3 6 . 3 %  
あま り思 わない  2 0  1 1 . 2 %  1 0  1 1 . 5 %  1 0  1 1 . 0 %  
思 わない  1 1  6 . 2 %  9  1 0 . 3 %  2  2 . 2 %  
どちらともいえない  9  5 . 1 %  6  6 . 9 %  3  3 . 3 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  8 7  1 0 0 . 0 %  9 1  1 0 0 . 0 %  
 
 
大変そう思う
そう思う
あまり思わない
思わない
どちらともいえない
無回答
大変そう思う
そう思う
あまり思わない
思わない
どちらともいえない
無回答
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⑦  た と え 方 が う ま い 。  
選 択 項 目  
総 計  ４年  ６年  
人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  7 8  4 3 . 8 %  2 6  2 9 . 9 %  5 2  5 7 . 1 %  
そう思 う  6 6  3 7 . 1 %  3 9  4 4 . 8 %  2 7  2 9 . 7 %  
あま り思 わない  1 4  7 . 9 %  8  9 . 2 %  6  6 . 6 %  
思 わない  7  3 . 9 %  5  5 . 7 %  2  2 . 2 %  
どちらともいえない  1 3  7 . 3 %  9  1 0 . 3 %  4  4 . 4 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  8 7  1 0 0 . 0 %  9 1  1 0 0 . 0 %  
 
⑧  や り 方 を よ く 知 っ て い る 。  
選 択 項 目  
総 計  ４年  ６年  
人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  1 3 8  7 7 . 5 %  6 3  7 2 . 4 %  7 5  8 2 . 4 %  
そう思 う  2 4  1 3 . 5 %  1 2  1 3 . 8 %  1 2  1 3 . 2 %  
あま り思 わない  5  2 . 8 %  4  4 . 6 %  1  1 . 1 %  
思 わない  6  3 . 4 %  5  5 . 7 %  1  1 . 1 %  
どちらともいえない  5  2 . 8 %  3  3 . 4 %  2  2 . 2 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  8 7  1 0 0 . 0 %  9 1  1 0 0 . 0 %  
 
 
大変そう思う
そう思う
あまり思わない
思わない
どちらともいえない
無回答
大変そう思う
そう思う
あまり思わない
思わない
どちらともいえない
無回答
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⑨  授 業 中 に 何 度 も 声 を か け て く れ る 。  
選 択 項 目  
総 計  ４年  ６年  
人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  5 8  3 2 . 6 %  2 7  3 1 . 0 %  3 1  3 4 . 1 %  
そう思 う  4 5  2 5 . 3 %  1 5  1 7 . 2 %  3 0  3 3 . 0 %  
あま り思 わない  3 0  1 6 . 9 %  1 8  2 0 . 7 %  1 2  1 3 . 2 %  
思 わない  2 3  1 2 . 9 %  1 5  1 7 . 2 %  8  8 . 8 %  
どちらともいえない  2 2  1 2 . 4 %  1 2  1 3 . 8 %  1 0  1 1 . 0 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  8 7  1 0 0 . 0 %  9 1  1 0 0 . 0 %  
 
⑩  絵 を か い た り 、 も の を つ く っ た り す る の が う ま い 。  
選 択 項 目  
総 計  ４年  ６年  
人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  1 4 4  8 0 . 9 %  6 9  7 9 . 3 %  7 5  8 2 . 4 %  
そう思 う  1 9  1 0 . 7 %  1 1  1 2 . 6 %  8  8 . 8 %  
あま り思 わない  6  3 . 4 %  3  3 . 4 %  3  3 . 3 %  
思 わない  4  2 . 2 %  1  1 . 1 %  3  3 . 3 %  
どちらともいえない  5  2 . 8 %  3  3 . 4 %  2  2 . 2 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  8 7  1 0 0 . 0 %  9 1  1 0 0 . 0 %  
 
 
大変そう思う
そう思う
あまり思わない
思わない
どちらともいえない
無回答
大変そう思う
そう思う
あまり思わない
思わない
どちらともいえない
無回答
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⑪  こ ま っ た 時 や 、 ま よ っ た り し た と き に ア ド バ イ ス し て く れ る 。  
選 択 項 目  
総 計  ４年  ６年  
人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  1 3 0  7 3 . 0 %  6 2  7 1 . 3 %  6 8  7 4 . 7 %  
そう思 う  3 5  1 9 . 7 %  1 6  1 8 . 4 %  1 9  2 0 . 9 %  
あま り思 わない  4  2 . 2 %  2  2 . 3 %  2  2 . 2 %  
思 わない  8  4 . 5 %  6  6 . 9 %  2  2 . 2 %  
どちらともいえない  1  0 . 6 %  1  1 . 1 %  0  0 . 0 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  8 7  1 0 0 . 0 %  9 1  1 0 0 . 0 %  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大変そう思う
そう思う
あまり思わない
思わない
どちらともいえない
無回答
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⑤ 授業記録【実践A，B】  
 
【実践A】授業記録 
5月28日(木) 1・2校時 図画工作科 
 
導 入 
00:05 T はい、日番さんお願いします。 
00:09 C 姿勢を正して。 
00:11 TC はい。 
00:14 C 今から1時間目の学習を始めます。 
00:20 TC はい。 
00:22 C 礼。 
00:23 TC お願いします。 
00:31 T 多分、迫さんももうすぐ来ると思います。((「ふしぎなたまご」と板書する)) 
00:48 T じゃあ、前の続きの「ふしぎなたまご」をするんだけど、ちょっと自分の作品を思い出したながら
ね。題名を今、先生が目当て書いてる間に考えてください。≪示範≫例えばねえ、教科書にある作品の題名は、
たまごから虹の魚が生まれたとか。楽しいスキーとか、動物いっぱいの森とか、サッカー選手とか、そんなふ
うにね、作品の名前がついています。自分の作品の名前の中にしようかなーって先生が黒板描ききるまでに考
えてください。((｢ふしぎなたまごからうまれてくるものをたのしくそうぞうしてえにかこう」と板書する)) 
01:29 C はーい。 
01:33 C かけた。 
01:40 C 作れた。 
02:21 T はい、題名決まりました。((手を挙げる)) 
02:23 C はい。 
02:24 C いいえ。 
02:25 T もうちょっと考えます。((様子を見渡して)) OK。じゃ作品作りながら考えておいてください。はい
じゃ、今日の目当て。この前と一緒ですが、もう1回読みましょう。さんハイ。 
02:34 C ふしぎなたまごからうまれてくるもの。 
02:39 T はいはい、ちょっと、ちょっと((手を鳴らす))もう1回。さんハイ。 
02:41 C ふしぎなたまごからうまれてくるものをたのしくそうぞうしてえにかこう。 
02:53 T はい。ですー。机の上ね、物差しが出てる人すぐしまいます。それは算数で使うのでしまいます。
はい、ではね、この前のちょっとおさらいです。ここに皆の作品やるのであとで配ってもらうんだけど、 
03:14 C 先生、落ちた。 
03:15 C 落ちた、落ちた、落ちた。 
03:32 C はい。 
03:36 C ああー。 
03:37 C でも、この隊形のままするの？ 
03:49 T はい。ちょっとお借りしました。これ、白やったな。((紙を取りに行く))はい、この真っ白のこの
紙が、みんなが想像する楽しい世界です。 
04:31 C ええ？ 
04:32 T この中に、この世界の中にはね。大きな大きな卵があります。はい、これは誰がつくったんですか？ 
04:40 C ショウ君。 
04:42 T  ショウ君の卵はね。こんな青色というか、紺色でこんな風にギザギザの模様があったり、紫や青色
や黄色やちょっとカラフルな卵がこの世界にあります。そして、たまごにね。ピシピシピシっと割れ目が描い
てあります。ショウ君、これどっちが割れ目かな？このギザギザの所？ 
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05:05 C うん。 
05:06 T このギザギザのところからパッと割れて卵から中、でてくるもの。それはみんなそれぞれでした。
この前聞いてたら、何やったかな、何が出てくるんやったかな？ 
05:22 C 富士山。 
05:23 T 富士山出てくる人。 
05:24 C ロケット。 
05:25 T ロケット。 
05:26 T ハムスター。 
05:27 C 宇宙。 
05:28 T 宇宙。 
05:29 C 動物。太陽。 
05:30 T 太陽、めっちゃ面白い。 
05:32 C 火山。 
05:33 T 先生やったらね、やっぱりサッカー。 
05:42 C 隕石。 
05:43 T っていう話やね。なので、みんなは、まずまず一番。((「たまごをつくる」と板書しながら))たま
ごをつくります。そして、あ、まずつくるし、ハサミで丸に切っちゃってね。あー、ショウ君のやつみたいに
切ったげて。で、ここまでできたらね、先にね、たまごは割っちゃってください。((｢たまごをわる｣と板書し
ながら))はい、ビシビシビシッと割れ目に沿って割っちゃってください。割れ目もねえ、ギザギザの人もいれ
ばまっすぐなパカーンの人もいるかもしれないのでね。 
06:45 C パッカーン。 
06:53 T でね、パッカーンと割れたら、その中から((「たのしいせかいをかく｣と板書しながら))自分の想像
をどんどんどんどん膨らまして楽しい世界を描いてください。描くときなんだけども、この世界はみんな白の
画用紙に描きましょう。卵は何色でもいいけどね。これは白の方が描きやすいし見易いからね。ここにできた
ら、クレパス？みんな、クレヨン？ 
07:38 C クレパス 
07:45 T ((「クレパス」と板書しながら))クレパスはねえ、とっても写りやすいから、クレパスは一個使っ
てほしいです。場所によってはどっちにしようっかなって言う人はね、色鉛筆も使ってもらって構いません。
((｢色えんぴつ｣と板書しながら))で、できたらきれいに型取りたい人は鉛筆で下書きするけれども、鉛筆使わな
い方が綺麗く仕上がると思います。教科書のやつもみんな鉛筆の下書きの後ないよね。全部クレパスで書いて
あるね。もし枠をかきたいな。下書きしたいなぁっていうやったら、クレパスの黒で描いて下さい。えんぴつ
じゃなくって。あのケーキ・果物とかお菓子とかいっぱい出てくるやつやったらクレパスの黒で枠描いてるね。
えんぴつ違うな。色えんぴつ違うな。じゃ、クレパスか色鉛筆で世界を描いていきます。とりあえずここまで
かな。ここまで伝わりました。((手を挙げて確認)) 
08:55 C ((手を挙げる)) 
08:56 T 何か質問がありますか？((手を挙げる))じゃあ、この順番でやっていきましょう。じゃあ机の上、
一回片付けて。必要なものは、色鉛筆、クレパス、はさみかな。はい、じゃ 10 秒でやります。用意、スター
ト。 
09:21 T 10。9。８。((指さして○をつくり))その辺、はやいね。７。６、５、４、３、２、１、ゼーーーー
ーーーーロ((長く伸ばしている)) 
09:48 C 色鉛筆がない。 
09:49 T はい。 
09:54 C あった。 
09:56 T じゃあね、今からねえかいてくんだけど、想像、するのは、誰？ 
10:04 C 自分。 
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10:06 T 自分やね。だから人にいっぱい聞いたりとか、人に話し掛けたりとかあまりしないでください。自
分の頭の中の世界なのでしっかり考えて集中して取り組んでほしいなと思います。テストの隊形にしますか？
机引っ付いてたらやり難い？ 
10:26 C こっちの方がやりやすそう。 
10:30 T そう、わかりました。じゃ、いいです。…係さん、配ってください。 
 
展 開 
40:37 ((机間順視が続く)) 
41:05 T あー綺麗ね。これ綺麗ね。 
41:20 T ((作品を手に取り、描き方を示しながら))じゃあ、この辺出来てるからここからクレパスで塗って。
こんな風にしたら。とりあえずやってみて。 
41:54 T はいじゃあ白い画用紙取ってきて。 
42:00 T これいいやん。どこに貼って絵を描くか考えて。じゃあ、白い紙取ってきて。 
42:22 T このやり方、面白いね。 
42:36 C 先生、おかしなってる。 
42:42 C 先生、さっきよりおかしなってる。 
43:06 T これ面白いやん。 
43:40 T たまごの割れ方もみんな人それぞれで面白いねえ。横の人もいるし縦の人もいるし、なんか、あの
ー、たまごってさ、お料理する人は知ってると思うけど、コンコンって角にぶつけて((たまごの見本を示しな
がら))こうやって、パカッて下に向けてやるやんか。 
43:55 C うん。 
43:57 T 菅原君とかは、パカッて下に割って、下になんか、ものが出てくるみたいな割り方にしているし、
割り方だけでもいろんな工夫があって面白いね。 
44:24 T では、白い紙に貼ってみようか。 
44:30 T もうえらい時間になってる。 
44:50 T 次、こう描いたら。下書きってどんなやった？ 
45:07 T 作品、縦にしてもいいですかってあったけど、いいよ。 
45:16 T 下書きやったら、たまごが割れたところに描いたんやな。どんなふうにする？ 
46:17 Ｃ 先生、もう色塗っていい？ 
46:18 Ｔ 塗っていいよ。クレパス持ってこよか。 
47:16 Ｔ はいじゃ、ちょっとねえ。一旦トイレに行く人はこの間にね、行って下さい。お茶飲みたいなあ
いう人も今の間にして。 
47:32 Ｃ できた。 
47:33 Ｃ できた。できた。 
48:34 Ｔ こちらはわかりやすい。ギザギザの所できったらいいね。 
48:57 Ｔ じゃあ取ってきて 
49:13 Ｔ （（裏に名前を書いてと前に出すと板書)）…さん、一番に早く終わりました。綺麗な赤いたまごの
殻からね、えっと。動物だったり、お魚？魚が飛び出したりしています。こんなふうにできたら裏に名前を書
いて、どうしよっかな？先生に出すというよりは前の作品のあの棚に入れてもらおうかな。1回先生に言って
ね、できましたって。そしたら棚に入れます。終わったら、自由調子たりしといて下さい。 
 
まとめ 
80:02 ((出来た児童から作品カードを描いている)) 
81:16 Ｔ この世界は、こんな世界です。 
81:28 Ｔ この世界は、こんな世界ですって言うことを書いて。 
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83:40 Ｃ 菅原君のこんなん。 
83:45 Ｃ めっちゃ、おもしろい。 
85:05 Ｃ ふざけたら、あかんで。 
85:15 Ｔ じゃあ、あと3分ぐらいで終わるからねー。途中の人は頑張ってね。 
85:49 Ｔ ((作品を覗き込んで))はい。 
85:51 Ｔ ((作品を覗き込んで))はい。 
85:57 Ｃ ちょっと待って、これこれ。((作品カードを取りに行く)) 
86:50 Ｔ これなんて書いてあるか読んでみて。星の？ 
86:53 Ｃ 星のたまご生まれる。 
86:54 Ｔ たまご？星の？がんばった？工夫した？流れ星？はって、出して。 
87:35 Ｔ ((作品カードを示され、目を通して))はい、ＯＫです。 
87:42 Ｔ …くん、書いた？…くんに教えてもらってね。流れ星を、「を」は難しいほうの「を」やで。いい
ですか。 
88:20 Ｔ さあでは、片付けします。まだの人、は、なかよしタイムにもうちょいやるか？ 
88:28 Ｃ えー！ 
88:32 Ｔ はい、じゃあもうちょい延長しましょか。 
88:48 Ｃ もうおわり。 
89:00 Ｔ はいじゃ、一回座ります。座る、後。 
89:09 Ｔ 全員座る。はいじゃあね、作品途中、すわる。すわる。作品が途中の人はこの後また続きをやり
ましょう。もう今日ね、仕上げてしまいたいなと思います。あとはまた、あのー、いろいろね、教室にも貼る
し、あのー、廊下の所もやね。2年生のところにも貼っときたいと思います。 
89:35 Ｔ はい、では。なかよしタイムやね。えーと、机だけ。机、まあ後ででいいわ。そのままでいいや。
机の上だけ綺麗に出来た人から外に遊びに行ってきて下さい。じゃあ、日番さん号令どうぞ。後、下書きは持
って帰ってね。 
89:55 Ｃ 姿勢を正して。 
89:57 ＴＣ はい。 
90:00 Ｃ これで1時間目の学習を終わります。 
 
5月28日(木) 4校時 国語 
 
導入 
00:05 Ｔ では、国語を始めましょう。じゃあ日番号令どうぞ。 
00:25 Ｃ 姿勢を正して。 
00:27 ＴＣ はい。 
00:30 Ｃ 今から、4時間目の学習を始めます。 
00:37 ＴＣ はい。 
00:38 Ｃ 礼。 
00:39 Ｃ お願いしまーす。 
00:40 Ｔ はい、お願いしまーす。はい、じゃあ生活やってたけどねえ、切りかえて国語します。1回だけ、
「ハハハハはいはいはい」いくよ。おなか力入れてー。これが言い終わったらねー、バッチシ国語の気持ちに
切り替えます。せいの。 
00:57 ＴＣ ハハハハハハはいはいはい。 
01:00 Ｔ ハイじゃ、国語を10秒でやります。はい。はいはい。もう生活、今しない。もう切りかえて。終
わったよ。 
01:10 （ ） 
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01:16 Ｔ ハイじゃ、教科書のにじゅう、今日は、あっ、でもここやな。24、25開きましょう。 
01:24 （ ） 
01:36 Ｔ はい、昨日四つの知恵のうち一つ目の知恵を勉強しました。一つ目ってどんな知恵やったか覚え
ている人いますか？さあ、プリント見て振り返ってもいいよ。一つ目ってどんな知恵やったかなー。教科書や
プリントで振り返ってねえ。 
02:00 （ ） 
02:06 Ｔ もうちょっと手が挙がるまで待ちます。探してください。一つ目の知恵は、どんな知恵でしたか？
ある様子があったよね。ひまわりは、ちょっとぐったりしてるやんね。かど、実はその時は、知恵を、ある知
恵をどんどんどんどん出してたんやね。どんな知恵やったかな？ちょっとずつ挙がってきた。はよ探してよ。
教科書も見て探してよ。1，2，3，4，5，6，7，8，9 人か、ちょっと寂しいよ。10 人に増えました。11 人、
12 人。...13 人。まち探検のここの班は 4 人とも挙がっているよ。よく見つけていますね。ハイじゃ、この班
の班長誰ですか？はい、小村さんに代表して言ってもらいます。小村さん。 
03:07 Ｃ はい、聞いてください。 
03:08 Ｃ はい。 
03:09 Ｃ 3段落の、そしてタンポポはだんだん種を太らせているのところだと思います。どうですか？ 
03:23 Ｃ もう一度言ってください。 
03:31 Ｃ 3段落の、タンポポの、タンポポはだんだん種を太らせているのところだと思います、どうですか？ 
03:44 Ｃ はい。 
03:45 Ｔ 太らせている。そうやったね。ハイじゃ。藤井君。 
03:52 Ｃ はい。花と軸を静かに休ませて、種をどんどん太らせるです。どうですか？ 
04:01 Ｃ はい。 
04:02 Ｔ 花と軸を静かに休ませて、どんどん太らす。平島君。 
04:09 Ｃ 聞いて下さい。 
04:10 ＴＣ はい。 
04:14 Ｃ 藤井良太君につけ足して、花を静かにしおれて休ませて種をどんどん太らせていくです。どうで
すか。 
04:35 Ｃ はい。 
04:36 Ｔ 吉井さん。 
04:39 Ｃ 聞いて下さい。 
04:40 Ｃ はい。 
04:41 Ｃ 花と軸を静かに休ませて、種にたくさんの栄養を…。もう一度言います。花と軸を静かに休ませ
て、種にたくさんの栄養を送るのです。そして、タンポポは種をどんどん太らせるだと思います。 
05:01 Ｃ はい。 
05:03 Ｔ はい、そうですね。弱ったふりをしているんでしたね。ハイじゃ、一旦じゃ、ここまで。はい、
こんな一つ目の知恵がありました。元気ないふりタンポポとかいろんな名前がありました。ハイじゃ、今日は
二つ目の知恵を見ていきたいと思うでので、次はね、4の画面からになります。はい、本読みは、本読みなの
で全部もう一回読みますね。教科書一回戻って24ページを開きましょう。では、ちょっと待ってね。行くよ。
はい、それでは、本を読みます。((本を立てる仕草))あー、惜しいな。やってなかった。よく見といてよ。行き
ましょう。32 人全員で合わせましょう。さあ、それでは教科書 24 ページから本を読みます。((本を立てる仕
草))はい、ではいきましょう。題名から行きます。さんハイ。 
06:09 Ｃ たんぽぽのちえ。うえむらとしお ぶん てらだあきら え  
春になると、たんぽぽの黄色いきれいな花がさきます。二、三日たつとその花はしぼんで、だんだんくろっぽ
い色にかわっていきます。そうして、たんぽぽの 花のじくは、ぐったりと じめんにたおれてしまいます。
((机間を回りながら))けれども、たんぽぽは、かれてしまったのではありません。花とじくをしずかに休ませて、
たねに、たくさんのえいようをおくっているのです。こうして、たんぽぽは、たねをどんどん太らせるのです。
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やがて、花はすっかりかれて、そのあとに、白いわた毛ができてきます。このわた毛の一つ一つは、ひろがる
と、ちょうどらっかさんのようになります。たんぽぽは、このわた毛についているたねを、ふわふわととばす
のです。このころになると、それまでたおれていた花のじくが、またおき上がります。そうして、せのびをす
るように、ぐんぐんのびていきます。なぜ、こんなことをするのでしょう。それは、せいを高くするほうが、
わた毛に風がよくあたって、たねをとおくまでとばすことができるからです。よく晴れて、風のある日には、
わた毛のらっかさんは、いっぱいにひらいて、とおくまでとんでいきます。でも、しめりけの多い日や、雨ふ
りの日には、わた毛のらっかさんは、すぼんでしまいます。それは、わた毛がしめって、おもくなると、たね
をとおくまでとばすことができないからです。このように、たんぽぽは、いろいろなちえをはたらかせていま
す。そうして、あちらこちらにたねをちらして、新しいなかまをふやしていくのです。 
08:35 Ｔ では今日は、二つ目の知恵を考えます。この配ってる間に、二つ目の知恵は何段落目に書いてあ
るかな、ちょっと予想してみて下さい。((プリントを配布しながら))まあ、4からやね。４からどこまでやろね。 
08:56 Ｃ 4から6。 
08:58 Ｔ 4だけなのか、4･5なのか、4･5･6なのか。4･5･6･7･8･9･10なのかな。 
09:03 Ｃ 4だけやった。 
09:06 Ｔ 4からどこまでかな？ 
09:12 Ｃ 4たす5。 
09:15 Ｃ 4たす5たす6。 
09:20 Ｔ はい、予想ができていますか？ 
09:28 Ｔ もらった人は名前。そして予想と段落、第何段落を書いてもらえるかな。 
09:40 Ｃ これって、はるん？ 
09:43 Ｔ え？そろそろ貼っていかな失くすな。じゃ。今日授業終わったら貼ろう。 
09:50 Ｔ ((「たんぽぽのちえ」と板書)) 
09:58 Ｃ 何段落？ 
10:25 Ｔ ((｢二つめのちえをまとめよう｣と板書)) 
10:40 Ｔ さあ、予想たてれたかな？じゃあ、近くの人とざっと見あいっこしてね。確認してみて。 
10:55 Ｔ ((｢二つめのちえをまとめよう｣の板書を囲む)) 
 
展開 
22:06 Ｔ はい、中本君。 
22:07 Ｃ はい、聞いてください。 
22:09 ＴＣ はい。 
22:11 Ｃ 4と6段落だと思います。そのわけは、4～6までずっと続いているからです。どうですか？ 
22:19 Ｃ はい。 
22:20 Ｔ 4から6まで、このころになると、下もいけるな。入れとく？ 
22:27 Ｃ はい。 
22:28 Ｃ はい、石井さん。 
22:29 Ｃ 聞いて下さい。 
22:30 Ｃ はい。 
22:31 Ｃ 藤井君につけ足して、4 から 5 だと思います。そのわけは、話がタンポポの軸がまだぐったりし
ている間が4と5で、6になるとまた起き上がっているからです。どうですか？ 
22:54 Ｃ はい。 
22:55 Ｔ はい、っていうのが先生よくわかりやすかったです。なるほどね、6の場面で、それまで倒れてい
たタンポポがまた起き上がりますっていうことは、違う知恵がそこから起きるのかな。はい、正解でした。と
いうことで、4と5段落になるので、はい、書いといて下さい。４、 
23:15 Ｃ 書いた。 
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23:16 Ｔ 5段落。((板書しながら))あってましたよ、予想。((手を挙げながら)) 
23:18 Ｃ はーい。 
23:20 Ｔ おっ、多いね。はいＯＫです。はいそれではね、4 と 5 の場面だけもう一度読みたいと思います
ー。では、ほ・ん・を・よ・み・まーーす。はい。はい、やがてからです。みんなで読みましょう。さんハイ。 
23:40 Ｃ やがて、花はすっかりかれて、そのあとに、白いわた毛ができてきます。このわた毛の一つ一つ
は、ひろがると、ちょうどらっかさんのようになります。たんぽぽは、このわた毛についているたねを、ふわ
ふわととばすのです。 
24:05 Ｔ 全然そろってないな。はい、えーっと、ま、もうちょっと。一つだけ落下傘という言葉を確認し
ておきます。落下傘のよ・う・にとかいてあります。落下傘って何のことでしょうか？うか実は、教科書の中
にヒントが隠れています。というか答えが隠れています。さあ、探せ、探せ。見つかったらこれってなんなん
かな、何なんかな？吉房君。 
24:38 Ｃ 聞いて下さい。 
24:39 Ｃ はい。 
24:40 Ｃ き、ききゅ、ききゅ、気球だと思います。どうですか？ 
24:45 Ｃ はい。 
24:47 Ｔ なるほど、気球っていう言葉でも言えるしね。いくつか表現できると思うよ。苅谷君。 
24:54 Ｃ 聞いて下さい。 
24:55 ＴＣ はい。 
24:56 Ｃ 落下傘という言葉は、吉房君に付け足して言います。落下傘という言葉は、気球とちょっと違っ
て荷物を、届けたいもの届けて…。誰かに届けたいものを届けるものだと思います。どうですか？ 
25:27 Ｃ はい。 
25:28 Ｔ なるほど、届けたい荷物を届けたりできる。平沢さん。 
25:32 Ｃ はい、聞いて下さい。 
25:35 Ｃ はい。 
25:39 Ｃ 落下傘というのは…、そら君につっけ足して言います。落下傘というのは、･････気球とちょっと
違って、…人が乗るものじゃなくって荷物を運ぶものだと思います。どうですか。 
26:08 Ｃ はい。 
26:09 Ｔ はい、どうですか？ 
26:10 Ｃ はい。 
26:11 Ｔ みんなね、あの、はーいじゃ言った人心配になるでしょう。ナ、違う？もし、自分と考えが違っ
てたとしても、間違ってたら、ハイはおかしい。間違ってたら、違いますで直して、おしえて、直してあげた
らいいけど、あっ、そっかって言うのも全部ハイで表したいと思います。平沢さんの意見、今良かったね。苅
谷君が荷物を運ぶって言って、平沢さんは、人も。あっ、荷物を運ぶっ≪表情≫えっ？ 
26:44 Ｃ 人を運ぶんじゃなくって荷物を運ぶ。 
26:46 Ｔ 荷物を運ぶって、付け足してくれたね。っていうのを言ってくれたから、あーそっかと思ったら、
はーいです。じゃ、これで、ちょっと待って。これで、中本君。 
26:58 Ｃ 聞いて下さい。 
27:00 ＴＣ はい。 
27:01 Ｃ 平沢さんにつけ足して言います。落下傘っていうのは、手紙とか送ったりするものです、どうで
すか？ 
27:09 ＴＣ はい。 
27:10 Ｔ はい、じゃちょっと。ちなみに何を送ったりする？((手で示しながら))≪身振り≫もう、座ったま
まで。 
27:16 Ｃ 荷物とか、なんか生き物とか送る。 
27:28 Ｔ 荷物や生き物.なるほど。吉房君何やったかな？ 
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27:31 Ｃ えっと、なんか頼んだ人に、気球と違って頼んだ人に荷物とか送るものです。 
27:53 Ｔ なるほどな。荷物送ったりする。正解です。えっと、気球って言ったら、よくあるのが人がのっ
て、ふわふわふわって飛んでいくやつやな。でも、この写真を見たちょっとだけ違うね。確かによく言ってく
れたね。荷物が載ってそう。そして、これたまにね、荷物だけじゃなくて人を乗せる道具もあります。これを
ね、パ！ 
28:15 Ｃ ラシュート！ 
28:17 Ｔ ((指で合図しながら))パラシュートっています。ね、パラシュート。はい、いいですか。そんなふ
うにね、何か物を送ったり人がね、空を飛んでいたりするようなんが、パラシュートとか気球とかいうけど、
これをね、別の言い方でね、落下傘ています。なので、この落下傘のようになりますということは、本当に落
下傘になってるの？ 
28:44 Ｃ みたいになってる。 
28:45 Ｔ みたいやんな。こういうのをね、((「たとえ」と板書しながら))はい、何と読みますか？ 
28:55 Ｃ たとえ。 
28:57 Ｔ たとえ、聞いたことあるかな？ 
29:00 Ｃ ある。 
29:01 Ｔ ある。国語ではね、いろんな例えが出てきます。なになにみたいって言ったら、ほんまに落下傘
になったん違うで、違うで。 
29:09 Ｃ みたいは、例え。 
29:11 Ｔ 例えてんねんな、はい、パラシュートに例えてるでした。はいそれではね、プリント見ましょう。
では二つ目の知恵、まず、タンポポの今の様子、はい、どんな様子でしょうか？書いてみましょう。ハイ。 
29:29 Ｔ はい、どうぞ。あっ、言わずにじゃあ書いてみましょう。全員書きます。 
29:37 Ｃ 本とおんなじでもいいの？ 
29:38 Ｔ いいよ、ただみんなが 1 回目に書いたプリントはホンマに様子だけだったけど、昨日も言ったけ
ど、ただの様子だけじゃなくて、そこからどんな知恵を働かせるのか、ま・で、この中に書きます。二つ目の
ちえ((｢◎ようす」と板書))さあ、どんな様子だろうね？ 
30:12 （ ） 
30:32 ((掛け図を取りだす))ヒントは文章と絵です。 
30:35 （ ） 
31:10 ((掛け図を掛ける)) 
31:23 Ｔ どんなこと書いたかな？教科書、そのまま書き抜きでもいいし、自分でまとめる人は自分でまと
めてもいいし。 
 
まとめ 
38：33 Ｔ ((板書しながら))様子は、今こんな様子。((掛け図を指しながら))花は枯れちゃったね。黄色いの
ん、ないね。ほんで、そのまんま白い、えっと、綿毛、が、できてくるんやね。((掛け図を指さして))白い綿毛、
こんな綿毛見た事ある？あるね、 
38:51 Ｃ 夏休みに、結構見たことある。 
38:52 Ｔ 見たことある人？((手を挙げながら))はあい。 
38:53 Ｃ 前、見つけた。 
38:54 Ｔ 見つけた。はい、下ろして。はい、この白い綿毛って、フッて吹くとどうなるの？ 
39:01 Ｃ 飛ぶ。 
39:03 Ｔ 飛んでいくよね。何のために飛ばすの？ 
39:06 Ｃ 仲間を増やすため。 
39:08 Ｔ 仲間を増やす。 
39:10 Ｃ 前、見たら、道路のとこに飛んでいっとった。 
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39:13 Ｔ なんで仲間、増えるんかな？ 
39:15 Ｃ 種。 
39:16 Ｃ 種を飛ばすとか。 
39:17 Ｃ 種を飛ばして、 
39:22 Ｔ えっと、岸さん。 
39:23 Ｃ はい、聞いて下さい。 
39:24 ＴＣ はい。 
39:26 Ｃ 種があるから、その種が育って、またタンポポが出てくる、できるとかもしれないからです。ど
うですか？ 
39:35 ＴＣ はい。 
39:36 Ｔ なるほど。田浦さん。 
39:38 Ｃ はい。その種が。 
39:39 Ｔ ちゃんと立って言おう。（(きちんと立つような素振り)） 
39:42 Ｃ 聞いて下さい。 
39:43 ＴＣ はい。 
39:45  Ｃ その種のひとつひとつが、タンポポになる種がつくからです。どうですか？ 
39:51 Ｃ はい。 
39:55 Ｔ 種になる。梶君。 
39:56 Ｃ 聞いて下さい。 
39:57 ＴＣ はい。 
40:02 Ｃ 綿毛についている種を飛ばすことで、地面とかについてたりして、雨とか降ったら、地面に落ち
て、また風とか吹いたら飛んでいく。どうですか？ 
40:20 Ｃ はい。レベルの種を飛ばし等から種を飛ばしていてください。屋根があるからパッドの40:21 Ｔ 
飛んで行くんや。（（板書に線を書き込む）） 
40:29 Ｔ 池内さん。 
40:32 Ｃ 聞いてください。 
40:33 ＴＣ はい。 
40:34 （ ） 
41:04 Ｃ 間違えました。 
41:06 Ｔ はい。 
41:08 Ｔ 平沢さん。 
41:09 Ｃ はい、聞いてください。 
41:12 ＴＣ はい。 
41:16 Ｃ タンポポの綿毛についている種を飛ばして、土のどこかに落ちて、雨とか水でタンポポの花が咲
くと思います。どうですか。 
41:40 Ｃ はい。 
41:43 Ｔ ね、はい最後。永田さん。 
41:45 Ｃ はい、聞いてください。 
41:46 ＴＣ はい。 
41:48 Ｃ 平沢さんに付け足して言います。土のあるところにタンポポ落ちて、育つんだと思います。どう
ですか？ 
41:57 Ｃ はい。 
42:02 Ｔ はい、種が落ちて、育っていくかな？（（「たねがおちる」と板書））で、この綿毛が、落下傘みた
いって言ってんね。（（「らっかさんみたい」と板書））はい、もう前にも書いていますが、「みたい」みたいな
言葉を何て言うんだっけ？ 
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42:29 Ｃ ように。 
42:30 Ｃ たとえ。 
42:31 Ｃ たとえ。 
42:33 Ｔ 例えですね。はい、例えているんでした。綿毛をパラシュートみたいって例えているんでした。
ふわふわとんでいるからね。こうして、種をバッと((飛ばす素振り))、遠くへ飛ばすのが2つめの知恵です。((指
で 2を示す))じゃあ、こんな2つ目の知恵を持つタンポポに名前をつけてあげてください。どんなタンポポで
しょうか。知恵、知恵、関係している名前にしてよ。はい、この知恵が2つめの知恵が関係した名前。名前だ
け書いたら、続きは明日しようかな。 
43:15 Ｃ 書けた。 
43:16 Ｃ 内田先生、書けた。 
43:18 Ｔ いいと思います。と言うことやね。((プリントを見に机間を回りながら)) 
43:19 Ｃ 先生、書けた。 
43:21 Ｔ ああ、いいと思うよ。 
43:24 Ｔ いいよ。 
43:30 Ｔ あーーー。いいかな。 
43:34 Ｔ あーー、いいと思うよ、わかりやすいね。 
43:41 Ｔ 里井君のは、タンポポに例えたんじゃないね。作者が例えるてるから、な。 
43:46 Ｃ 先生。 
43:48 Ｃ 終わった。 
43:50 Ｔ どんなん、なった？それだけやったら、様子やんな。どんな知恵があるか？ 
43:59 Ｃ できた。 
44:02 Ｔ どんな知恵があるか？ 
44:03 Ｃ 先生、おんなじ。 
44:06 Ｔ どういったいいかな、どんな知恵がある？ 
44:11 Ｔ あ、いいと思います。 
44:16 Ｔ 綿毛ができて、そっからどんな知恵があるか、そこから、どんな、なんのために綿毛があるのか？ 
44:25 Ｔ いいと思います。 
44:27 Ｔ ハイでは、一旦終わりますが、じゃあ、次の時間に続きやりますね。とにかく、この知恵が関係
した名前をつけてよー。はい、はいじゃあ、終わります。今日は糊貼ってないけど、もう3枚まとめて閉じて
((閉じる素振り))ノートに挟んでおいてください。はいでは、終わりましょう。日番、どうぞ。 
44:55 Ｃ 姿勢を正して。 
44:58 Ｃ はい。 
44:59 Ｔ はい、ちょっと待ってください。周りの人見てあげてね。 
45:08 Ｃ 手を止めてください。 
45:16 Ｃ これで、4時間目の学習を終わります。 
45:24 Ｃ はい。 
45:25 Ｃ 礼。 
45:26 Ｃ ありがとうございました。 
 
【実践B】授業記録 
6月26日（金） 3・4校時 図画工作科  
 
導入 
00:21 T 今、机の上に絵の具セットの一番大きな箱ありませんか。ある人は机の下に、すっと入れましょう。
２つめ。絵の具は青だけ出ていますか？ 
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00:35 C はい。 
00:38 T それ以外の色は閉まっていますね。 
00:42 C はい。 
00:44 C はい、しまっています。 
00:45 （ ） 
00:55 T 行きます。机の上にパレット、なにもないきれいなパレット置いて下さい。お話聞くのにね、持っ
とったらね、集中できないから。 
01:13 （ ） 
01:20 T では、今日やることを話をします。青だけ。サキちゃん、筆、パレットどちらも置きましょう。ト
キアちゃん、パレット閉じておきましょう。パレット閉じて、筆を置きましょう。 
00:44 （ ） 
01:48 T 筆も置いといてね、お話を聞くときは、手の上に何にもない状態で真っさらで行きます。じゃあ、
今日は「あめがふったよ」の最後です。目当て読みます。さん、ハイ。 
02:02 C あめをふらせよう。 
02:07 T 今日は、ちょうど雨でした。雨ってどんなふうに降りますか？（手を挙げる） 
02:12 C 大雨やで。 
02:15 C はい。 
02:17 C ザーザーや。 
02:18 T 増井さん。 
02:18 C はい。 
02:29 C 台風やったら斜めに落ちてくるけど、普通の雨やったら上から落ちてきます。 
02:41 T （「ななめ うえから」と板書） 
02:42 C 同じです。 
02:43 C 同じです。 
02:45 C まだまだあります。 
02:49 C まだあります。 
02:53 C もう終わり。 
02:57 T 向井さん。 
03:00 C 普通の雨だっても、風が強くって横から降ってくることもあります。 
03:07 C 同じです。 
03:12 T （「横」と板書）水田さん。 
03:15 C 前に出ていいですか？ 
03:17 Cはい。 
03:19 C ここから、上からの時は弱いけど、横からの時は強い。 
03:33 T 横からの時は、ちょっと強い。 
03:38 C うん。 
03:41 T じゃあ、誰かに書いてもらおうと思います。チョークで書いてくれますか？じゃあ、まず斜め。シ
オンさん。 
03:52 C あー。 
03:55 T 上からどんな雨が降ってくるかな？（手を挙げる） 
04:01 T 吉田さん。横からは？ 
04:04 C はい。 
04:10 T 泉さん。 
04:11 C はい。 
04:22 T どうぞ。 
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04:25 T ここに書いてよ、上から。ななめは、ここ。よこからはここ。 
04:36 T どうぞ。 
04:38 T ここに。 
04:43 C シオンちゃん、届かんかったら台のり。 
04:48 T この辺でもいいよ。 
04:55 T そう。 
04:59 T いいよ。 
05:03 T いいよ、書いてみて。 
05:13 C 違います。 
05:15 C 同じです。 
05:17 C 違います。 
05:18 T 方向これやね。横からの雨ちょっときつすぎて、服ビショビショそうになりそうやな。今回横から
の雨はやめとこか。こわいな。（横からに×印） 
05:32 C たてから。 
05:33 T じゃあ、上からと斜め。これ以上に付け加えがある人？ 
05:35 C はい。 
05:40 T 置いといて。付け加えがある人、谷村さん。平田さん。出て下さい。 
05:52 T 消さんとってよ。（手で制止）それはその人の作品やで。この下に書いてよ。 
05:59 （ ） 
06:05 C 雫に見える。 
06:06 （ ） 
06:13 T こっちに書いていいよ。谷村君、ここに書いていいよ。（指さす）斜めの下でもいいよ。 
06:19 （ ） 
06:23 T どうぞ。 
06:24 （ ） 
06:53 T これ以外、あるよ。（手を挙げる）こんなんもあるね。迫さん。 
06:59 （ ） 
07:25 C ここ？ 
07:27 T うん。 
07:28 （ ） 
07:38 C また、雨や。 
07:39 （ ） 
07:55 T 線から繋がとーみたいになっとるな。線から繋がっとる、途中、水玉。最後もう1人。最後もう1
人。前田咲さん。 
08:12 T 前田さきさん。 
08:13 C はい。 
08:21 C 横からこうやって。 
08:22 C 横からはいかん。 
08:30 T すごいきついときやな、横から降るとき。傘さしとってもビシャビシャになるときあるもんな。 
08:36 C 横から降ったん見たことある。 
08:41 C 今はななめや。 
08:46 C 先生、今降ってる雨、斜めや。 
08:53 C 斜め。 
08:54 （ ） 
09:03 T この水玉模様、今日は雨を降らしてもらいます。（画用紙を手にする）横からの雨はちょっとすご
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いから、今回やめといて。（画用紙を黒板に掲示）どんな風に降るかな？じゃあまず、（パレットを持つ）パレ
ットのところに青（絵具をもって示す）入れます。 
09:37 （ ） 
09:46 C どこに入れよっかな？ 
09:47 （ ） 
10:00 （もう一枚画用紙を黒板に掲示する） 
 
展開 
27:16 T しんどい。しんどいっていう理由でやめるのやめようよ。 
27:21 C 先生。 
27:30 T 描き方、きれいな作品やん。（児童のパレットを借りながら） 
27:36 T しんどいっていう理由はやめよう。 
27:38 C 先生、できました。 
27:40 C 先生できた。 
27:42 T 傘も塗れた？ 
27:47 C 先生、できました。 
27:48 T 傘はどないするん、それ傘に見えへんやん。外枠だけ塗る？それとも、真っ白がいい？ 
27:57 （ ） 
28:33 T 神足君、全然塗れてへんやん。 
28:34 C 森田先生、洗いに行っていいですか？ 
28:41 T 神足君、全然塗れてないよ。 
28:42 （ ） 
29:02 T ここだけでも、塗って。 
29:03 （ ） 
29:09 C 何これ、抹茶の色になった。 
29:10 （ ） 
29:24 C 先生。 
29:26 T ねえ、ねえ、先生にもたしとくの。 
29:28 （ ） 
29:42 T できたの？OKです。 
29:44 （ ） 
30:35 C ぞうきん、ない。 
30:37 T 貸して下さい。 
30:38 C 貸して下さい。 
30:49 C 筆、忘れとった。 
30:50 （ ） 
30:52 C 筆、忘れとった。 
30:53 （ ） 
31:07 C 先生、これできたやつどうしたらいい？ 
31:08 T 置いといて、乾かすから。後、名前書いてある？ 
31:15 C 書いてある。 
31:17 T まだ机の上、置いといて。 
31:18 C はーい。 
31:19 （ ） 
31:24 C 全部の色、混ぜたら何色になるかな？ 
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31:26 （ ） 
31:32 C どうしたん？ 
31:33 （ ） 
31:57 T おーい、この辺ちょっといいですか、ちょっと傘の形に見えないんだけど。 
32:13 C 先生、洗ってきます。 
32:15 （ ） 
32:26 C 先生、出来ました。 
32:30 T ここの薄いところだけ塗ろっか。（指さしながら） 
32:31 C 先生、出来ました。 
32:32 T はい、OKです。 
32:39 C 先生、読書やるん？ 
32:47 T 服は、白？ 
33:08 T これはまた絵の具が多い。 
33:10 T あなた、太筆をこうやって、薄く、薄く。（筆を手に取り） 
33:16 C クレパスで土も書く。 
33:19 T 絵の具多くてかたまらへん。 
33:21 （ ） 
33:48 T この辺、塗って。 
33:49 （ ） 
34:03 C 描けた、縁まで。５，４，３，２、 
34:04 （ ） 
34:15 C 先生、片付けていいですか？ 
34:18 T もう塗り直すとこない？作品完成でいい？ 
34:22 C 完成でいい。 
34:26 T 最後の2月にやる作品展い出すかもよ。体育館する。 
34:35 C これで、いい。 
34:36 T 体育館で、全校生徒、お兄ちゃん、お姉ちゃんみんな見るよ。 
34:42 C いいよ。 
34:43 C 先生、今4時間目？ 
34:44 T 4時間目。 
34:46 C 先生、洗ってきていい？ 
34:53 C これもう出来た。 
34:55 T 机の上置いといて、ユウジくん 
34:59 C 洗ってきた。 
35:10 C １番ちっちゃいの、これあげる。 
35:12 （ ） 
35:55 T ここ、こうやって、こう描いたら？（クレパスを手に取り） 
35:58 （ ） 
36:00 C 僕の絵の具セットに帽子かぶせた。 
36:05 C 遠くから見たら絵の具に見えへんけど。 
36:07 （ ） 
36:30 T ここを、全部後ろ塗って。一番どこ塗る、青とかで。傘の形を書いた上に、雨。青でも赤でも黄色
でもいい。（画用紙を指し示しながら） 
 
まとめ 
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55:00 （片付けが続いている） 
56:47 T すいません、お尋ねします。黄緑の絵の具落ちてました。あなたの絵の具セット、黄緑ありますか。
もし心配な人は今絵の具セットを見ておいてください。 
57:04 C 先生ちょっと見せて。 
57:07 T 名前ないです。 
57:10 C 名前ないんやったら違うわ。 
57:11 C あるわ。 
57:16 C ある。 
57:18 C あった。 
57:19 （ ） 
57:50 T 青で塗る。例えば…。 
57:55 （ ） 
59:24 T はいじゃあ、ユウイちゃん、内田さん、大西さん、増井君、来て下さい。（ ）中村カナメ君いま
すか、カナメくん、来て下さい。自分の席で本読んで下さいね。内藤さん、谷村さん。そこは…。保健係さん、
来てください。どうも困っていることがあるそうです。声が小さくて聞こえんかっただけかもしれへんな。2
人は聞こえた。声が小さかったかもしれない。 
61:09 T だって内田さん、悲しい思いしとるんやでな。私の名前呼ばれないって悲しい思いしとるんやから。
明日から、気をつけますごめんねぐらい言わな。どうする？今呼んでもらう？呼んでもらわんでいいの？ 
62:00 （ ） 
62:51 T では、座ってください。きずな君、片付けできましたか？ 
62:56 C いいえ。 
62:58 （ ） 
63:08 T はい、座ってください。では、本途中の人御免なさい、本片付けて来て下さい。 
63:13 （ ） 
63:50 C 森田先生、手洗っていい？ 
63:55 T もっ回、洗ってくる？ 
63:58 C もっ回、洗ってきていい？ 
63:59 C 森田先生。 
64:00 T もう無理違う。もっと後で洗い、給食の前に。どうせ洗いに行くやろ。 
64:05 C 森田先生、もう終わり？ 
64:06 T ううん。 
64:07 C 何やるん？ 
64:09 T 座ってもらってもいい？ 
64:10 C これ、しよか？ 
64:11 T いいわ、ありがとう、座ってもらってもいい？ 
64:14 （ ） 
64:25 T おーい、絵本しまっている3人組。 
64:30 （ ） 
64:46 C 先生、これ閉めるん忘れとった。 
64:48 T しまっておいで。 
64:51 T では、次のお話をします。座ってください。 
65:00 （ ） 
65:11 T あと、京奥君と、あっ、平田君は座ってくれた。合わせて。後、京奥くんだけでーす。 
65:18 C あのさ、黄緑の絵の具って、結局誰か分かった？ 
65:24 T わからへんねん、また次に絵具使う時に聞こか？それとも帰る準備するとき聞こか。 
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65:29 C 帰る準備の時。 
65:30 T 帰る準備の時、聞こか。ほんなら帰る準備の時、絵の具セット持ってきた時、自分で気になる人見
てな。もう見てくれた人、どのぐらいおる？（手を挙げる） 
65:41 C まだ見てないわ。 
65:42 T ほんま、その人帰るとき見よな。下ろす。（手を下す）では、えっと、今日で「あめがふったよ」
のあの絵、終わります。後ろにね。また掲示をしておきます。二つ目、（ ）絵の具セットですが、もう持っ
て帰ってください。次は、粘土を使います。 
66:10 C なんて、粘土？ 
66:11 T もう、1回言います。次は、粘土を使います。 
66:17 C 森田先生、家で絵具やっとっていい？ 
66:18 T お家で絵の具やる場合は、必ず保護者の方にしっかり使ってもいいって聞いてね。どうしてかって
いうと、結構絵の具って汚れちゃうでしょう。 
 
6月26日（金） 2校時 算数科 
 
導入 
00:25 ＜掛図の横に板書し始める＞ 
00:31 C これ、何算？何算？ 
00:32 C 掛け算。 
00:35 C 引き算って、書いとうで。 
00:41 C 違いは、いくつ。 
00:43 C ち・が・い・は。 
00:45 C やっぱ、引き算やん。 
00:47 C 先生、52ページってサー、引き算？ 
00:54 C 引き算？ 
00:57 ＜板書＞ 
01:05 C 先生、ブロックっている？ 
01:08 T ブロック、いります。 
01:10 C ブロック、何個？ 
01:11 T 10個。 
01:13 C やっぱり、俺出しとった。 
01:15 C 出しとった。 
01:19 （ ） 
01:33 T 準備はいいですか？ 
01:35 C はい。 
01:36 T じゃ、今からチェックします。 
01:37 C はい。 
01:39 T 机の上に教科書、このページが開いてある人、手挙げる。ノートが開いてある人、手挙げる。ブロ
ックが10個だけでてる人、手挙げる。靴きちんと履いて、しっかり座れているか、チェックする。 
01:57  
02:02 T なんかこっから見たら裸足の人おるんやけど。裸足でも別にええけど、靴は履こうね。もし濡れて
るなら、体育館シューズに後ではき替えてね。 
02:13 T やっぱ無いねんな。 
02:18 T では、今日はこれが目当てです。勉強は、「ちがいはいくつ」。目当て一緒に読みます。姿勢をぴん
と伸ばしましょう。行司君、計ドなおしといて下さい。平田きずなさん、読んでる間に教科書とノート、用意
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してください。 
02:40 （ ） 
02:43 T さん、ハイ。 
02:46 C どちらが…。 
02:47 T やり直しをします。 
02:49 （ ） 
02:52 T もう、いつでも大丈夫やでっていう人とは目が合うもんね。お、いけるな。 
02:57 （ ） 
03:00 T 目、合わへん人は無理なんやろうなぁ。あ、いけるか？あの人、大丈夫かな～。あ～そうそう、ぼ
く、ぼく。待ってます。いいね～、目が合うね頑張ってる人は。あなた大丈夫？ハクション。 
03:16 C 先生、算数がない。 
03:20 T 貸してあげるね、後で。（ひそひそ声で） 
03:23 T 行きマース。さん、ハイ。 
03:25 C どちらがどれだけ多いでしょう。（一斉） 
03:33 T 今日は、どっちがどれだけ多いっていうのをします。かえるはかえるでも、（掲示物をはりつける）
１、2、3、4、5。こんなカエルがいます。ですが、もう一枚の葉っぱからやってきたカエルは、 
03:33 C ゲロ～、ゲロ～。ゲロ～。ゲロ～。 
03:42 T こんなカエルです。さあ、どこが違うでしょうか？ 
03:48 C はい 
03:50 T このカエルとこのカエル、どこが違うでしょうか？ヒントこの辺。 
03:55 （ ） 
03:59 C あっ！ 
04:00 C 今わかった。 
04:01 T もう、一瞬だけします。ヒントこの辺。 
04:06 C あ～。 
04:08 T はい、わかった人。 
04:10 C はい。 
04:13 T 城野さん。 
04:16 C はい。 
05:07 （ ） 
05:20 C 聞いて下さい。 
05:23 TC はい。 
05:27 C こっちのカエルは帽子をかぶっています。でも、こっちのカエルは帽子をかぶっていません。 
05:35 C 同じです。 
05:37 T こちらのカエル、数図ブロック用意。 
05:44 C もうしとー。 
05:46 T オレンジの方で行きます。 
05:50 C オレンジの方こっち。 
05:52 T 1、２、3、４、5 
05:58 C 数が違う。 
06:01 T 5匹います。 
06:04 （ ） 
06:08 C 5匹やったらオレンジでいい？ 
06:10 T 帽子をかぶっている（ ）カエルは、青で行きます。 
06:18 C 青。 
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06:19 T 青。1、 
06:27 C もう、やってた先生。 
06:28 T 2、3、 
06:32 C 2個余り。 
06:34 さあ、このカエルどちらがどれだけ。多いっていうのを今日考えてもらいます。じゃあ、一番簡単な
問題から行きます。ここまで用意できた人、手はお膝。 
06:52 （ ） 
06:56 T どっちが多いかわかった人？どっちが多いか分かった人？帽子かぶってないカエルが多い？それ
とも、帽子かぶっったカエルが多い？どっちが多い？中村要さん。 
07:12 C 聞いて下さい。 
07:13 C はい。 
07:17 C これだと思います。 
07:18 C 同じです。 
07:20 C もう1回言ってください。 
07:24 T え？言ってないやろ。 
07:26 C 言ってないで。 
07:27 T 言ってない。こっちだと思います。こっちが多いです。 
07:32 C 赤いほうが多い。 
07:34 T じゃあ、ここから問題。どちらが、こちらが。どれだけっていうのが問題です。なので、何匹多い
ですか。 
07:48 C 2匹です。 
07:50 （ ） 
07:53 T 七田さん。 
07:55 C …。 
07:57 C 同じです。 
07:59 C もう一回言って下さい。 
08:01 T 聞こえたよっていう人？今の発表聞こえたよ。七田さんのよう聞いっとったよ？七田さんもう 1
回言ってください。聞いてくれてる友達いるね、しっかり。 
08:13 C 2匹です。 
08:15 C 同じです。 
08:17 T 七田さん、あってますか？ 
08:20 T 2匹、多いです。それの比べ方をやります。 
08:23 （ ） 
08:25 T こうやって、ウィーンガシャン。くっ付けて下さい。 
08:30 C ウィーン、ガッシャン。 
08:34 C 2匹多い。バイバイ。 
08:37 T すると、違いがすぐわかりますよね。ここは同じ。ここだけ多い。 
08:48 （ ） 
08:56 T にびきじゃない。 
08:58 C にひきだね。 
09:00 T では、鉛筆用意。はい、教科書に帽子をかぶった、あ、帽子をかぶってないカエルが2匹多いと書
いて下さい。ここです。 
09:16 （ ） 
09:22 C どうしたらいい、先生。ここ2って書く？ 
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展開 
17:28 C なんでカタカナで書いたん？ 
17:29 T あ、ほんまや。 
17:31 C まあ、読めるけど。 
17:33 C いいやん、いいやん。読めるで。 
17:46 T では、先生から特別問題。言うよ。ブロック、はい。元の状態に戻しましょう。 
17:59 C 元の状態。 
18:00 C 元の状態？ 
18:01 T この状態。 
18:02 C ９，８，７． 
18:04 10秒で行きます。１０，９、 
18:08 C 終わった、終わった。 
18:09 T ８、７、 
18:10 C 無理や。 
18:11 T ６、５，４、 
18:13 C 終わった。 
18:14 T ３、２、1。 
18:21 C これって、外しちゃった。 
18:23 C ぎりぎりで終わった。 
18:24 T 男の子が、 
18:28 C ０で終わった。 
18:29 T 男の子が5人います。（）女の子が2人います。 
18:42 （「男の子が5人。女の子が2人。」と板書） 
19:15 C ブロック、1個どっかいった。 
19:16 T どちらが、どれだけ多いですか？ 
19:20 C ブロック、どっか行った。 
19:22 C ブロックを使って考えて下さい。時間、2分にします。（タイマーをセット） 
19:27 C 先生、ブロックどっかいった。 
19:32 C 先生、何やればいいん？ 
19:34 T 男の子が5人、女の子が2人、どちらがどれだけ多いでしょう。 
19:40 C あ、わかった。 
19:45 C 簡単にわかるし。 
19:48 C こんなん簡単にわかるし。 
19:51 C 男の方が多いし。 
19:54 T すごい。発表頑張るよっていう人多いね。加藤さん。 
19:59 C はい。男の子が、女の子より3人多いです。 
20:10 C 同じです。 
20:13 C もう1回言ってください。 
20:16 C 男の子が女の子より3人多いです。 
20:22 C 同じです。 
20:24 T 試してみます。 
20:27 C ほら、こうやったらいいねん。 
20:32 T 男の子が5人から、この2個同じなので引きます。残りは？ 
20:40 C 3。 
20:41 T 当てたよ。じゃ、もう一問行きます。 
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21:45 C やった。 
21:49 T 男の子が、 
21:55 C 4人。 
21:58 T 4人います。女の子が、 
22:04 C 1人、１人、１人。 
22:06 T 1人です。どちらがどれだけ多いですか。 
22:13 C また、同じことや。 
22:15 C はいはい。わかる、わかる。 
22:17 T （タイマーをセット） 
22:18 C 先生、もう分かってる。 
22:19 T えっ、もうわかってんの？ 
22:20 C うん。 
22:21 T はい、ブロック使って考えてよ。 
22:24 C もう考えた。 
22:25 T 男の子が4人、女の子が1人、どちらがどれだけ多いですか。 
22:30 C もう、わかっとる。みんなわかっとる。 
22:33 C はい、はーい。 
22:36 T 男の子が 4 人、女の子が 1 人、どちらがどれだけ多いですか？男の子が４人、女の子が 1 人どち
らがどれだけ多いですか？ここ、同じの引きます。 
23:06 C いい？ 
23:07 T 数えてみ。 
23:13 T 林さん。 
23:21 C 言われっちゃった。 
23:22 T どうぞ。 
23:30 T 男の子が4人、女の子が1人、どうぞ。 
23:35 C 同じで…。 
23:37 T まだ、言ってない。 
23:40 C 同じです。 
23:41 T まだ言ってない、うるさい。それ、だめ。どうぞ。 
23:45 C 男の子が3人、多いと思います。 
23:49 C 同じです。 
23:52 C もう一回。 
23:54 T 慣れてきてましたね。じゃあ、みんなに考えてもらいます。今やってんの、こんな作業です。（ブ
ロックを動かす）カエルが帽子なし、5匹。帽子あり、3匹。帽子なしの 5から、帽子ありの 3匹のところ、
ビュって（）なくします。男の子が 4 人、女の子が 1 人、男の子の 4 から女の子の 1、同じところをビュっ。
（）これって、（）この前勉強したとあれと似てない？ 
24:35 C あっ。 
24:36 C あれ？ 
24:37 C 似てる。 
24:40 T もう1回やるで。カエルなしの5から、カエルありの3、あっ、帽子ありの3と合わせて、ビュっ、
バイバーイ。男の子の4から、女の子の１、バイバーイ。これって、あれと似てるで。 
25:04 C え、どれ？ 
25:05 T なんやったっけ？ 
25:07 C はい。 
25:08 T ちなみに今まで勉強したのは、 
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25:11 C はい、多分。 
25:13 C え、わからん。 
25:14 T 今まで勉強したのは、これ。1個目、足し算。合わせる。もう１つが引き算。 
25:25 C ほら、これ！ 
25:27 T どっちと似てますか？ 
25:29 C 引き算！ 
25:30 C はい。 
25:34 C タイガがやっとったやつや、今な。 
25:35 C 引き算。 
25:37 T 泉さん。 
25:44 T 合わせていくつだなー。いいよ。 
25:49 T 松本さん。 
25:50 C 引き算だと思います。 
25:53 C 同じです。 
25:55 C もう一回、言ってください。 
25:59 C 引き算です。 
25:30 T 引き算です。ちょっと耳、大丈夫？足し算のときはこうでした。足し算はこれですよね。ウィーン、
ガッチャン。引き算は、 
26:14 TC バイバーイ。 
26:16 T ってことは今回は、 
26:17 C 引き算！ 
26:19 T 正解。今回は、引き算です。じゃあ式ってどうなるの？今回これ、答え２でした。 
26:34 C ５足す３は、 
26:36 C 引くやん。 
26:37 C 引く。 
26:38 T おしい。もう一回行きましょう。さん、ハイ。 
26:39 TC ５引く３は、２。 
26:45 T これも、行こうっか。さん、ハイ。 
26:48 C ４引く１は、３。 
26:52 T バイバーイやから。 
26:54 C ５引く４は、１。 
26:55 T 今日、問題練習してみます。では、メロンの問題いくよ。メロンとスイカ見つけて下さい。 
27:13 C 見つけました。 
27:15 C 6個とか2個とか。 
27:16 T メロンとスイカ、同じような色だけど、 
27:21 C 違う。 
27:22 C 見た目が違う。 
27:23 T うん。 
27:25 C 味が違う。 
27:26 T うん、ほんまやね。味も見た目も全然違うね。じゃあ、まずメロンは6個。スイカは、 
27:41 C 2個。 
27:42 T 2個。 
27:43 C 合わせて４。 
27:44 T 合わせる？ 
27:45 C 合わせてない。 
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27:46 T 合わせてないや。 
27:48 C 引くと４。 
27:51 T さあ、 
27:52 C 引くと４。 
27:53 T 今回も多い方、考えます。では、メロン 6 個とスイカ 2 個。もう 1 回、競争です。森田先生より
早いかな？よーい、ドン。 
28:06 C もう、した。 
28:08 C もう、できとるよ。 
28:12 C 簡単すぎて、全部わかってもた。 
28:15 C はい、終わり。 
28:17 C はい、終わり。 
28:19 C はい、終わり。 
28:21 C はい、終わり。 
 
まとめ 
37:30 T では、行きます。途中の人も1回ストップしてください。 
37:35 C もう、丁度日にちも書いてる。 
37:37 T では、久しぶりに行きましょう。ちょっと、姿勢が悪くなってる人も多いから、足、ピッ。（）背
中、鉛筆。（）手。１の下から6－2は4。書きましょう。 
38:01 （ ） 
38:08 C 先生、ガッチャンってするの6のとこから？ 
38:13 T 引くはこれじゃなくって、棒のやつ。 
38:21 T もうちょっと、前に寄せよか。 
38:22 T それでいいよ。 
38:26 T 足すになっとー、引くにしょっか。 
38:28 （ ） 
38:36 T 知りませんか？知りませんか？ 
38:38 （ ） 
38:40 T 知りませんか？ 
38:42 C どれ？ 
38:44 （ ） 
38:54 T では、今回は、メロンとスイカなので、（）ひとマス開けて、4こ。 
39:06 （ ） 
39:15 C 4個の下に引くの赤ペン？ 
39:16 T 黒。 
39:18 T 必ず、答えの下には黒で線を引いて下さい。 
39:23 C 引いてます。 
39:25 C 定規で引くん、忘れてた。 
39:28 C 先生、引くって書くん？ 
39:33 C 定規、貸したろか？ 
39:34 C なんて、言ったん？ 
39:36 C 引くって書くん？ 
39:37 T あっ、書かなくていいわ。もうわかってるやろ。 
39:41 C これでいいの？ 
39:43 T いいよ。 
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39:45 T いいよ。 
39:47 T 線、引かなくていい。 
39:51 C わあ、鉛筆食べた！ 
39:53 T 今回は、違いはいくつなので言葉も書きます。 
39:59 C わあ、気も。毒あるのに。 
40:00 （ ） 
40:08 T じゃあ、先生、書きますよ。集中している人もう書こか。聞いてない人、ほっときましょう。足。
背中。鉛筆。手。ここに、言葉の答えを書きます。 
40:30 （板書） 
40:44 T メロンの方が、 
40:48 （ ） 
40:58 C やめて。 
41:01 C どこにメロンて、書くん？ 
41:02 （ ） 
41:08 C あ、見てん。細すぎた。 
41:09 （ ） 
41:14 T 何個、多いんやった？ 
41:16 C 4個。 
41:18 T そうや。 
41:20 C おー、４。 
41:23 T 4個。 
41:26 C ひとマス、空けた。 
41:27 T 空ける。 
41:28 （ ） 
41:32 C ひとマス、空けるん？ 
41:35 T 「多い」足りなさそうやな、マス。その下に書こうか。「多い」 
41:42 （ ） 
41:51 C わあ、「り」になってもた。 
41:52 C 最後に「。」か。 
42:05 C 先生、「。」ってどの場所に書けばいいん？ 
42:07 T 左下。 
42:08 C やっぱ、左下。 
42:11 C 先生、お・お・い、ちゃうん？ 
42:12 T うん。「おーい」は「おおい」。 
42:16 T 「お・お・い・い」やったら、多いいになるから多い。「お・お・い」。 
42:24 C 「。」つけるん、右下やで。 
42:27 C おおい。おーい。おおい。おーい。 
42:31 T はい、ここまで出来たよ、 
42:34 C どこに書くん？ 
42:35 T 左下。 
42:37 （ ） 
43:04 T ここにさ、ひとマス開けて４個はどうしたん？ 
43:08 （ ） 
43:13 C 先生、次何？ 
43:14 T ひとマス開けて、４個。次、なかよしタイム。 
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43:15 （ ） 
43:36 T ひとマス開けて、４個。 
43:38 C 森田先生、あってる？ 
43:39 T あってるよ。 
43:40 C 学校探検していいですか？ 
43:41 T 線がないよ。４個の下に線がない。 
43:44 （ ） 
43:56 C これってさ、あわせるん？ 
43:59 T あわしてくれると、丸付けしやすいな。 
44:01 （ ） 
44:15 C 先生、これ直す？ 
44:16 T ううん、直さない。 
44:23 T もうな、争いになるから先生がすることにした。 
44:26 （ ） 
44:45 C 先生、トイレ行っていい？ 
44:47 T ダメ、挨拶するから。 
44:50 T おーい。それちょっと良くないとこ。出したら座る。挨拶するよ。 
44:56 （ ） 
45:05 T 先、終わりの挨拶するやろ。 
45:09 C どっちでもいい。 
45:10 T どっちでもいいの。 
45:12 T 向き間違っとうで。 
45:14 C 向き、間違えとった。 
45:16 （ ） 
45:20 T では、挨拶します。全員座って、全員の机の上が空っぽになったら日番さんに挨拶してもらいます。
前田さきさん、周りみんな見て、算数しまったかな、確認してください。 
45:40 （ ） 
45:45 T 算数まだ閉まってない人は優しく、なんとか君、なんとかさんって呼んだげて。 
45:49 （ ） 
46:03 T 先、挨拶しよ。 
46:06 T さきちゃん、さきちゃん。挨拶しよっか、もう。 
46:11 T きずな君、もう2組さんで挨拶はしないんだね。みんなで合わせようよ。ありがとう。平田君、合
わせてくれました。じゃお願いします。 
46:33 C 姿勢を正して。 
46:35 C はい。 
46:36 C これで2時間目の勉強を終わります。 
46:42 C はい。 
46:44 C ありがとうございました。 
46:47 C ありがとうございました。 
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⑥ 授業記録【授業者C】 
 
4月18日（月） 1・2校時 「すきなものなあに」 
 
2:10（8:50） チャイム 
2:26 みんな座ってるやん。（拍手）すごいすごい。 
2:28 じゃあ、今から何の授業ですか？ 
2:45 号令の説明 
3:01（8:51） 号令 
3:15 黒板を見るよう指示 
3:30 板書を読む 
3:35 好きなものを聞く 
4:10 ねんどであそんどった。 
4:15 何つくっとった？ 
4:20 ハンバーグ 
4:35 板書する 
4:50 ほかに？ 
4:55 自転車 
5:52 わし 
6:06（8:54） チャーハンが好き 
6:27 お寿司が好き 
6:45 食べ物じゃなくてもいいんだよ 
7:02 （8:55）どんな絵をかくのが好きかな？ 
7:03 女の子 
7:26 お寿司屋のチョコムースが好き 
7:45 遊園地が好き 
8:05 工作が好き 
8:15 何をつくるのが好き 
8:20 いっぱいつくるのが好き 
9:07 ブロック 
9:33 ほかには？ 
9:45 聞くよ、聞いてね。 
10:04（8:58） 冬にどんなことするの、夏にどんなことするの？ 
10:20 プール。アイスクリーム 
10:45 んーーん、んん。（相槌） 
11:20 粘土で恐竜つくった。 
11:45 ほかに。 
12:05（9:00） お姉ちゃんとバトミントンする。 
12:42 ディズニーランドが好き 
12:43 でましたね。 
13:15 パパとキャッチボール 
13:30 井上さんなんて言った？ 
14:00 ちゃんと聞いてあげて。 
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14:42 ほかあるかな？ 
14:59 ディズニーシーが好き 
15:01（9:03） 今の発表の仕方どうですか？ 
15:05 ふざけてる。 
15:37 ユニバーサルスタジオジャパンがすき。 
16:31 じゃあ、他にある？好きなものとか大切にしているもの？ 
17:21 走りに行った。 
18:00（9:06） 映画見るのが好き 
18:15 みんなが大切にしているものは？ 
18:28 お人形とかおもちゃ。 
19:00（9:07）本。 
19:10 何の本やろ？ 
19:37 まんが。 
19:39 本やな。 
20:00（9:08） なんだろ？いや違う考えてるねん。 
20:32 忘れた？なんやろ。 
20:45 歌。 
20:50 歌を聴くのが好き、カラオケとか。 
21:30 ゲームか、みんなゲーム好きやな  ー
21:57（9:09） みんながゲーム好きなのよくわかった、ゲームからいったん離れよ。 
22:20（9:10） シルバニアファミリーが好き 
23:07 幼稚園の思い出が詰まった工作。 
23:37 書けないけどき聞くからね。 
23:54 トイストーリのウッディが好き 
24:20 メルちゃんが好き 
24:22 メルちゃんって何？ 
24:24 人形！ 
25:03 食べ物で聞いてみよかな。好きな食べ物！ 
25:28 ラーメン 
25:42 イチゴが好き、先生も好き。 
26:00（9:14）ピーマンが好きやって。 
26:26 卵かけごはん。 
26:36 すごいな、納豆が好きなんや。 
26:53 あと二人にあてるね。 
27:20 チョコレートが好き 
27:28 今流行ってるね。 
27:48 進撃の巨人 
28:15（9:16） 好きなものを言ってもらったね。 
28:30 みんなの好きなものを今日は、（3:00）描いてもらおうと思います。 
29:10 いっぱい描いてもらったらいいです。一枚一枚丁寧に描いてもらったらいいです。 
29:40 クレパスを使って描きます。 
30:14 みんなの好きなものを大きく描きます。（指で大きさを示す）裏には、みんなの名前書いて。自分のお
名前書いて。 
30:32 配るね。その間に何かこっかなって。 
31:15 紙を配布。 
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31:30 みんな、クレパス用意して。 
32:12（9:20） こうやって重ねられる人。（クレパスの箱を見る） 
32:45 自分の心の中で考えて描くんやで。 
33:17 どうしても思いつかないときは、前に出たのを見て 
   机間指導 
38:28（9:26）いいやんいいやん。 
38:53 出来上がった作品を見る（見た後で、紙をもう一枚渡す） 
40:22（9:28）ここは塗らなくてもいいの？ 
40:36 あー、おいしそう。 
40:52 ここ赤だけでいい？ 
42:02（9:30） 並んでね。 
42:30 これでOK。 
43:46 よろしくお願いします。 
44:28（9:32） おっ、アイス 
47:49（9:35） 下になんか塗る？ 
47:55 終了2本目へ 
1:25（9:37） もっと良くなると思うわ 
2:04 色、塗らなくていい？ 
2:30 トイレの指示「トイレ行ってきたい人、行ってね」 
3:45 1枚目？2枚目？ 
4:53（9:41） ちょっと、いったん座ろうか。座った人先生のほう見て。 
5:20 誰が早いかな。 
5:38 トイレ行きたい人、今行きなさい。 
6:05 みんな、トイレ大丈夫？ 
7:18（9:44） これもしかしてわさび？ 
10:20（9:47） きれいなお花や。（拍手） 
11:28 惜しい、フォークがない。 
14:18（9:50） せっかく上手に描けるのに座ってやらな。 
17:25（9:53） 先生のお椅子です。 
18:48 これなんや思う？ 
18:50 学校や。 
19:33（9:55） 名前がないです。 
24:15（10:00） 保健室へ行っていた児童が家に帰ることを伝えに養護教諭が来る（帰宅する準備をする） 
29:03（10:05） 静かに並べるかな。 
32:10（10:08） 誰ですか？座りなさい。 
33:00 保健室へ行く 
37:14（10:13） 戻ってくる 
37:55 おわりやから座って 
39:02（10:15） お話しするから座って。 
39:40 先生しゃべりますよ。 
39:52 いいですか？ 
40:10 みんな見て、こんなのができましたよ。（黒板に作品を掲示する） 
41:14 見て、みんなすごいいっぱい。どんな絵がきれいかな？ 
42:00 みんなどんな絵がいいかな？お友達の見てすごいと思った？ 
42:20 作品を順番に見せる「ほら」 
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42:48 みんな見える、ランドセル描いている。 
43:11 これは何だ？ 
43:31 これは？これは水族館の絵です。 
44:07（10:20） これは。 
44:18 お友達どんな絵描いているかよく見て。どれがいいかな？ 
44:48 これは何だろう？ 
45:11 ほら。 
45:30 楽しそうじゃない？ 
46:00 座る。 
46:12 ほら見て。 
46:28 みんなこれ描いてるの多かったんや。 
46:50 次はね、これ。 
47:11 これはどこやった。聞いてみよ。 
47:30 じゃーん。 
47:31 おすし、いっぱいやねん。 
47:59 これは？ 
48:30 ジェットコースター。 
48:40 お母さんの絵描いてくれた子もいるよ。 
49:00（10:25） チャイム。 
49:18 終了3本目へ 
0:15 次の時間にお友達の絵見て、この絵がよかったよって教えてね。 
0:40 紙がある人は先生のところに持ってきてね。 
0:42 あいさつしましょう。 
 
7月6日（水） 1・2校時 「おってたてたら」 
0:30(8:52) 挨拶 
0:53 教科書を片付けさせる 
1:00 用紙を配る 
1:14 用紙を立てるよう指示 
1:24 立てる方法について指示「魔法でも何でも使って、立ててください」 
1:52 やり始めるよう指示 
2:09 出来た児童に待つよう指示 
2:23 指名して、児童を前に呼び出す 
2:49 全員の前でやるように指示 
3:15(8:55) 方法を説明するよう指示 
3:54 例示させた児童の方法について講評する 
4:01 立てる方法について再度、指示「折ってもいいので、立ててください」 
4:17 出来た児童に、別の立て方を考えるよう指示 
4:32 指名して、児童を前に呼び出す 
4:37 出来ている児童の方法について講評する 
4:42 例示させている児童のやり方を説明 
4:54 別の児童を指名 
5:15 やり方を説明させる 
5:25 別の児童を指名 
5:32 例示させた児童の方法について講評 
164 
 
5:51 別の児童を指名 
6:11 例示させた児童の方法について講評(拍手) 
6:22 立て方について説明 
6:29 児童の発言を取り上げる 
6:42 別の児童を指名 
6:51 例示させた児童の方法について講評 
7:05 別の児童を指名 
7:11 立てることができていない児童に、例示を見ながらやるように指示 
7:25 例示させた児童の方法について講評 
7:40 別の児童を指名 
7:50 例示させた児童の方法について説明 
7:59 児童の発言を取り上げる 
8:07(9:00) 別の児童を指名 
8:24 例示させた児童の方法について講評 
8:42 別の児童を指名 
8:53 例示させた児童の方法について講評 
9:04 別の児童を指名 
9:59 例示させた児童の方法について講評 
10:25 別の児童を指名 
10:35 例示を見るよう指示 
10:52 例示させた児童の方法について講評 
11:05 形からつくれそうなものを考えうように指示 
11:36 発表するように指示 
11:47 指名 
11:57 指名 
12:05 発表に応答 
12:19 指名 
12:25 発表に応答 
12:30 指名 
12:44 発表に応答 
12:50 指名 
13:01(9:05) 発表に応答 
13:03 指名 
13:05 発表に応答 
13:13 指名 
13:16 発表に応答 
13:24 指名 
13:30 発表に応答 
13:39 指名 
13:50 発表に応答 
14:02 指名 
14:11 発表に応答 
14:25 今日のめあてを板書「かみをおって えをかいて たてて じぶんのまちをつくろう！」 
15:22 めあてを読み上げ確認する 
15:42 つくれそうなものを聞き、板書する 
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16:12 指名 
16:17 発表に応答 
16:37 指名 
16:49 発表に応答 
16:54 発表を板書 
17:07 指名 
17:17 発表に応答 
17:20 指名 
17:24 発表に応答 
17:28 発表を板書 
17:42 発言を講評しながら板書 
17:46 指名 
17:54 発表に応答しながら板書 
18:07(9:10) 板書しためあてを線で囲む 
18:15 指名 
18:21 発表に応答しながら板書 
18:41 2人、指名「最後…」 
18:51 発表に応答しながら板書 
18:58 発表を促す 
19:07 発表に応答しながら板書 
19:28 作例を取り出す 
19:50 つくった方法を説明 
20:25 新聞紙を配る 
20:50 新聞紙の使い方を説明 
21:27 用具の使い方を板書 
21:58 ごみの始末について確認 
21:10 出来上がった作品展示場所を確認 
22:40 展示の仕方について説明 
23:23(9:15) 作業を始めるよう指示 
23:41 つくる数について説明 
24:35 児童の質問に回答 
24:45 立てることを再確認 
25:18 ごみ箱を移動 
25:45 作例を移動 
26:03 立つかどうか確認 
26:31 使う道具の確認 
26:43 児童の質問に回答 
27:01 児童の質問に回答 
27:48 つくりたいものを聞く 
27:58 つくり方について確認 
28:14(9:20) 次の作品に取り掛かるよう指示 
28:22 展示の仕方確認 
28:37 つかう画材について確認 
28:52 つくり方を個別指導「くまさん」 
30:22 つくり方を個別指導 
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30:42 出来上がった作品について質問 
31:36 質問に応答 
31:53 出来上がった作品を講評 
32:37 板書「おきにいりのものを１つ 
33:19(9:25) 児童の質問に応答 
34:04 児童の発言を講評 
34:20 板書の続き「みんなにしょうかいしよう」波線で囲む 
35:00 児童の質問に応答 
35:35 出来上がった作品を講評 
35:55 出来上がった作品について質問 
36:05 つくり方を個別指導 
36:34 出来上がった作品を講評 
38:12(9:30) つくり方を個別指導 
38:30 出来上がった作品を講評 
38:57 つくり方を個別指導 
39:24 出来上がった作品を講評 
40:00 つくり方を個別指導 
41:02 質問の応答 
41:23 やり方について質問 
41:59 出来上がった作品を講評 
42:49 児童の説明を聞く 
43:03(9:35) 作業をやめるように指示 
43:24 質問に応答 
43:31 休憩の指示 
43:50 出来上がった作品について質問 
44:15 やり方について確認 
44:32 出来上がった作品について質問 
44:50 展示方法の確認 
45:09 休憩の終わりの時間の確認「８スタート」 
45:23 出来上がった作品を講評 
46:23 質問に応答 
46:56 展示方法の確認 
47:10 展示する場所について質問 
47:23 発言の応答 
47:48 展示方法の確認 
終了47:56 
0:15(9:40) トイレの確認 
0:20 発言に回答 
0:36 展示方法について指示 
1:05 発言に回答 
1:20 トイレの指示 
1:45 発言に回答 
2:17 展示方法に質問 
2:40 展示方法について講評 
3:21 つくり方について個別指導 
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3:43 全員そろっているかどうか確認 
4:07 質問に回答 
4:20 最後の活動について確認「頑張ったものを決めておいてください」 
5:01(9:45) 質問に回答 
5:18 出来上がった作品を講評 
5:28 文字の書き方について回答 
5:42 展示場所について指示「おけなくなったので、ここまでOKにします」 
6:24 出来上がったものについて応答 
6:41 出来上がったものについて講評 
6:58 やり方について確認 
7:29 質問に回答「切っていいよ」 
8:08 出来上がった作品について講評 
8:45 立つかどうか質問 
9:13 作品について講評 
9:24 展示場所について相談 
9:45 作品について講評 
10:35(9:50) 出来上がった作品について講評 
10:56 展示するよう指示 
11:37 展示したものについて講評 
12:37 出来上がった作品について講評 
12:48 出来あがった作品について講評 
13:31 終わりの時間の指示「これがピピピピーって鳴ったら終わりです」 
14:05 出来上がった作品について講評 
14:40 展示方法について講評 
15:35(9:55) 発言に応答 
15:59 出来上がったものについて講評し、展示場所について相談 
16:43 つくり方の質問に応答 
17:28 つくり方を個別指導 
18:08 つくり方の質問に回答 
18:38 出来上がった作品に対して質問 
19:18 描画材について質問 
19:42 残り時間について指示「あと3分」 
20:15(10:00) つくっているものについて質問 
20:32 出来上がった作品について講評 
20:52 展示方法について相談 
21:17 作業終了の指示「今描いてるので終わりね」 
21:43 やり方について指示 
22:22 出来上がった作品について講評 
22:42 つくり方を個別指導 
22:55 展示場所を相談 
23:06 終了の指示 
23:20 片付けの指示 
23:30 展示場所の相談 
23:45 ごみ捨ての指示 
24:06 展示場所について指示 
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24:36 展示方法について相談 
24:48 片付けの方法について講評 
25:32(10:05) 片付けの方法について指示 
26:04 片付いたら座るよう指示 
26:31 マジックの片づけを手伝う 
26:48 展示方法について指示 
27:17 新聞を片付ける場所を指示 
27:48 展示の指示 
27:58 次の活動の初めの時間を指示「2になったら、お気に入り紹介してもらうね」 
28:05 質問に応答 
29:05 お気に入りを選んだかどうか確認 
29:24 お気に入りを取るように指示 
29:54 着席の指示 
30:05(10:10) 作品を選ぶ相談 
31:00 板書「さくひんのなまえ」 
31:20 作品を選ぶ相談 
31:40 じゃんけんの指示し、発表の順番を決める 
32:05 発表のやり方を指示 
32:29 発表の例を説明 
32:58 発表場所を指示 
33:12 聞き方の確認 
33:13 １人目に発表を促す 
33:35 発表を評価 
33:42 次の児童を指名 
34:06 聞こえない場合の質問方法を確認 
34:48 発表方法について確認 
35:20(10:15) 工夫して点を質問 
35:40 つくった作品について質問 
35:48 発表を評価 
36:00 次の児童を指名 
36:12 発表を促す 
36:28 発表内容を指示 
36:44 発表を評価 
36:48 次の児童を指名 
37:06 発表場所を指示 
37:21 発表方法について指示 
37:56 発表内容を評価 
38:06 次の児童を指名 
38:23 作品について質問 
38:33 発表内容を評価 
38:35 次の児童を指名 
39:01 拍手 
39:25 教室後方へ移動し、再度発表するよう促す 
39:35 拍手 
39:40 次の児童を指名 
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39:48 発表方法について指示 
40:04(10:20)  拍手 
40:07 次の児童を指名 
40:32 拍手 
40:35 次の児童を指名 
40:56拍手 
41:01 次の児童を指名 
41:27 拍手しながら発表方法を評価 
41:42 次の児童を指名 
42:02 拍手し、次の児童を指名 
42:17 児童と一緒に発表 
42:45 拍手 
42:52 次の児童を指名 
43:01 再度発表するよう指示 
43:20 拍手しながら発表方法を評価 
43:24 次の児童を指名 
43:39 発表内容について質問 
43:47 つくった作品について質問 
44:12 応答に対して評価 
44:15 拍手 
44:20 次の児童を指名 
44:34 拍手 
44:36 次の児童を指名 
44:51 再度発表するよう促す 
45:08 チャイム、次の児童を指名 
45:26(10:25）出来上がった作品について講評 
45:33 発表内容を指示 
46:11 発表内容を別の児童に問い返す 
46:17 次の児童を指名 
46:43 拍手 
46:54 作品を置く場所の指示 
47:10 挨拶 
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